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本書の使い方

本機の取扱説明書は（実用編）と（刺しゅう編）で構成されています。用途に応じて使い分けてくだ
さい。例えば、付属品や設定画面などの基本内容については、（実用編）の 1 章を参照してください。

画面操作の説明で、注意する箇所に のマークが付いています。本書の画面とミシンに表示され

る画面を見比べながら、操作を行ってください。
本機を使用しているときに、わからないことや詳しく知りたいことがありましたら、目次と巻末の索
引を併用して本書をご確認ください。

本書の使い方

お知らせ
• 下部に Kit と記載されている灰色のキーは、アップグレードキットを認証すると使用できるようになり
ます。アップグレードキットは国や地域によっては発売されていないことがあります。アップグレード
キットについては、お買い上げの販売店または「お客様相談室（ミシン 119 番）」にご確認ください。
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第 1章

刺しゅうの手順
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刺しゅうの準備手順は次のとおりです。 

刺しゅうの準備

手順 3

手順 1、2手順 7

手順 5

手順 4

手順 6、8

手順 9

手順 目的 操作 参照

ページ

1 押えの取り付け 刺しゅう押え＜ W ＞を取り付けます。 9

2 針の確認 刺しゅうには、11 番の針を使用してください。* —

3 刺しゅう機の取り付け 刺しゅう機を取り付けます。 13

4 下糸のセット 刺しゅう用下糸を巻いて下糸をセットします。 15

5 布地の準備 接着芯を貼った布地を刺しゅう枠に張ります。 28

6 模様の選択 電源スイッチを入れ、刺しゅう模様を選びます。 36

7 刺しゅう枠の取り付け 刺しゅう枠を刺しゅう機にセットします。 34

8 レイアウトの確認 刺しゅうの大きさと位置を確認して調整します。 46

9 上糸のセット 模様に合わせて上糸をセットします。 22

* 14 番の針は、厚手の布地や接着芯が貼られた布地（デニムやパフィーフォームなど）に刺しゅうするときに使用してください。ニッ

ト用針（金色）は刺しゅうには使用しないでください。



刺しゅうの準備

7

刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
設定キーを使う

 を押すと、針の停止位置切り替え、刺しゅうの速度、オープニング画面など、ミシンの標準設定

を変えることができます。 （実用ぬい）、 （ミシン本体）、 （刺しゅう）、 （無線 LAN）を

押すと、機能ごとの設定画面が表示されます。実用ぬいの設定やミシン本体の設定、無線の設定につ
いて詳しくは、取扱説明書（実用編）を参照してください。

刺しゅうの設定

■ 8 ページ

a 使用する刺しゅう枠を選択します。（P. 107）

b 中心マークと格子線の表示を変更します。
（P. 107）

c 刺しゅう時の速度を調節します。（P. 107）

d 刺しゅうの糸調子を調整します。（P. 104）

e 刺しゅう押えの高さを調節します。

f 刺しゅう時の針停止位置を選択します。

■ 9 ページ

g 表示単位（mm ／インチ）を選択します。

h「刺しゅう」画面で刺しゅうの糸色表示を、糸番

号または糸色名に切り替えます。（P. 107）

i 模様を読み込むときに使用する糸ブランドを選択
します。（P. 107）

j 模様表示エリアの背景色を選択できます。

k 模様サムネイル表示の背景色を選択できます。

l 模様サムネイルのサイズを選択できます。

m 模様からしつけぬいまでの距離を設定します。

（P. 96）

お知らせ

•  または  を押すと、前のページまたは次のページが表示されます。

a

d

e

f

b

c

k

l

g

h

j

m

i
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■ 10 ページ

n 布地を背景画像として表示するときの画質を選択
できます。（P. 95）

o スキャンした画像を消去します。（P. 95）

p［ON］を選択すると、 内蔵カメラで、布の厚さに
あわせて、背景スキャンの画像を補正して表示し
ます。（P. 95）

q LED ポインター付き刺しゅう押え＜Ｗ+ ＞（別売）
の位置と明るさを調整します。（LED ポインター
付き刺しゅう押え＜ Ｗ+ ＞が本機に取り付けられ

ていないときは、設定できません。）

n

o

p

q
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1

押えを取り外す

a 針上下スイッチを押して針を上げます。

b  を押して、すべてのキーと操作ス

イッチをロックします。

* ［OK to automatically lower the presser foot?（押え

が自動で下がります。よろしいですか？）］の

メッセージが表示されたら、  を押して操作

を続けてください。

c 押えレバーを上げます。

d 押えホルダーの黒いボタンを押し、押えを
取り外します。

a 黒いボタン

b 押えホルダー

e 押えホルダーのネジをゆるめ、押えホル
ダーを外します。

a マルチドライバー

b 押えホルダーのネジ

c 押えホルダー

f 押えホルダーのネジを押え棒から完全に取
り外します。

押えの交換

 注意
• 押えを交換する前に、必ず液晶画面の  を押して、すべてのキーと操作スイッチをロックして

ください。  が押されていない状態で、 スタート／ストップスイッチまたは他のスイッチを押す

と、ミシンが作動してけがをするおそれがあります。

• 押えは必ず純正品を使用してください。

b

a
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刺しゅう押え＜ W ＞を取り付け
る

a 押えレバーを上げて、押えと押えホルダー
を取り外します。詳しくは P. 9「押えを取
り外す」を参照してください。

b 押え棒のネジ（大）に刺しゅう押え＜ W ＞
のミゾを合わせて取り付けます。

側面

c 刺しゅう押えを右手で押えながら、付属の
マルチドライバーで押えホルダーのネジを
しっかりとしめます。

a 押えホルダーのネジ

d を押して、すべてのキーと操作スイッ

チのロックを解除します。

 すべてのキーと操作スイッチのロックが解除さ

れ、元の画面が表示されます。

 注意
• 刺しゅう押えを取り付けるときは、必ず

画面の  を押してください。万一ス

タート／ストップスイッチが押される
と、けがの原因となります。 

• 刺しゅうをするときは、必ず刺しゅう押
え＜ Ｗ ＞を使用してください。誤った
刺しゅう押えを使用すると、針が刺しゅ
う押えに当たり、針が折れたり曲がった
り、けがをするおそれがあります。

 注意
• 付属のマルチドライバーを使用して、押

えホルダーのネジをしっかりしめてくだ
さい。ネジがゆるい場合、針が刺しゅう
押えに当たり、けがをするおそれがあり
ます。 

a
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1

a 針上下スイッチを押して針を上げます。

b  を押して、すべてのキーと操作ス

イッチをロックします。

* ［OK to automatically lower the presser foot?（押え

が自動で下がります。よろしいですか？）］の

メッセージが表示されたら、  を押して操作

を続けてください。

c 左手で針を持ちながら、右手でマルチドラ
イバーを手前に回し、針のとめネジをゆる
めます。針を抜きます。

針の交換

 注意
• 針を交換する前に、必ず液晶画面の  を押して、すべてのキーと操作スイッチをロックしてく

ださい。  が押されていない状態で、 スタート／ストップスイッチまたは他のスイッチを押す

と、ミシンが作動してけがをするおそれがあります。

• 針は必ず家庭用ミシン針（ＨＡ × 1）を使用してください。そのほかの針を使用すると、針が曲

がったり、折れてけがをするおそれがあります。

• 曲がった針は絶対に使用しないでください。曲がった針は折れやすく、けがをするおそれがありま
す。 

お知らせ
• 正しい針を見分けるには、針の平らな面を平
らな板に合わせます。上と横から見て、針と
板のすき間が平行かどうかを確認します。曲
がった針は捨ててください。

a 平行なすき間

b 平らな面（針板ふたやガラスなど）

お願い
• 針を交換する前に、押えの下に布や紙を置い
て、針が針板の穴から下へ落ちないようにし
てください。

お願い
• 針のとめネジに大きな力を加えないでくださ
い。針やミシン本体の故障の原因となります。
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d 新しい針の平らな面を後ろ側に向けて、ス
トッパーに当たるまで針棒に差し込みま
す。マルチドライバーで針のとめネジを
しっかりしめます。

a ストッパー

b 針取付穴

c 針の平らな面

e  を押して、すべてのキーと操作ス

イッチのロックを解除します。

 注意
• 針は必ずストッパーに当たるまで差し込

み、とめネジをマルチドライバーで確実
にしめてください。針が正しく取り付け
られていないと、針折れや故障の原因と
なります。

a

b

c
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1刺しゅう機について a 電源スイッチを切り、補助テーブルを外し
ます。 

b 刺しゅう機のコネクタを刺しゅう機差し込
み口に差し込みます。カチッと音がするま
で、差込口に軽く押しつけます。 

a コネクタ 

b 差し込み口 

c 電源スイッチを入れます。

d を押します。

 キャリッジが初期設定の位置に移動します。

刺しゅう機を取り付ける

 注意
• 刺しゅう機を本体に取り付けたまま、持

ち運ばないでください。刺しゅう機が落
下するおそれがあり、けがの原因となり
ます。 

• 刺しゅう縫製中は、刺しゅう機のキャ
リッジや刺しゅう枠に手や物を近づけな
いでください。破損や故障の原因となり
ます。

• 刺しゅう模様の歪みをふせぐために、刺
しゅう縫製中は、キャリッジや刺しゅう
枠に触れないでください。

• 必ず電源スイッチを切ってから、刺しゅ
う機を取り付けてください。ミシンが故
障する原因となります。 

• 刺しゅう機のコネクタには触らないでく
ださい。コネクタピンの破損の原因にな
ります。 

• 刺しゅう機のキャリッジを持って持ち上
げたり、キャリッジに強い力を加えたり
しないでください。刺しゅう機が故障す
る原因となります。

• 刺しゅう機の損傷を防ぐために、刺しゅ
う機を安全な場所に保管してください。

• 刺しゅう機を取り付けるときは、キャ
リッジを押さないでください。キャリッ
ジを動かすと、刺しゅう機の故障の原因
となります。 

• 刺しゅう機の周りに十分なスペースを
取ってください。刺しゅう機が落下する
おそれがあり、けがの原因となります。

• キャリッジが初期設定の位置へ移動する
まで、触らないでください。

お願い
• 刺しゅう機が取り付けられた状態でも、実用

ぬいや文字・飾りぬいができます。 を押し

てから、 を押してください。実用ぬいや

文字・飾りぬいをするために、送り歯が自動
的に上がります。

お願い
• 刺しゅう機と本体の間にすき間ができないよ
うにしてください。すき間があると、模様く
ずれの原因となります。 

a b
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刺しゅう機の取り外し方 

a を押して、 を押します。

 キャリッジが収納位置に移動します。 

b 電源スイッチを切ります。

c 取り外しレバーを押して、刺しゅう機をミ
シンから引き出します。

a 取り外しレバー

 注意
• 必ず刺しゅう枠を外してから  を押し

てください。刺しゅう枠が刺しゅう押え
に当たり、けがをするおそれがありま
す。 

 注意
• 刺しゅう機を持ち運ぶときは、取り外し

レバーの部分を持たないでください。

a
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1下糸を巻く

■ 補助糸たて棒で下糸を巻く場合

本機は縫製中に下糸を巻くことができます。メイ
ンの糸たて棒は縫製に使いながら、補助糸たて棒
で下糸を巻くので便利です。

a 補助糸たて棒

a 電源スイッチを入れ、上ふたを開けます。

b ボビンのミゾと下糸巻き軸のバネを合わせ
て、ボビンを軸にセットします。

a ボビンのミゾ

b 下糸巻き軸のバネ

c 補助糸たて棒を上におこします。

a 補助糸たて棒

d 糸こまを糸が手前から出るように補助糸た
て棒に差し込み、糸こま押えを奥までしっ
かり差し込みます。 

a 糸こま押え

b 糸たて棒

c 糸こま

下糸の準備

 注意
• 付属のボビンは本機純正品です。純正ボ

ビンをご使用ください。

a

a

b

 注意
• 糸こまの向きや糸こま押えが正しくセッ

トされていないと、糸たて棒に糸がから
まり、針折れの原因となります。

• 糸こま押え（大）（中）（小）は糸こまの
大きさに合わせて使用してください。糸
こまより小さい糸こま押えを使用する
と、糸こまの切り欠きなどに糸が引っか
かり、針折れの原因となります。

お知らせ
• 細い糸が巻かれた糸こまを使用するときは、
糸こま押え（小）を使用し、糸こま押えと糸
こまとの間に少しすきまを残してください。

a 糸こま押え（小）

b 糸こま

c すきま
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e 右手で糸こまからの糸を持ち、左手で糸端
を持って、糸案内に糸をかけます。 

a 糸案内

f 下糸巻き案内に糸を巻きつけて、糸が下糸
巻き案内の下にあることを確認します。

a 下糸巻き案内

 糸が下糸巻き案内の皿の下を通っていることを確

認してください。

b 下糸巻き案内

c しっかり奥まで入れます。

 糸が下糸巻き案内の皿の間にしっかり入っている

ことを確認してください。

g ボビンに糸を右まわりに5～6回巻きつけま
す。

h 糸端をボビンの受け座のガイドミゾに引っ
かけて、右へ糸を引き、カッターで糸を切
ります。

a ガイドミゾ（カッター付）

b ボビン受け座

• 芯の直径が 12 mm 、高さ 75 mm の糸こまが
糸立て棒に挿入されている場合は、糸こま押
え（特殊）を使用してください。

a 糸こま押え（特殊）

b 12 mm

c 75 mm

a

 注意
• 必ずこの方法で糸を切ってください。ガ

イドミゾのカッターで糸を切らずに下糸
を巻くと糸がうまく巻けません。また、
糸量が少なくなったときにボビンに糸が
からまり、針が折れるおそれがありま
す。
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
i ボビンホルダーを左へカチッと音がするま

で押します。

a ボビンホルダー（スイッチ）

 下糸巻き画面が表示されます。

j  を押します。

 下糸巻きが始まります。巻き終わると自動的に停

止し、ボビンホルダーが元の位置に戻ります。

k カッターで糸を切り、ボビンを外します。

a カッター

お知らせ
• ボビンホルダーを左へ押すと、下糸巻きモー
ドになります。

• 糸巻き量調整つまみで糸を巻く量を 5 段階か
ら選択することができます。

a 糸巻き量調整つまみ

b 多い

c 少ない

お願い
• ナイロン透明糸をボビンに巻くときは、1/2
～ 2/3 程度巻いたところで止めてください。
ナイロン透明糸をボビンいっぱいまで巻くと、
巻きくずれの原因となります。

お願い

• 下糸巻きの動作中は、 が で表示さ

れます。

• 下糸巻きの動作中は、ミシンから離れず、正
しく動作していることを確認してください。
正しく巻かれていない場合は、ただちに 

 を押して下糸巻きを中止してください。

ab

c

お知らせ

• 下糸巻き画面で  （ゆっくり）、  （はや

く）を押して下糸巻きの速度を調整できます。

•  を押して、下糸巻き画面を最小化でき

ます。下糸を巻いている間、模様を選んだり、
糸調子を調整したり、他の操作をすることが
できます。

• 画面の右上に表示されている  を押すと、

最小化された下糸巻き画面がもう一度表示さ
れます。

お知らせ
• ボビンを外すとき、ボビンの受け座を引っ張
ると、ボビンの受け座が外れ、故障の原因と
なります。

 注意
• 下糸の巻き方が悪いと、糸調子不良や針

折れ、けがの原因となります。
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■ 糸たて棒で下糸を巻く場合

ぬい始める前に、糸たて棒を使って下糸を巻いて
ください。縫製中はこの糸たて棒を使って下糸を
巻くことはできません。

a 電源スイッチを入れ、上ふたを開けます。

b ボビンのミゾと下糸巻き軸のバネを合わせ
て、ボビンを軸にセットします。

a ボビンのミゾ

b 下糸巻き軸のバネ

c 糸たて棒をななめ手前に軽くおこし、糸が
手前から出るように糸たて棒に糸こまを差
し込みます。

a 糸たて棒

b 糸こま押え

c 糸こま

d 糸こまフェルト

d 糸こま押えを奥までしっかり差し込み、糸
たて棒を元に戻します。

e 右手で糸こまからの糸を持ち、左手で糸端
を持って、糸案内板のミゾに糸を通しま
す。

a 糸案内板

f 糸案内に糸をかけます。

a 糸案内

g 下糸巻き案内に糸を巻きつけて、糸が下糸
巻き案内の下にあることを確認します。

a 糸案内

b 下糸巻き案内

h 以降の作業は、P. 16 から P. 17 の手順 g 
～ k に従ってください。

a

b

a

a

a
b
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
■ 糸たてスタンドを使う

糸たてスタンドを取り付けた状態で、下糸巻きを
するには、糸こまからアンテナの糸かけへ糸を通
し、「補助糸たて棒で下糸を巻く場合」の P. 16 か

ら P. 17 にある手順e ～k を参照して下糸を巻

いてください。

■ ボビン受け座の下に糸がからまって

しまったら
糸が下糸巻き案内の皿の下に確実に通っていない
状態で下糸を巻くと、ボビン受け座の下に糸が巻
かれてしまうことがあります。
そうなった場合は、以下の手順に従ってボビン受
け座の下に巻かれた糸をほどいてください。

a 糸

b ボビン受け座

a ボビン受け座の下に下糸がからまり始めた

ら、  を押して下糸巻きを停止します。

b 下糸巻き案内側で、はさみで糸を切りま
す。

a 下糸巻き案内

c ボビンホルダーを右に押して、ボビンを下
糸巻き軸から少なくとも 10 cm 上げます。

お知らせ
• 糸たてスタンドの取り付けについては、取扱
説明書（実用編）を参照してください。

• 糸たてスタンドを使ってミシンに糸を通す方
法については、P. 25 を参照してください。

 注意
• 下糸を巻くときは、他の糸を糸こまに巻

きとってください。

 注意
• ボビン受け座の下に糸が巻かれても、ボ

ビン受け座は外さないでください。けが
をするおそれがあります。

a
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d ボビンの近くで糸を切り、左手で糸端を持
ちます。右手でボビン受け座近くの糸を
ゆっくりと時計回りに回して、からまった
糸をほどきます。

e 下糸巻きをやり直します。

下糸をセットする

a を押して、キーと操作スイッチをロッ

クし、押えを上げます。

* ［OK to automatically lower the presser foot?（押え

が自動で下がります。よろしいですか？）］の

メッセージが表示されたら、  を押して操作

を続けてください。

b 針板ふたのつまみを右側に押します。

a 針板ふた

b つまみ

 針板ふたが開きます。

お願い
• 糸が下糸巻き案内の皿の下に確実に通ってい
ることを確認してください。（P. 16）

 注意
• 下糸は正しく巻かれたものをご使用くだ

さい。万一、下糸の巻き方が悪いと、針
折れや糸調子不良の原因となります。

• 付属のボビンは本機純正品です。純正ボ
ビンをご使用ください。

• 下糸をセットするときや交換するとき

は、必ず液晶画面の  を押して、す

べてのキーと操作スイッチをロックして
ください。ロックされていない状態で、
スタート／ストップスイッチまたは他の
スイッチを押すと、ミシンが作動してけ
がをするおそれがあります。

a b
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
c 針板ふたを外します。

d 右手でボビンを持ち、左手で糸の端を持ち
ます。

e 糸が左巻きになるようにしてボビンをかま
に入れます。

f 右手でボビンを軽く押さたまま、左手で糸
を通します。

g ミゾにそって糸を通し、手前へ糸を引き出
します。

a カッター

 カッターで糸を切ります。

h 針板ふたのタブを針板カバーに差し込んで
から（1）、針板ふたの右側を上から軽く押
して取り付けます（2）。

i を押して、すべてのキーと操作ス

イッチのロックを解除します。

お願い
• 内かまの板バネの間に確実に糸が入っていな
いと、糸調子不良の原因となります。

（P. 103）

a 板バネ

 注意
• ボビンは必ず指で押え、正しい方向から

糸が出るようにセットしてください。万
一、ボビンを逆の方向にセットすると、
糸切れや糸調子不良の原因となります。

a
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上糸通し

a 電源スイッチを入れます。

b 押え上下スイッチを押して、刺しゅう押え
を上げます。

 シャッターが開いて、糸通しできるようになりま

す。

a シャッター

c 針上下スイッチを押して針を上げます。

d 糸たて棒をななめ手前に軽くおこし、糸が
手前から出るように糸たて棒に糸こまを差
し込みます。

a 糸たて棒

b 糸こま押え

c 糸こま

d 糸こまフェルト

上糸通し

 注意
• 上糸は必ず正しく通してください。糸が

正しく通されていない場合、糸がからん
で針が折れ、けがをするおそれがありま
す。

お知らせ
• 自動糸通しは、家庭用ミシン針（HA × 1）11
番～ 16 番で使用してください。

• ナイロン透明糸や特殊な糸を使用するときは、
自動糸通しは使用できません。

お知らせ
• 本機には、上糸通しが正しく行われているこ
とを確認できるよう、シャッターを装備して
います。

お願い
• 針を上げずに自動糸通しを行うと、上糸が正
しくかからないことがあります。

a
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
e 糸こま押えを奥までしっかり差し込み、糸

たて棒を元に戻します。
f 右手で糸こまからの糸を持ち、左手で糸端

を持って、糸案内板のミゾに糸を通しま
す。

a 糸案内板

g 右手で糸を持ちながら、糸通しカバーの矢
印に沿って糸を通します。

h 図のように、糸をミゾに沿って下に通し、
上に上げ、また下に通します。

 注意
• 糸こまの向きや糸こま押えが正しくセッ

トされていないと、糸たて棒に糸がから
まり、針折れの原因となります。

• 糸こま押え（大）（中）や糸こま押え
（特殊）は糸こまの大きさに合わせて使
用してください。糸こまより小さい糸こ
ま押えを使用すると、糸こまの切り欠き
などに糸が引っかかり、針折れの原因と
なります。

お知らせ
• 細い糸が巻かれた糸こまを使用するときは、
糸こま押え（小）を使用し、糸こま押えと糸
こまとの間に少しすきまを残してください。

a 糸こま押え（小）

b 糸こま

c すきま

• 芯の直径が 12 mm 、高さ 75 mm の糸こまが
糸立て棒に挿入されている場合は、糸こま押
え（特殊）を使用してください。

a 糸こま押え（特殊）

b 12 mm
c 75 mm

お知らせ
• ミゾの上部から中を見ると、てんびんに糸が
かかっていることを確認できます。 

a ミゾの上部を確認します。

a
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i 一方の手で糸を押え、もう一方の手で糸の
端を持ち、図のように針棒糸かけ（6 の
印）に糸をかけます。

a 針棒糸かけ

j 押え上下スイッチを押して、押えを下げま
す。

k 糸案内皿（7 の印）に糸を通します。糸案
内のミゾに糸が通っていることを確認して
ください。

a 糸案内のミゾ

l 図のように、糸を引き上げて、ミシンの糸
切りで糸を切ります。

a 糸切り

m 自動糸通しスイッチを押して、針に糸を通
します。

 糸が針穴に通ります。

n 針穴を通った糸をゆっくり引き出します。

* 針穴を通った糸が輪になった場合は、輪を後ろ側
に引っ張り、針穴から糸を引き出します。

a

a

a

お願い
• メタリック糸のようにほどけやすい糸を使用
する場合は、糸を切ってしまうと糸を通しに
くくなります。
その場合は、糸案内皿（7 の印）に糸を通し
た後、糸切りを使わずに糸を約 8 cm 引き出
してください。

a 約 8 cm

お知らせ
• 自動糸通しスイッチを押すと、押えが上がっ
ている場合でも、自動的に下がります。糸通
しが終わると、押えは自動的に、自動糸通し
スイッチを押す前の位置に戻ります。

お願い
• 糸の輪を針穴から引き出すときは、ゆっくり
引き出してください。強く引くと、針折れの
原因となります。

a
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
o 押えを上げ、糸を 10 ～ 15 cm 引き出して、

押えの下を通して、ミシンの後ろ側へ回し
ます。

 押えレバーが下がっているときは、押えレバーを

上げてください。

a 10 ～ 15 cm

糸たてスタンドを使う

直径の大きな糸こま（チーズ巻き）に使用する
と便利です。2 個の糸こまをセットできます。

■ 糸たてスタンドを使う

• 必ず、糸こまよりも少し大きなサイズの糸こま
押えを使用してください。
糸こまよりも小さいものや、大きすぎるものを
使用すると、糸が引っかかり縫製不良の原因と
なります。

• 芯が細い糸こまを使用するときは、付属のフェ
ルトを糸たて棒に通した後、フェルトの中央の
穴に糸こまの芯が入るように糸こまをセット
し、糸こま押えを差し込みます。

a 糸こまフェルト

• チーズ巻きの糸こまを使用するときは、スプー
ルクッションを使用します。綿糸以外のチーズ
巻き糸こまを使用するときは、糸こま押えを使
用する必要はありません。

a スプールクッション

お知らせ
• 針に糸が通っていなかったり、針棒糸かけに
正しくかかっていなかった場合は、手順 c
から操作をやり直してください。

お願い
• 針の種類によっては、自動糸通しが使用でき
ない場合があります。そのときは、自動糸通
しを使用せずに針棒糸かけ（6 の印）に糸を
かけた後、手前から奥に向かって手動で針穴
に糸を通してください。

a

お知らせ
• 糸たてスタンドの取り付けについては、取扱
説明書（実用編）を参照してください。

• 糸たてスタンドを使った下糸巻きについては、
P. 19 を参照してください。



上糸通し

26

• 糸こまの大きさや糸の残量に応じて、糸こま押
え（大、中）を使い分けてください。糸こま押
え（小）を糸こま押えベースに取り付けて使用
することはできません。

a 糸こま押え

b 糸こま押えベース

a ミシンに糸たてスタンドを取り付けます。

b 糸こまを、時計回りに糸が引き出される方
向に糸たて棒にセットします。糸こま押え
をしっかりと糸たて棒に差し込みます。

c 糸こまから糸を引き出します。真上の糸か
けに奥から手前に糸をかけます。

メタリック糸などの張りが強い糸を使用する場合
は、糸のからまりを防ぐため、付属のリングを使用
します。
糸を、まずリングに下から通し（1）、糸かけに通

した後（2）、ふたたびリングに上から通します

（3）。リングを使用するときは、糸こま押えベース

は使用しないでください。

d 糸案内の右から左へ糸を通します。

a 糸案内

e P.22「上糸通し」の f から o の通りに
上糸を通します。

a

b

お願い
• 糸こまを 2 つ使用するときは、両方の糸こま
を必ず同じ方向にセットしてください。

• 糸こまが互いに接触しないようにしてくださ
い。接触していると、糸がスムーズに引き出
されず、針折れや糸切れ、糸がらみなどの原
因となることがあります。また、糸こまが中
央のアンテナに接触していないことを確認し
てください。

• 糸こまの下に糸がはさまらないようにしてく
ださい。

お願い
• 隣接する糸こまの糸にからまないように、糸
をかけてください。

• 糸をかけた後、糸こままわりのたるんだ糸を
巻き取ってください。糸がたるんでいると、
糸がらみなどの原因になることがあります。

2

13

a
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1
ほどけやすい糸を使用する場合

■ 糸こまネットを使用する

ナイロン透明糸やメタリック糸などを使用する場
合は、付属の糸こまネットを糸こまに付けてくだ
さい。これらの糸を使用するときは、手動で糸を
かけてください。
糸こまネットが長すぎる場合は、糸こまの大きさ
に合わせてネットを折りたたんでから、糸こまに
付けてください。

a 糸こまネット

b 糸こま

c 糸たて棒

d 糸こま押え

お知らせ
• 糸こまネットを使用する場合は、必ず約 5 ～

6 cm 糸を引き出してください。

• 糸こまネットを使用する場合は、必要に応じ
て糸調子を調節してください。
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布地にアイロン接着芯を貼る

a 使用する刺しゅう枠より大きい接着芯を準
備します。

a 刺しゅう枠の大きさ 

b アイロン接着芯

b 布地の裏側に接着芯をアイロンをかけて貼
ります。 

a 接着面 

b 布地（裏面）

布地を準備する

 注意
• 布地の厚さは 3 mm より薄いものを使用してください。3 mm 以上の厚さの布地を使用すると、針

が折れるおそれがあります。

お願い
• 中綿がはいった布地を刺しゅうするとき、刺しゅうの設定画面で押えの高さを調整することできれいに
縫製することができます。 

を押して、設定画面の 8 ページを表示します。刺しゅうの設定画面の［Embroidery Foot Height（刺

しゅうの押え高さ）］の横にある数字を押します。厚地やふくらみのある布地は、刺しゅう押えの高さ
を調整してください。

• 刺しゅう押えと針板のすきまを広げるときは、［Embroidery Foot Height（刺しゅうの押え高さ）］の数
値を大きくしてください。

• 厚地のパイル織りのタオルの場合は、水溶性シートをタオルの表面に置くことをお勧めします。タオル
地のけばを減らし、よりきれいな刺しゅうに仕上がります。

 注意
• 刺しゅうをするときは、必ず刺しゅう用

接着芯を使用してください。特に薄地や
伸びる布地の場合、芯を使用しないで刺
しゅうをすると、針が折れたり曲がった
りするおそれがあります。また、模様く
ずれの原因にもなります。ぬい目が詰
まった状態でぬい続けると、針が折れた
り曲がったりするおそれがあります。接
着芯を使用しないと、きれいな仕上がり
にならない場合があります。 お知らせ

• オーガンジーやローンなど薄手の素材やタオ
ル、コーデュロイなど起毛している布地に刺
しゅうをするときは、水で溶ける刺しゅう用
水溶性シート（別売）を使ってください。刺
しゅう用水溶性シートが完全に水にとけてき
れいに仕上がります。 
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
刺しゅう枠に布地を張る

■ 刺しゅう枠の種類 

別売の刺しゅう枠も使用できます。画面に表示されない刺しゅう枠を使用するときは、使用する枠の縫製範
囲を確認してください。使用できる刺しゅう枠の種類については、お買い上げの販売店または「お客様相談
室（ミシン 119 番）」にお問い合せください。

模様の大きさに合った刺しゅう枠を選んでください。付属の枠が画面に表示されます。 

a 白色：使用できる枠

b 灰色：使用できない枠

縫製範囲
408 mm × 272 mm

縫製範囲
240 mm × 240 mm

縫製範囲
180 mm × 130 mm

縫製範囲
100 mm × 100 mm

a b
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■ 布地の張り方

a 枠調節ネジを引き起こしてネジをゆるめ、
内枠を外します。

a 枠調節ネジ

b 内枠

b 布地の表側を上にして外枠の上にのせま
す。

c 必ず内枠の と外枠の が合うように、
内枠を差し込みます。

a 内枠の

b 外枠の

d 枠調節ネジを軽くしめ、布地の端を引っ張
りながらたるみをなくします。

e やさしく布地を引っ張り、布地のたるみを
なくします。 

* 布地を引っ張った後、ピンと張っていることを確
認してください。

* 刺しゅうを始める前に、内枠と外枠の高さが同じ
になっていることを確認してください。 

a 外枠 

b 内枠 

c 布地 

f 枠調節ネジをしめます。

g 枠調節ネジを元の位置に戻します。

お願い
• 刺しゅう枠の布地の張り方がゆるいと、模様
くずれの原因となります。布地は平らな場所
で、たるまないよう、枠にしっかりと張って
ください。以下の手順に従って、正しく布地
を張ってください。 

a

b

お知らせ
• 枠調節ネジをゆるめたり、しめたりするとき
は、付属のマルチドライバーを「3」にセッ
トして使用します。

a b

c

a

b

c
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
■ 刺しゅう枠（LL）（408 mm × 272 

mm）に布地を張る

a レバーを下げます。

b 枠調節ネジを手でゆるめ、内枠をとり外し
ます。

c P. 30「布地の張り方」の手順c からf に
従って、布地を張ります。

d 枠調節ネジを手でしめます。

e レバーを元の位置に戻します。

■ 刺しゅうシート（別売）の使い方

刺しゅうする場所が決まっているときは、刺しゅ
うシートを使って枠にはめます。 

a 布地の刺しゅうする位置にチャコペンで印
を付けます。 

a 刺しゅう模様

b 印

b 刺しゅうシートを内枠にのせます。刺しゅ
うシートの基準線と布地の印を合わせま
す。 

a 内枠

b 基準線 

c 折り目やしわができないように、布をやさ
しくと引っ張り、内枠を外枠にはめます。

a 内枠

b 外枠

 注意
• ネジをしめ過ぎないようにしてくださ

い。
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d 刺しゅうシートを取り出します。

■ 刺しゅう専用針板カバー

布の種類や接着芯、使用する糸によって、上糸が
浮く場合があります。このような場合は、付属の
刺しゅう専用針板カバーを針板に取り付けてくだ
さい。カバーを取り付けるときは、次に示すよう
にカバー裏面の 2 つの凸部を針板の凹部に挿入し

ます。

a ミゾ 

b 凸部 

c 凹部 

刺しゅう専用針板カバーを取り外すときは、ミゾ
に爪を当て、持ち上げてください。

小さい布や布の隅に刺しゅうす
る

刺しゅう用の接着芯を補助にして刺しゅうしま
す。刺しゅう用の接着芯の使用をお勧めします。
接着芯は刺しゅうが終わってからていねいに取
り除きます。次の例に示すように、接着芯を貼
りつけます。

■ 小さい布地に刺しゅうする場合

布用スプレーのりを使って、刺しゅう枠に張った
接着芯に小さい布地を貼ります。 
布用スプレーのりを使いたくない場合は、しつけ
をします。

a 布地 

b 接着芯 

■ 布地の隅に刺しゅうする場合

布用スプレーのりを使って、布地を接着芯に貼
り、刺しゅう枠に張ります。
布用スプレーのりを使いたくない場合は、しつけ
をします。 

a 布地 

b 接着芯 

 注意
• 刺しゅう専用針板カバーはしっかり押し

込んで取り付けてください。刺しゅう専
用針板カバーの取り付け方が悪いと、針
折れの原因となります。 

お願い
• 刺しゅう専用針板カバーは、刺しゅうの目的
以外では使用しないでください。
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
■ リボンやテープに刺しゅうする場合

両面テープか布用スプレーのりを使ってテープで
固定します。

a リボンまたはテープ

b 接着芯 
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a 押え上下スイッチを押して、刺しゅう押え
を上げます。

b 刺しゅう枠のガイドを刺しゅう枠ホルダー
の右側面に合わせます。

a 刺しゅう枠ホルダー 

b 刺しゅう枠のガイド 

c 刺しゅう枠の がホルダーの  の位置
まで来るように、刺しゅう枠をスライドさ
せます。

a 矢印の印

d 枠固定レバーを枠に平行になるまで下げ
て、刺しゅう枠を刺しゅう枠ホルダーに固
定します。

a 枠固定レバー

■ 刺しゅう枠の取り外し方

a 枠固定レバーを上げます。

刺しゅう枠をセットする

お願い
• 刺しゅう枠をセットする前に、ボビンに下糸を巻いてセットしてください。 

 注意
• 枠固定レバーが下がっていないと、以下

の画面が表示されます。枠固定レバーを
上げたままで刺しゅうすることはできま
せん。
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
b 刺しゅう枠を手前に引きます。
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■ 著作権について 
ミシンに内蔵されている模様や別売の模様は、一般家庭用としてのみお楽しみいただけます。営利用または
業務用としての使用は著作権法上固く禁じられておりますのでご注意ください。 
本機は文字模様や飾りアルファベット模様を多数内蔵しています。別売の刺しゅう模様もご利用いただけま
す。

刺しゅう画面

a 刺しゅう模様

b 文字模様

c 飾りアルファベット模様

d 枠模様

e 実用刺しゅう模様

f キルトサッシ模様（P. 129）

g ディズニー模様

h ミシンに記憶した模様や USB メディアなどに保存
された模様の呼び出し

i My Design Center（マイデザインセンター）
（P. 146）

j このキーを押すと、刺しゅう機が収納位置に移動
します

d

g
h

a

j

i

c

b

e

f



刺しゅう画面

37

刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
■ 模様選択画面 

 刺しゅう模様

 アルファベット文字

 飾りアルファベット模様

 枠模様

 実用刺しゅう模様

 キルトサッシ模様

 ディズニー模様
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模様の編集

a 組み合わせた模様全体の大きさを示します。

b 現在選択されている模様の色替えの順番と、ステップごとの所要時間を示します。

これらのキーを使って、模様を編集できます。 を押して、編集ウィンドウを表示します。

キーのはたらき

お知らせ
• キー表示が灰色の場合、選択した模様にその機能を使うことはできません。

a

b

y

e

f
g

h
i

j
k

l
m

n
o

p
q

r

x t s

b

a

w v u

d

c

z

Q
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
番

号

表示 キーの名称 はたらき ページ

a
拡大キー 倍率を選択することができます。 73

b
ハンドキー 拡大画面で、表示範囲を変更することができます。 73

c 布地スキャンキー 刺しゅうの位置を合わせるために、布地をスキャンすることができます。 93

d イメージキー 刺しゅう後のイメージを確認することができます。 62

e 大きさキー 模様の大きさを変えることができます。模様を拡大または縮小できます。 64

f 移動キー 模様移動ウィンドウを表示することができます。 63

g グループ化キー 選択した複数の模様をグループ化します。 87

h 回転キー 模様を回転することができます。 63

i 左右反転キー 模様を左右に反転することができます。 67

j 複製キー 模様を複製することができます。 72

k 糸密度キー 枠模様や文字模様の密度を変えることができます。 66

l 繰り返しキー 連続模様（ボーダー模様）を作ることができます。 67

m
アップリケキー 選択した模様の輪郭を刺しゅうして、アップリケピースを作ることができま

す。
119

n 糸パレットキー 表示されている模様の色を変えることができます。 80

o 文字編集キー 文字の編集をすることができます。 40

p
整列キー 複数の模様を基準位置にそろえて配置します。 88

q
スティップリング

キー

模様の周りにスティップリングを施すことができます。 128

r
アウトラインキー 模様の輪郭を抜き出すことができます。抜き出した模様を My Design Center

（マイデザインセンター）で使用することができます。
180

s 刺しゅうキー 縫製画面を表示します。 —

t
記憶キー 模様を本機のメモリー、USB メディアまたは SD カードに保存します。無線

接続で模様をパソコンに送ることもできます。
113、114

u
模様選択キー 組み合わせ模様から編集したい模様だけを選択することができます。このキー

を押すと、選択キーと複数模様選択キーが表示されます。
—

v やり直しキー 取り消した操作をやり直します。 —

w
戻るキー 最後の操作を取り消します。 —

x
削除キー 選択した模様（赤い四角の枠で囲まれている模様）を削除します。 72

y
追加キー 編集中の模様に、別の模様を追加することができます。 —

z
選択キー 画面上に複数の模様があるとき、選択した模様を変更することができます。 86

Q 複数模様選択キー 画面上の複数の模様を同時に選択したり、模様を全選択することができます。 86、87
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文字を編集する

edb ca

h

f g

番

号

表示 キーの名称 はたらき 参照

ページ

a キャンセルキー 文字模様編集画面を終了します。 —

b 大きさキー 文字模様の大きさを変えることができます。 76

c 配列キー 文字模様の配列を変えることができます。 77

d 文字間隔キー 文字模様の文字間隔を調整できます。 78

e 整列キー 文字を右、左、左右中央に揃えます。 75

f フォントタイプキー フォントの種類を変えることができます。 75

g セットキー 文字の編集を確定します。 —

h 文字選択キー カーソルを移動し、文字を選択することができます。 —
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
縫製画面

a 刺しゅう押え記号を示します。 
刺しゅうするときは刺しゅう押え＜ W ＞を使用します。

b 選択した模様に使用できる刺しゅう枠の種類を示します。必ず適切な枠を使用してください。 (P. 29) 

c 選択した模様が表示されます。

d 設定画面で選択した枠の縫製範囲を示します。（P. 107）

e 選択した模様の大きさを示します。

f 選択した模様の針数と、現時点でぬい終わった分の針数を示します。

g 選択した模様の色数と、現在刺しゅうしている色の順番を示します。 

h 選択した模様を刺しゅうするために必要な時間と、現時点でぬい終わった分のぬい時間を示します（糸替えの時間

と自動的に糸を切る時間は含みません）。

i 色替えの順番の一番上にある糸で刺しゅうされる部分を示します。

j 色替えの順番と、それぞれの糸色の縫製時間を示します。

* 表示される時間は、縫製に必要と予測される時間の目安です。実際の縫製時間は、使用する刺しゅう枠の種類に
よっては、表示よりも長くかかります。また、表示される縫製時間には、糸替えにかかる時間は含まれていませ
ん。 

お知らせ
• 次のページに、上記以外のキー機能の説明があります。

b

j

a

c

d

e f g

i

h
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これらのキーを使って、模様の移動、回転等ができます。 を押すと、編集ウィンドウが表示されま

す。

e

b

f

l

r

mnp o

d

c

g
h
i
j
k

a

q

お知らせ
• 一部の操作や機能は、特定の模様では使用で
きません。キーが灰色の場合、選んだ模様に
その操作や機能を使うことはできません。 

番

号

表示 キーの名称 はたらき 参照

ページ

a 針落ち位置確認キー プロジェクターで針落ち位置を確認することができます。 47

b プロジェクターキー プロジェクター機能を使い、模様を映すことができます。 46

c 布地スキャンキー 布地をスキャンして、刺しゅうする位置を合わせます。 93

d イメージキー 刺しゅうのイメージを確認することができます。 62

e 移動キー 模様移動ウィンドウを表示することができます。 63

f
回転キー 模様を回転することができます。1 回につき 0.1 度／ 1 度／ 10 度／ 90 度回転

することができます。
63

g
しつけキー 模様にしつけぬいを加えることができます。お好みのしつけぬいの距離を設定

できます。
96

h
刺しゅう位置決め

キー

内蔵カメラと刺しゅう位置合わせシールを使って、刺しゅう模様の位置合わせ

をすることができます。
49

i 一色ぬいキー 選択した模様を、一色でぬうことができます。 92

j
カラーソートキー 選択した模様の縫製順を糸色ごとにまとめ、糸色を交換する回数を減らすこと

ができます。
83

k
模様つなぎキー 模様をつないで刺しゅうすることができます。内蔵カメラを使って、正確に模

様をつなぐことができます。
134

l
記憶キー 模様を本機のメモリー、USB メディア、または SD カードに記憶します。無

線接続で模様をパソコンに送ることもできます。
113、114

m
ためしキー 模様のぬう位置を確認することができます。刺しゅう枠を移動して、模様を刺

しゅうするために十分なスペースがあるかを確認できます。
51

n ぬい始めの位置キー 針を模様の位置に合わせるために、ぬい始めの位置へ動かすことができます。 108、109

o
戻る／進むキー 針を戻したり進めたりすることができます。刺しゅうの途中で糸が切れたとき

や、刺しゅうを始めからやり直したいときに使います。
57、58

p
糸設定キー 自動糸切り、渡り糸切り、糸調子を設定できます。刺しゅうの場合、これらの

機能は、あらかじめ設定されています。
103 - 104

q 戻るキー 編集画面に戻ります。 —

r
プログレスバー切り

替えキー

プログレスバー（刺しゅうの進捗状況）の表示を 1 色または全色に切り替える

ことができます。
—
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1刺しゅう模様／飾りアルファ
ベット模様／実用刺しゅう模様
を選ぶ

a 刺しゅうしたい模様のカテゴリーキーを押
します。

a 模様カテゴリーキー

b サブカテゴリーキーを選択し、刺しゅう模
様を選択します。

a サブカテゴリー

b 刺しゅう模様

c を押します。

 選択した模様は編集画面上で赤い線で囲われま

す。

刺しゅう模様の選び方

a

a

b

お知らせ
• を押すと、模様の詳しい情報を見ることができま

す。
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d を押して、選択した模様を編集し

ます。

* 「編集」画面については、 P. 38「模様の編集」を

参照してください。

e  を押します。

 縫製画面が表示されます。 

f 縫製前に縫製画面で模様の配置を変える場

合は、 を押します。

* P. 41「縫製画面」を参照してください。

* 他の模様を選ぶために、ひとつ前の画面に戻る場

合は、  を押します。

g スタート／ストップスイッチを押して、刺
しゅうを始めます。

* P. 54「刺しゅうする」を参照してください。
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
枠模様を選ぶ

a  を押します。

b 画面の上段にある、刺しゅうしたい枠の形
のキーを押します。

a 枠の形

b 枠の模様

 画面の下部にさまざまな枠模様が表示されます。 

c 画面の下段のキーで刺しゅうしたい枠模様
のキーを押します。

* 誤って模様を選択したときは、刺しゅうしたい模
様のキーを押します。 

 選んだ模様が画面に表示されます。

d P. 43「刺しゅう模様／飾りアルファベッ
ト模様／実用刺しゅう模様を選ぶ」の d 
から g を参照して、操作を進めます。

a

b



模様の位置を確認する

46

模様は通常刺しゅう枠の中心に配置されています。刺しゅうを始める前に位置を確認できます。お好
みの場所に刺しゅうするために、配置を変更することもできます。

プロジェクターで刺しゅう模様
を確認する

プロジェクター機能で選択した模様を布地に映
すことができます。

a 縫製画面で を押します。

a 表示エリア

 表示エリア内の模様の一部が布地に映されます。

b 布地に映された模様を確認します。

表示エリアを確認しながら、模様を動かすことがで
きます。

a 模様の角度を変えます。

b 模様を元の角度に戻します。

c 模様を移動します。

模様の位置を確認する

a

お知らせ
• 表示エリアの位置を変えるときは、指でド
ラッグしてください。同時に刺しゅう枠も移
動します。

a

b

c
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
プロジェクターで針落ち位置を
確認する

プロジェクターのポインターで、刺しゅう前に針
落ち位置を確認することができます。

a 縫製画面で  を押します。

 プロジェクターのポインターは針落ち位置を示し

ます。

* 刺しゅう押えを下げたり、前の画面に戻ったりす
ると、プロジェクターのポインターは自動で消え
ます。

内蔵カメラで縫製位置を合わせ
る

内蔵カメラを使うと、簡単に縫製位置を合わせ
ることができます。下図のような、位置を合わ
せづらい位置に刺しゅうする場合に便利です。

a チャコペンで刺しゅうをしたい位置に印を
付けます。

a チャコペンの印

b 刺しゅう枠に布地を張ります。

c ミシンで模様を選び、  を押します。

お知らせ
• プロジェクターのポインターが点灯すると、
自動的に刺しゅう押えの高さが布の厚さに合
わせて調整されます。

• LED ポインター付き刺しゅう押え＜ Ｗ+ ＞
（別売）が取り付けられているときは、LED
ポインターが点灯します。

お願い
• 厚い布やキルト布のように、表面の凹凸が大
きい布地を使用するときは、布の厚さが正し
く測定されなことがあります。この場合、ポ
インターの位置は、目安として参照してくだ
さい。
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d 縫製画面で を押します。

e  を押して、ぬい始め位置を模様の中心

に設定します。

f  を押します。

g 押え上下スイッチを押して、刺しゅう押え
を下げます。

h  を押します。

i 布に描いた十字の印がカメラビュー画面に
表示されるまで、移動キーを押して、刺
しゅう枠を移動します。

a 移動キー

j  を押して、グリッド線を表示します。

a グリッド線

b 布地の印

お知らせ

•  を押すと、カメラビューが拡大します。カメラ

ビューが拡大することで、少しずつ刺しゅう枠を移動

しながら、模様の中心点の位置合わせを微調整できま
す。

a

a

b
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
k 角度キーを押し、グリッド線が布に描いた

印に重なるまで角度を調整します。（ P. 63
「模様を回転させる」参照）

a 模様の中心点

l 移動キーを押して、カメラビュー画面の模
様の中心点と布地の印が重なるまで、刺
しゅう枠を移動します。

m を押すと、前の画面に戻ります。

n スタート／ストップスイッチを押して、刺
しゅうを始めます。

* P. 54「刺しゅうする」を参照してください。

刺しゅう位置合わせシールで縫
製位置を合わせる

内蔵カメラの他、付属の刺しゅう位置合わせ
シールを使用しても簡単に縫製位置を合わせる
ことができます。

a を押して編集ウィンドウを表示し

て、  を押します。

b 次のメッセージが表示されます。  を
押します。

 刺しゅうする模様の位置を変更している場合、元

の位置に戻ります。

a お願い
• 使用する布地の種類によっては、刺しゅう位
置合わせシールをはがしたときに布にシール
が残ることがあります。刺しゅう位置合わせ
シールを貼る前に、使用する布の切れ端に
貼って、きれいにはがせることを確認してく
ださい。
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c 模様の位置合わせに使う基準点を選択しま
す。

* 模様の中心に刺しゅう位置合わせシールを参照し

たい場合は、 を押します。

d 布地の刺しゅうをしたい位置に刺しゅう位
置合わせシールを貼ります。刺しゅう位置
合わせシールの大きな円の中心が、刺しゅ
う模様の中心か端に合うように置きます。

a 刺しゅう位置合わせシール

b 模様の中心または端

c 縫製範囲

e  を押します。

f 次のメッセージが表示されます。  を
押します。

 内蔵カメラが自動的に刺しゅう位置合わせシール

を検出し、選択した刺しゅう模様の基準点が刺
しゅう位置合わせシールに合うように、キャリッ
ジが移動します。

お知らせ
• シールは小さい円を上にして貼り付けてくだ
さい。刺しゅう位置合わせシールを貼る角度
によって、模様の角度が変わります。お好み
の角度にシールを貼りつけて、模様の角度を
変えて刺しゅうすることもできます。

お願い

•  を押す前に、刺しゅう押え＜ W ＞を取

り付けてください。内蔵カメラが刺しゅう位
置合わせシールを認識できるように、刺しゅ
う押え＜ Ｗ ＞が下がり、布の厚さを確認しま
す。

お願い
• 次のエラーメッセージが表示された場合は、

 を押し、模様が縫製範囲内に収まるよ

うに刺しゅう枠に布地を張ってから、もう一

度  を押してください。
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
g 確認メッセージが表示されます。刺しゅう

位置合わせシールを布地からはがして、 

 を押します。

*  を押すと、キャリッジが動き、刺しゅう位置

合わせシールが針の下から少し移動するので、は
がしやすくなります。刺しゅう位置合わせシール

をはがしたら、  を押します。

h スタート／ストップスイッチを押して、刺
しゅうを始めます。

* P. 54「刺しゅうする」を参照してください。

刺しゅう模様の確認 

キャリッジが動いて模様の位置を示します。刺
しゅう枠の動きを見て、模様が正しい場所に刺
しゅうされることを確認します。

a  を押します。

 次の画面が表示されます。

b  で、確認したい位置のキーを選択

します。

a 選択した位置

 キャリッジが選択した位置に動きます。

お願い
• 付属の刺しゅう位置合わせシールを使いきっ
た後は、別売のシールを購入できます。詳し
くは、取扱説明書（実用編）を参照してくだ
さい。

a
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c  を押します。 

お知らせ

• 刺しゅう範囲全体を見たいときは  を押し

ます。キャリッジが動いて、縫製範囲を示し
ます。

 注意
• 刺しゅう枠が動いている最中は、針を絶

対に下げないでください。針折れやけが
の原因となります。
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1きれいに刺しゅうするために

刺しゅうをきれいに仕上げるためには、いくつ
かのポイントがあります。接着芯の貼り方
(P. 28) や布地の刺しゅう枠への張り方 (P. 29) 
は大きなポイントです。もう 1 つのポイントは、

適切な針と糸を使用することです。次の糸の説
明を参照してください。
このミシンには内かまが 2 個付属しています。

次の説明を参照してください。

内かま（実用ぬいをするとき、付属の 60 番の下

糸で刺しゅうするとき）

a 標準内かま（ネジに緑のマーキング）

購入時ミシンに取り付けられている標準内かま
はネジに緑のマーキングがあります。刺しゅう
をするときは、この内かまと付属の刺しゅう下
糸をご使用ください。付属の刺しゅう下糸を使
い切った後は、別売のブラザー刺しゅう下糸を
ご使用ください。別売品については、取扱説明
書（実用編）を参照してください。

下糸張力調整用内かま（ブラザー推奨以外の刺
しゅう下糸で刺しゅうするとき）

a 下糸張力調整用内かま（ネジに色は付いていませ
ん）

ネジに色のついていない内かまは異なった太さ
の下糸やさまざまな刺しゅうに対応するため、
張力が強くセットされています。この内かまは、
内側に印が付いています。この内かまを使用す
るときは試しぬいをして、必要に応じて、下糸
調子を調整してください（P. 104）。

刺しゅうしてみましょう

糸 上糸 ブラザー純正の刺しゅう糸をご使

用ください。

下糸 ブラザー純正刺しゅう用下糸をご

使用ください。

お知らせ
• 上記以外の糸を使用すると、刺しゅうがきれ
いに仕上がらないおそれがあります。 

お願い
• 緑のマーキングがある内かまの張力ネジは、
調整しないでください。

 注意
• 大きな衣類（特にジャケットやその他の

重い布地）に刺しゅうする場合は、布地
をミシンを置いた台から下へ垂らさない
ようにしてください。刺しゅう機の動き
が制限され、刺しゅう枠が針に当たり、
針が折れたり曲がったりして、けがをす
るおそれがあります。
布地を台から下へ垂らさないようにする
か、引きずらないように布を持ち上げて
ください。

お願い
• 刺しゅうを始める前に、ボビンに糸が十分あ
ることを確認してください。ボビンに糸が十
分にない状態で刺しゅうを始めると、刺しゅ
うの途中でボビンに糸を巻き直す必要があり
ます。

• 刺しゅう枠が動く範囲に物を置かないように
してください。枠が物に当たり、模様くずれ
の原因となります。 

• 大きな衣類（特にジャケットやその他の重い
布地）に刺しゅうする場合は、布地をミシン
を置いた台から下へ垂らさないようにしてく
ださい。刺しゅう機の動きが制限され、模様
くずれの原因となります。
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刺しゅうする

例： 

a 色替えの順番

b カーソル

a 自動糸通し装置を使って、1 色目の糸を通
します。 

b 刺しゅう押えを下げ、スタート／ストップ
スイッチを押して刺しゅうを始めます。

 1 色目の刺しゅうが終わると、自動的に糸を切っ

て止まります。刺しゅう押えは自動的に上がりま
す。
次にぬう色が、色替えの順番表示の一番上に移動
します。

c 1 色目の糸をミシンから取り外します。次
の色の糸を通します。

お知らせ
• [+] カーソルが模様の上を移動し、模様のどの
部分を刺しゅうしているかを示します。 

b

a

お知らせ
• よりきれいな仕上がりにしたい場合は、以下
の手順を試してください。

- 5 ～ 6 針 ぬった後、もう一度スタート／ス
トップスイッチを押して、ミシンを止めま
す。 

- ぬい目のきわで余分な糸を切ります。刺
しゅう押えの下にぬい目が隠れているとき
は、刺しゅう押えを上げてから余分な糸を
切ってください。

• はじめに使用した糸が残っていると、縫製中
に模様の下にぬい込まれることがあり、模様
の完成後、糸の処理がむずかしくなります。
各糸替えの始めに糸を切ってください。
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
d 残りの色も同じ手順を繰り返して、刺しゅ

うします。

a 現在の針数 / 総針数

b 現在の時間 / 総時間

c 次に刺しゅうする模様の部分

d 刺しゅうした色数 / 総色数

 最後の色が刺しゅうされたとき、画面に

［Finished embroidering（ぬい終わりました。）］と

表示されます。  を押して、元の画面に戻り

ます。

お知らせ
• あらかじめ糸切り機能が設定されているため、
余分な渡り糸（模様の部分をつなぐ糸）は自
動的に切断されます。使用する糸と布地の種
類によっては、ぬい始めの上糸の先端が、布
地の表面に残ることがあります。刺しゅうが
終わってから、余分な糸を切ってください。
設定を解除した場合、模様を刺しゅうした後
に余分な渡り糸をはさみで切ります。
糸切り機能については、P. 106 を参照してく
ださい。 

c

d

a
b
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下糸が少なくなったら

ぬっている途中で下糸が少なくなると、ミシン
が止まり、次のようなメッセージが表示されま
す。
糸がほどけないように、止めぬいスイッチを押
して、止めぬいをしてください。

を押し、以下の手順に従って下糸を交換し

てください。

a  を押します。

 自動的に糸切りが行われた後に、キャリッジが移

動します。

b 以下のメッセージが表示されます。

c 枠固定レバーのロックを解除して、刺しゅ
う枠を外します。

* このとき、布地に無理な力をかけないよう注意し
てください。枠に張った布地がたるむことがあり
ます。 

d 下糸を巻いたボビンと交換します。（ P. 20
「下糸をセットする」参照）

e 刺しゅう枠をセットします。

f  を押します。

 キャリッジが移動します。

g 止めぬいスイッチを押して、ぬい始めに止
めぬいをしてから、スタート／ストップス
イッチを押して、刺しゅうを続けます。

刺しゅう時の調整

お願い
• 刺しゅう枠を外したり、セットしたりする際には、刺しゅう機のキャリッジや刺しゅう押えに当たらな
いように注意してください。模様くずれの原因となります。

お知らせ
• あと数針で刺しゅうが終わるときに、メッ
セージが表示された場合は、そのままスター
ト／ストップスイッチを押して刺しゅうを続
けます。10 針ほど刺しゅうすることができま
す。

• 設定画面の［Upper and Bobbin Thread 
Sensor（上糸・下糸センサー）］が［OFF］
に設定されている場合は、上記のメッセージ
は表示されません。

• を押すと、元の画面に戻ります。
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刺
し

ゅ
う

の
手

順

1
刺しゅうの途中で糸が切れ
たときは

a 上糸が切れた場合は、上糸をかけ直しま

す。下糸が切れた場合は、  を押して、

P. 56「下糸が少なくなったら」の手順に

従って下糸をセットし直します。 

b  を押します。

c 押え上下スイッチを押して、刺しゅう押え
を下げます。

d  を押します。

 カメラビュー画面が表示されます。

e  または  を押して、糸が切れた位

置の前まで針数を正しく戻し、針を移動し
ます。 

* 糸が切れたところまで戻らないときは、  また

は  を押して色を選択し、その色のぬい始めの

位置に戻ってから、  または  を押して、

糸が切れたところより少し手前まで進めます。

*  を押すと、拡大表示されます。

*  を押すと、画面から 「 」 が消えます。

f  を押すと、カメラビュー画面が閉じ

ます。

g  を押すと、元の画面に戻ります。

h スタート／ストップスイッチを押して、刺
しゅうを続けます。
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始めからぬい直したいときは

a  を押します。

b  を押します。

 キャリッジが動いて、模様のぬい始めの位置に針

が戻ります。

c 押え上下スイッチを押して、押えを下げて
刺しゅうを始めます。

電源を切った後、刺しゅうを再
開する

刺しゅうが中断されたときは、操作中の色と針
数が記憶されます。次にミシンに電源を入れる
と、中断された操作を続けるか模様を消去する
かを選ぶことができます。

a 刺しゅうが中断されたときの針数

a 電源スイッチを入れます。

b 画面に表示される手順に従って、刺しゅう
枠を外します。

 次のメッセージが表示されます。

お知らせ
• 刺しゅう中に電源が切れても、再び電源を入
れると、ミシンは、刺しゅうが中断されたポ
イントに戻ります。

お願い
• 刺しゅう機を外さないでください。デザイン
の記憶が消去されます。

a
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c 刺しゅう枠をセットして、  を押しま

す。

 電源を切る前に表示されていた縫製画面が表示さ

れます。

d 刺しゅうを続けます。

a 刺しゅうが再開されたときの針数

お知らせ

• 新しく刺しゅうを始める場合は、  を押す

と、模様選択画面が表示されます。

a
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模様のイメージを確認する 

a  を押します。

 刺しゅうされる模様のイメージが表示されます。

b  を押して、プレビューで使

用する枠を選びます。 
* 灰色で表示されている枠は、選ぶことはできませ

ん。 

*  を押すと、模様のイメージが拡大表示されま

す。
* 模様は、下記の画面で表示されているように刺

しゅうされます。

c  を押して、縫製内容を確認します。

 刺しゅうシミュレーター画面が表示されます。

a シュミレーション速度を選択します。 、  ま

たは を押して、速度を変更します。シミュ

レーションを実行中でも、速度を変更することが
できます。

b 操作キー 

: 設定した速度でシミュレーションを開始し

ます。 を押すと、アイコンが に変わりま
す。

: シミュレーション実行中に押すと、一時停

止します。 を押すと、アイコンが に変わ
ります。

c 再生前の状態に戻します。

• を押して、刺しゅう枠選択画面に戻ります。

d  を押します。

編集の基本

a b

c
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模様を移動する

a を押し、  を押して、模様移動

ウィンドウを表示します。

b 画面に複数の模様がある場合は、  を

押して移動したい模様を選択します。

c  を使用して、矢印の方向に模様を

移動させます。  を押すと、中心に戻りま

す。

a 中心からの距離

b 模様移動キー

指またはデュアルタッチペンで画面の模様を直接選
択してドラッグすることもできます。

d  を押します。

模様を回転させる

a を押して、 を押します。

b 回転させたい方向と角度が表示されたキー
を選択します。（例： は時計周りに 90
度回転します。）

*  を押すと、元の角度に戻ります 。

a 回転角度

a

b

0°

a
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c  を押します。

模様の大きさを変える

a を押して、 を押します。

b 大きさを変える方向を選びます。

例： 

お知らせ

• ウインドウの  を使って、模様を移動

させることができます。

• 模様上部の をドラッグしても、模様を回

転することができます。

お知らせ

•  を押すと、元の大きさに戻ります。
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a 模様の大きさ

c  を押します。

■ ドラッグしてサイズを変更する

模様のイメージの赤い点をドラッグすることで、
模様のサイズを変更することもできます。

■ 模様の大きさと糸密度を変更する

糸密度を保持したまま、模様の大きさを変えるこ
とができます。ミシンは自動でぬい密度を再計算
します。この機能では、通常の模様の拡大縮小よ
りも大きな割合で模様を拡大縮小することができ
ます。

a サイズウィンドウで を押します。

* : 針数を保持したまま、模様の大きさを変え

ます。模様の大きさに合わせ、糸密度が増減しま
す。

* : 糸密度を保持したまま、模様の大きさを変

えます。模様の大きさに合わせ、針数が再計算さ
れます。

お知らせ
• 刺しゅうの品質維持のため、模様の拡大、縮
小には制限があります。

• 模様や文字によっては 90 度回転させると、
さらに拡大できます。

• ウインドウの  を使って、模様を移動

させることができます。

a

お願い
• ぬい上がりを確認するために、作品と同じ布
と糸で試しぬいをしてください。

• この機能は、文字模様、枠模様、連続模様
（ボーダー模様）などの模様を選択したとき
は、使用できません。この機能で大きさを変
えた後に、連続模様（ボーダー模様）を作成
してください。

• 針数が多い場合は、糸密度を保持したまま模
様の大きさを変更することはできません。

お知らせ
• 模様によっては、模様サイズの拡大が 200%
まで、縮小が 60% までを限度とするものがあ
ります。
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b 大きさを変える方向を選びます。

c  を押します。

糸密度を変更する

糸密度を 80% と 120% の間で、5% ごとに設定

できます。
文字・枠模様の一部などで設定することができ
ます。
他の模様は糸密度が変更できるように設定した
後に、糸密度を設定できるようになります。詳
しくは P. 65「模様の大きさと糸密度を変更す

る」を参照してください。

a を押して、 を押します。

b 密度を変更します。

*  を押すと、密度があらくなります。

*  を押すと、密度が細かくなります。

a 標準 

b 細かい（ぬい目の間隔が狭い）

c あらい（ぬい目の間隔が広い）

 キーを押すたびに模様の密度が変わります。

c  を押します。

お知らせ

• 手順a で を選んだときは、模様の糸密

度を変更することができます。詳しくは 
P. 66「糸密度を変更する」を参照してくださ
い。

• 模様を拡大して、ぬい目にすきまがある場合
は、糸密度を細かくすると、仕上がりがより
きれいになります。

• 模様を縮小して、ぬい目が密集している場合
は、糸密度をあらくすると、仕上がりがより
きれいになります。
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模様を左右反転させる

選択した模様を左右反転させるには、 を

押して、  を押します。

連続模様をつくる

■ 連続模様を刺しゅうする

ボーダー機能を使用して、連続した模様をつくる
ことができます。模様の間隔を調節することもで
きます。

a  を押して、  を押します。

b 模様を連続させる方向を選びます。上に模

様を繰り返すには  を、下に模様を繰

り返すには  を使用します。 

* 上の模様を削除する場合は、  を押します。

* 下の模様を削除する場合は、  を押します。

縦方向 

a 連続キーと削除キー

b 間隔キー

c 連続模様キャンセルキー

横方向 

a 連続キーと削除キー

b 間隔キー

c 連続模様キャンセルキー

 選んだ方向によって、模様の方向を示す表示が変

わります。

b

a

c

b

a

c
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c 連続模様の間隔を調節します。

*  間隔を広げる場合は、  を押します。

*  間隔をせまくする場合は ,  を押します。

d b から c の手順を繰り返して、連続模様
を作成します。

e  を押します。

■ 連続模様の 1 つの模様を繰り返す

分割機能を使用すると、連続模様の 1 つの模様を

選び、その模様だけを繰り返すことができます。
この機能を使用すると、複雑な連続模様をデザイ
ンできます。

a  を押します。

b 連続模様を切る方向を選びます。

*  を押すと、横方向に切ります。

*  を押すと、縦方向に切ります。

 選んだ方向によって、模様の方向を示す表示が変

わります。

c  と  を使って、切り取り線を選び

ます。

 切り取り線が移動します。

お知らせ
• 2 つ以上の模様がある場合は、すべての模様
が赤い枠の中で 1 つの模様としてグループ化
されます。

• 模様が連続する方向を変更すると、赤枠内の
すべての模様が 1 つの模様として自動的にグ
ループ化されます。連続模様から 1 つの模様
を繰り返す方法は、次の項目を参照してくだ
さい。
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d  を押します。

 連続模様が分割されます。

e  を押します。

f  と  を使って、繰り返す模様を選び

ます。

g 選んだ模様を繰り返します。

h  を押します。

■ 糸印をつける

糸印をつけると、連続して刺しゅうするときに、
簡単に模様の位置を合わせることができます。模
様をぬい終わると、最後にぬう糸を使用して、矢
印の形をした糸印がぬわれます。連続して刺しゅ
うする場合は、次に刺しゅうする模様を配置する
ために、この矢印の先を使用します。

a  を押して、  を押します。

b  を押します。

c  を押して、糸印をつける場所を選び

ます。

d  を押します。

お知らせ
• 連続模様を分割した模様に切り取った後は、
元の連続模様に戻すことはできません。

• それぞれの模様は編集画面で個別に編集する
ことができます。P.86「組み合わせ模様を選
択する」を参照してください。

•  を押すと、縫製の順番を変更し、糸色

変更の回数を最小にします。

お知らせ

• 2 つ以上の模様がある場合は、  、  また

は  、  を押して、糸印を付けたい模様

を選びます。
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模様を繰り返し刺しゅうする

連続模様を作成した後は、刺しゅう枠を張り直
して、次の模様を続けて刺しゅうします。

a 連続模様を作成し、模様の底辺の中心に糸
印をつけます。ここでは例として、刺しゅ
う枠（L）縦 180 mm × 横 130 mm を使用
します。

* P. 69「糸印をつける」を参照してください。

b  を押して、  を押します。

c スタート／ストップスイッチを押して、刺
しゅうを始めます。

 刺しゅうが終わると、最後の糸色を使って、糸印

がぬわれます。

d 刺しゅう枠を取り外します。

e 刺しゅう枠に布地を張り直します。

お知らせ
• 別売のボーダー枠を使用すると、刺しゅう枠
をミシンから取り外さないで、簡単に布地を
張り直すことができます。

お願い
• 次の模様の刺しゅう範囲が、縫製範囲内に収
まるように、布地の位置を調整してください。

a 最初に刺しゅうした模様

b 次に刺しゅうする模様の位置

c 縫製範囲
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f 刺しゅう枠をミシンに取り付けて、 を押

します。

g  を押して、ぬい始めを模様の上側中心

に設定します。

h  を押します。

i 押え上下スイッチを押して、刺しゅう押え
を下げます。

j  を押します。

k  を押します。

l 移動キーを押して、布地の糸印がカメラ
ビュー画面に表示されたぬい始め位置に合
うまで、刺しゅう枠を移動させます。

a グリッド線

b 布地の糸印

c 移動キー

お知らせ

•  を押すと、カメラビューが拡大します。

カメラビューが拡大することで、少しずつ刺
しゅう枠を移動しながら、針落ち位置を微調
整できます。

a

c

b
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m 移動キーで刺しゅう位置を合わせられない
場合は、糸印と次に刺しゅうする模様が縫
製範囲に入るように布地を張り替えてか
ら、再度移動キーで位置を合わせます。

n  を押すと、前の画面に戻ります。

o 必要に応じて、糸印を取り除きます。

p スタート／ストップスイッチを押して、刺
しゅうを始めます。

模様を複製する

a を押して、 を押します。

 複製された模様が配置されます。

a 複製された模様

模様を削除する 

 を押して、画面から模様を削除します。

お願い
• 連続模様を刺しゅうしているときは、カメラ
ビュー画面で模様を回転しないでください。
カメラビュー画面で模様を回転した場合は、
カメラビュー画面で糸印とぬい始めの位置を
あわせても、正しく位置合わせされた状態で
刺しゅうされません。

お願い
• 画面上に複数の模様がある場合は、選択した
模様だけが複製されます。
複数の模様を選択する場合は、P. 86「複数の
模様を選択する」を参照してください。

• 複製された模様の移動や編集は、個別に行っ
てください。

a
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画面に模様を拡大表示する

a を押して、イメージを拡大します。

b 表示された模様を確認します。

お知らせ

• 拡大表示中に を押すと、表示エリアを移

動できます。このとき、縫製範囲内の模様の
位置は変わりません。
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文字模様を選ぶ

例：「The Sky is Blue」と入力する。

a  を押します。

b 刺しゅうしたい書体のキーを押します。

c タブを押して、文字の種類を選択します。

d  を押してから、「T」を入力します。

* 文字の大きさを変更する場合は、文字を選んでか

ら  を押します。このキーを押すたびに、大き

さが大から中、小へと変わります。 

* まちがえた場合は、  を押して取り消しま

す。 

e  を押してから、「he」を入力します。

f  を押して、スペースを入れます。

文字の編集をする

お知らせ
• 大きさを変えた後に続けて文字を追加すると、
次に入力する文字も変更後の大きさになりま
す。 



文字の編集をする

75

編
集

の
基

本

2

g 再度  を押してから、「S」を入力しま
す。

h  を押してから、「ky_is」を入力しま

す。

i  を押して、改行します。

j 手順 d と e を参照して、「Blue」を入力
します。

k  を押します。

 編集画面が表示されます。 

l P. 43「刺しゅう模様／飾りアルファベッ
ト模様／実用刺しゅう模様を選ぶ」の d 
から g を参照して、操作を進めます。

文字列を整える

 を押すたびに、右寄せ、左寄せ、中央揃え

の順で切り替えます。

フォントを変更する

a フォントを変更する前に を押して

から、 を押します。

右寄せ 左寄せ

 中央揃え
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b  を押します。

c フォントを選びます。

 画面のすべての文字が選択したフォントに変わり

ます。

* バーをスクロールすると、画面に表示されていな
いフォントが表示されます。

d  を押します。

 新たなフォントが選択されました。

文字の大きさを変える

a を押して、 を押します。

お知らせ
• 選択した文字のみ文字フォントの種類を変更

する場合は、 を押します。選択した文字

のフォントの種類が変わります。
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b  を押します。

c 文字の大きさを変更します。

a 変更したい方向へ大きさを調節します。

b 大きさを大、中、小へと変更します。

c 文字を移動します。

d  を押します。

文字模様の配列を変える

a を押して、 を押します。

b  を押します。

お知らせ
• 選択した文字のみ文字模様の大きさを変更す

る場合は、 を押します。選択した文字の

大きさが変わります。

ca

b
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c レイアウトを選びます。（例： ）

曲線を選ぶ場合は、  と  を使用すると、

曲線の角度が変わります。 

* ゆるやかな曲線にするときは、  を押します。 

* 急な曲線にするときは、  を押します。

d  を押します。 

文字の間隔を変える

a を押して、 を押します。

b  を押します。

お知らせ

• を選択したときは、  と が  

と に変わり、傾斜上の文字配列を変更

することができます。

• 画面の  を使って、模様を移動させる

ことができます。
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c 間隔を選びます。

* を押すと、文字の間隔が広くなります。 

* を押すと、文字の間隔がせまくなります。 

* を押すと、元の表示に戻ります。

* を押して、文字を上に移動します。

* を押して、文字を下に移動します。

d  を押します。 

文字模様を再編集する

文字を入力した後でも、文字を再編集することが
できます。

a を押して、 を押します。

 文字の再編集ができるようになります。

お知らせ
• 選択した文字のみ文字間隔を変更する場合は、

を押します。選択した文字の文字間隔

が変わります。

• 、 は を押すと有効になります。

移動する文字を選択してから、キーを押して
ください。

• 画面の  を使って、模様を移動させる

ことができます。

お願い
• 編集したデータを他のミシンや古いバージョ
ンのミシンに転送することはお勧めできませ
ん。一部の機能は他のミシンに搭載されてい
ないため、問題が発生するおそれがあります。

• 文字が直線上に配列されている場合のみ、文
字間隔を詰めることができます。

お知らせ
• グループで最も幅のせまい文字の 50% まで、
文字の間隔を詰めることができます。

お知らせ
• 文字の再編集中に改行を入れることはできま
せん。
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刺しゅうの糸色を変える

変更する色を色替えの順番の最初に移動し、ミ
シンの糸色から新しい色を選ぶことで、糸色を
変更できます。

a を押して、 を押します。

 糸色パレット画面が表示されます。

b 変更したい部分の色を押します。

* 糸色パレットをスクロールすると、画面に表示さ
れていない糸色を表示できます。

 選択された糸色イメージが表示されます。

a 選択された糸色イメージ

b 刺しゅう糸色パレット

c 糸色パレットから新しい色を選びます。

* 元の色に戻る場合は、  を押します。複数の

色を選んだ場合は、すべての色が元の色に戻りま
す。

a 糸色パレット

b 1 色または全色を選択します。

c 糸ブランドを選択すると、お手持ちの糸こまの色
合いを確認できます。

d 元の色に戻します。

 変更された色が表示されます。

d  を押します。

色を編集する

b

a

お知らせ
• ブラザーの別売の刺しゅう糸を使用している
場合は、糸ブランドは [Embroidery] を選択し
てください。カントリー糸をお使いの場合は、
[Country] を選択してください。

• を押して糸番号を入力すると、糸色が検

索できます。まちがった番号を入力したとき

は、 を押して、正しい番号を入力してくだ

さい。番号の入力が完了したら、 を押し

ます。

a

b

c

d
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カラーシャッフル機能を使って、
新しい配色を設定する

カラーシャッフル機能を使用すると、選択した
刺しゅう模様に、ミシンが新しい配色を提示し
ます。4 つ（［Random（ランダム）］、［Vivid

（ビビッド）］、［Gradient（グラデーション）］、

［Soft（ソフト）］）の中からお好みのモードを選

ぶと、選択した効果の色イメージが表示されま
す。

a を押して、 を押します。

 糸色パレット画面が表示されます。

b  を押します。

 カラーシャッフル画面が表示されます。

c 模様を作成するときの糸ブランドと色数を
選びます。

a 糸ブランド

b 使用する色数

d お好みのモードを選びます。

a 配色モード

［Random（ランダム）］または［Gradient（グラ

デーション）］を選んだ場合は、色指定画面が表
示されます。

* ［Vivid（ビビッド）］または［Soft（ソフト）］を選

んだ場合は、 f に進んでください。

e を押して、 お好みのモードで使用する

糸色を指定します。

* 使用する糸色を指定しない場合は、 を選択し

ます。

お知らせ
• 選択した模様によっては、この機能を使用で
きないものがあります。（例：連続模様、ライ
センスがある模様）。

b

a

a
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［Random（ランダム）］の［Manual（手動）］

［Random（ランダム）］モードでは、6 色までの

糸色を選択できます。
選択した糸色を使った、配色が生成されます。

a パレットから糸色を選択します。

b 選択した糸色が表示されます。

［Gradient（グラデーション）］の［Manual（手

動）］設定
［Gradient（グラデーション）］モードでは、1 色

選択できます。
選択した色で生成されます。

a パレットから糸色を選択します。

b 選択した糸色が表示されます。

f  を押します。

g 見本イメージから、お好みの配色を選びま
す。

*  を押すと、新しい配色が表示されます。

a 前の配色見本を確認するときに押します。

h  を押して、表示された配色を選びま
す。

*  を押すと、1 つ前の画面に戻ります。

*  を押すまで、配色見本から配色を選択する

ことができます。

* ほかの配色見本を表示するときは、  または 

 を押します。

 糸色パレット画面が表示されます。

a

b

a

b

お知らせ
• 最大で 20 ページの配色見本が表示されます。

a
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糸色ごとに並べ替える

糸こまを交換する回数を最小にすることができ
ます。

刺しゅうを始める前に、縫製画面で を押す

と、糸色ごとに並べ替えられて、刺しゅうの順
番が変わります。

a 縫製画面で  を押します。

b  を押します。

*  を押すと、並び替えた糸色を確認する

ことができます。

糸色ごとに並べ替えられて、刺しゅうの順番が
変わります。

を押して、 を押すと、糸色の並び替

えを解除して、元の糸色順で刺しゅうすること
ができます。

お知らせ
• 糸色ごとに並び替える機能は、模様が重なっ
ていると使用することができません。
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組み合わせ模様を編集する

例：アルファベットと刺しゅう模様を組み合わ
せて編集する

a  を押して、刺しゅう模様を選びま

す。

b を選択し、 を押して、 を押

します。

c  を押します。

d  を押して、アルファベットを入力し

ます。

*  を押すと、前の画面に戻ります。

模様を組み合わせる
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e  を押して、「LOVE」を入力します。

 入力した文字が、画面の中央に表示されます。 

f  を押して、文字の配列を変えます。

 を押します。

* 文字の配列変更についての詳細は、 P. 77 を参照し

てください。

g を押して、 を押します。

h を押して  を押して、文字を移

動します。 

 を押します。

* 指やデュアルタッチペンで、文字をドラッグして
移動することもできます。

i  を押してから、 を押して文字

の色を変えます。

 を押します。

* 文字の色変更についての詳細は、 P. 80 を参照して

ください。

j すべての編集が終わったら、  を押し
ます。

 縫製画面が表示されます。



模様を組み合わせる

86

■ 組み合わせ模様を選択する

複数の模様を組み合わせている場合、  を
使って、模様を選択し編集します。指やデュアル
タッチペンで画面の模様を押して選択することも
できます。

複数の模様を選択する

複数の模様を簡単に編集することができます。
例えば、組み合わせ模様を一括選択し、移動す
ることができます。

a  を押します。

* キーが表示されていないときは、 を押してくだ

さい。

 複数選択画面が表示されます。

b 選択したい模様をそれぞれ押します。

お知らせ
• 模様が重なっていて、画面を押して選択でき

ない模様を選ぶときは、  を使用してく

ださい。キーが表示されていないときは、

を押してください。
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c  を押すと、編集画面に戻ります。

* 選択した各模様は赤で囲まれます。

選択した複数の模様をグループ
化する

P. 86「複数の模様を選択する」で選択された複

数の模様をグループ化すると、ひとつの模様と
して編集することができます。

a を押します。

b 各模様を押し、複数の模様を選択して、

を押します。

c を押します。

 選択した模様がグループ化されます。

*  を押すと、グループ化を解除します。グ

ループ化された模様が複数ある場合、選択した模
様のグループ化が解除されます。

お知らせ
• 画面上を指でドラッグして、複数の模様を選
択することもできます。

• 複数の模様の選択または選択解除は複数選択

画面から行うことができます。  または  

で選択した模様を確認して、 を押します。

選択した模様は赤で囲まれます。

•  を押すと、表示エリア内の模様すべてを

選択します。

•  を押すと、模様すべての選択解除を行い

ます。

• 画面を指で直接押して、模様を選択すること
もできます。

• 複数選択画面が表示されているときは、

で模様を移動することができます。

• 複数の模様が選択されているときは、以下の
機能は使用できません。

- サイズ調整

- 回転

- 左右反転

- アップリケ

- 繰り返し

- 糸色の変更

- 文字編集

お知らせ
• グループ化された模様は、以下の機能がグ
ループ内の模様すべてに適用されます。

- 移動

- 回転

- アップリケ

- 連続模様（ボーダー模様）

- 輪郭の抽出

- スティップリングまたはエコーキル
ト

- 糸色の変更
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模様を整列する

a 整列する模様を選択します。（P. 86）

b を押し、 を押します。

c 揃えたいキーを押します。

例：

お知らせ
• 画面の模様を直接押して、複数の模様を選択
することができます。

* で模様を移動することができます。

* で整列を解除します。
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組み合わせ模様を刺しゅうする

組み合わせ模様は、模様を選んだ順番に刺しゅ
うされます。この例では、以下のような順番で
刺しゅうされます。

  

a 画面右の色の順番に従って  を刺
しゅうします。 

  の刺しゅうが終わると、[+] カーソルが

模様の「LOVE」の部分に移動します。 

b  を刺しゅうします。

「LOVE」が刺しゅうされると、画面表示は縫製画

面に戻ります。

お願い
• P. 54「刺しゅうする」の手順に従ってくださ
い。
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編集の応用
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1 色で刺しゅうする

選択した模様を複数の色ではなく 1 色でぬうこ

とができます。模様が仕上がるまで刺しゅうが
続きます。

a 縫製画面で を押します。

b  を押します。

* もう一度押すと、設定を解除します。

 画面の糸色が灰色表示になります。

さまざまな刺しゅうの機能

お知らせ

• 連続刺しゅう  が選択されても、自動糸切

り機能と渡り糸切り機能は使用することがで
きます。（P. 105 と P. 106 参照 )
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布地を表示して縫製位置を合わ
せる

刺しゅう枠に張った布地を液晶画面に表示して、
画面上で、布地に合わせて縫製位置を調整する
ことができます。

（例：

a 刺しゅう枠に布地を張り、枠をミシンに
セットします。

b 模様を選択し、必要に応じて模様を編集し

て を押します。

c  を押します。

d  を押します。

e 次のメッセージが表示されたあと、 を
押します。

 キャリッジが移動し、布地をスキャンします。

お願い
• 別売の刺しゅう枠縦 20 mm × 横 60 mm を装
着しているときは、この機能は使用できませ
ん。

• キルティングのような厚みのある布地を使用
する場合は、P. 95「厚い布地をスキャンする
場合」を参照してください。

お願い
• 薄い布地または普通の厚さの布地を使用する
ときは、設定画面で［Fabric Thickness 
Sensor（布厚センサー）］が［OFF］になっ
ていることを確認してください。

お願い
• 上糸を布地と一緒にスキャンしたくないとき
は、上糸を針に通さないでスキャンを行って
ください。
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f スキャンした布地が模様の背景に表示され

たら、 を押し  を押して編集

ウィンドウを表示します。

* 編集ウィンドウを表示しなくても、指やデュアル
タッチペンで模様をドラッグしてぬいたい位置に
移動することができます。細かく移動したいとき
は、編集ウィンドウから模様を移動してくださ
い。

g を押して、移動ウィンドウを表示しま

す。

h  で、模様をぬいたい位置に合わせ

ます。

i  を押します。

j スタート／ストップスイッチを押して、ぬ
い始めます。

* P. 54「刺しゅうする」を参照してください。

 ぬい終わると、背景に表示されていた布地は非表

示となります。

お願い

• 必要に応じて、  を押し、模様位置を仕上が

りイメージで確認してください。

お願い
• 模様がぬい終わるまで、背景に布地が表示さ
れます。
背景画像を再表示したり、非表示にしたいと

きは、 を押して、［Background Image（背

景画像）］を［ON］または［OFF］にしてく
ださい。

• 背景画像を完全に消去したいときは、P. 95
「設定画面で布地の表示を設定する」を参照し
て、設定画面で背景画像を消去してください。
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■ 設定画面で布地の表示を設定する

設定画面で、背景画像の品質を設定したり、ス
キャンした画像を消去したりできます。

a［Fine（きれい）］を選択すると、［Standard（標
準）］に設定したときよりも鮮明にスキャンでき
ます。

b  を押すと、背景画像は消去されます。

■ スキャン画像をUSBメディアに保存

する

a USBメディアをミシンのUSBポートコネク
タに差し込みます。

a USB メディア

b USB ポートコネクタ

b 保存する USB ポートを選択するために、

を押します。

c  を押します。

 USB に画像が保存されます。

d USB メディアを取り外します。保存した画
像は、パソコンで確認できます。

 スキャン画像は、「BG**.PNG」のファイル名で、

「bPocket」フォルダーに保存されます。

* ファイル名「BG**.PNG」の「**」には自動で割り

振られた 00 から 99 までの番号が入ります。

■ 厚い布地をスキャンする場合

キルティングのような厚みがある布地をスキャン
して位置合わせをする場合、布地を正しく認識で
きないことがあります。正しく認識するために、
はじめにミシンで布地の厚さを確認します。

a 刺しゅう枠に布地を張り、枠をミシンに
セットします。

b 模様を選択し、必要に応じて模様を編集し

て を押します。

c 設定画面の 10 ページを表示して、［Fabric 
Thickness Sensor（布厚センサー）］を

［ON］にします。

d  を押します。

e  を押します。

f  を押します。

a

b

a

b

お知らせ
• 布地をスキャンしたときのみ、この機能を使
用することができます。通常の刺しゅうでこ
の機能を使用しても、刺しゅうに影響はあり
ません。
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g プロジェクターで表示される赤い枠内に収
まるように、刺しゅう位置合わせシールを
布地に貼り、 を押します。

h 次のメッセージが表示されたら、位置合わ
せシールを布地からはがし、 を押しま
す。

 キャリッジが移動し、布地に貼った位置合わせ

シールが検出されます。

i P. 94 の手順f 以降の手順を参照して、模
様をぬいたい位置に合わせます。

刺しゅうのしつけぬい

刺しゅうする前に、模様のまわりにしつけぬい
をすることができます。アイロンやのりで接着
芯を貼り付けられないような布地をぬうときに
役に立ちます。接着芯を使うと、ぬい縮みや模
様のずれが少なくなり、刺しゅうがきれいに仕
上がります。

a  を押します。

b 数値を押して、しつけぬいと模様の距離を
設定します。

c  を押すと、前の画面に戻ります。

 注意
• 刺しゅうができる布地の厚さは 3 mm 程

度までです。3 mm 以上の厚さのものを

ぬうと、針が折れたり、曲がったりする
おそれがあります。

お願い
• 模様の組み合わせや編集が終わった後で、し
つけぬいを設定してください。しつけぬい設
定をした後で、模様の組み合わせや編集をす
ると、しつけぬいと模様がずれたり、模様の
下にしつけぬいがされたりして、縫製後にし
つけを取り除くことが難しくなります。

お知らせ
• 設定値が大きいほど、しつけぬいと模様の間
は広がります。

• 本機の電源を切ったあとも、設定は残ります。
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d  を押してから、  を押して、し

つけぬいの設定を選択します。

 しつけぬいが、刺しゅう順の最初に追加されま

す。

e スタート／ストップスイッチを押して、ぬ
い始めます。

f 刺しゅうが終わったら、しつけぬいを外し
ます。

お知らせ

• 設定を解除するときは、 を押してくださ

い。



印刷と刺しゅうを組み合わせる

98

このミシンには、印刷と組み合わせて完成する刺しゅう模様が内蔵されています。
布地にアイロン転写した背景や布地に印刷した背景の上に、刺しゅうを施すことで、美しく立体感の
ある刺しゅうデザインが完成します。

アイロンプリントシートを使う

印刷できる布地を使う

印刷と刺しゅうを組み合わせる

手順 1
背景に組み合わせる模様を選択します。

 P.99「模様を選ぶ」を参照してください。

手順 2
ミシンから背景画像と位置合わせ画像を出力します。

 P.100「背景と配置画像を出力する」を参照してください。

手順 3

アイロンプリントシートを使うとき

アイロンプリントシートに背景を印刷し、普通紙に刺しゅう位置合わせシートを印刷します。布地に背景をアイロン転写

します。

印刷できる布地を使うとき

印刷できる布地に背景を印刷し、普通紙に刺しゅう位置合わせシートを印刷します。

 P. 101「背景と刺しゅう位置合わせシートを印刷する」を参照してください。

手順 4
背景をアイロン転写した布地、背景を印刷した布地を刺しゅう枠に取り付け、刺しゅう位置を確認し、刺しゅうをしま

す。

 P.102「刺しゅうする」を参照してください。

お願い
• 背景と刺しゅう位置合わせシートは原寸で印刷してください。サイズを変えて印刷すると、刺しゅう模
様と背景の大きさが合わない場合があります。また、内蔵カメラが刺しゅう位置あわせマークを検知で
きなくなります。印刷設定が正しいか確認してください。
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模様を選ぶ

印刷と組み合わせる刺しゅう模様は、 を押す

と、  と が一緒に画面に表示されま

す。

a 印刷に組み合わせる刺しゅう模様を選択し

て、 を押します。

 刺しゅう模様のみ表示されます（選択した刺しゅ

う模様の背景ではありません）。

■ 組み合わせたイメージを確認する

 を押します。

 背景と模様を組み合わせたイメージが表示されま

す。

* 刺しゅう模様のみ表示するときは、 を押し

ます。

お知らせ
• この機能が使用できる模様について、詳しく
は模様一覧を参照してください。
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背景と配置画像を出力する

USB メディアまたは SD カードを使用して、以

下の３つの画像をミシンから出力します。
* 選択した PDF により、ファイル名が異なります。

• [xxx]r.pdf （例：Emb001r.pdf）
左右反転した画像（アイロン転写用）

• [xxx]n.pdf （例：Emb001n.pdf）
反転していない画像（印刷できる布地用）

* 必要に応じて、180 度回転してから印刷してくだ

さい。

• [xxx]p.pdf （例：Emb001p.pdf)
位置合わせマークがついた反転していない画像

（位置合わせ用）

a データを保存するメディアをミシンに接続
します。

b 模様を選択し、 を押します。

 記憶先を選択する画面が表示されます。

c ファイルを記憶するメディアキーを押しま
す。

 背景画像が 2 点と刺しゅう位置合わせシートが 1
点、PDF ファイルで USB メディアまたは SD
カードに保存されます。

お願い
• 背景と刺しゅう位置合わせシートは原寸で印
刷してください。サイズを変えて印刷すると、
刺しゅう模様と背景の大きさが合わなくなり
ます。また、内蔵カメラが刺しゅう位置あわ
せマークを検知できなくなります。印刷設定
が正しいか確認してください。

• 位置あわせマークがついた画像 PDF を印刷す
るときは、フルカラー印刷で最高画質に設定
してください。また、マット紙を使用してく
ださい。印刷が不十分の場合、ミシンの内蔵
カメラは位置あわせマークを正しく検知でき
ないおそれがあります。（印刷について詳しく
は、お使いのプリンターの取扱説明書を参照
してください。）

お知らせ
• ファイルの保存が完了するまで、ミシンから

USB メディアまたは SD カードを取り外さな
いでください。
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背景と刺しゅう位置合わせシー
トを印刷する

背景と刺しゅう位置合わせシートの PDF ファイ

ルを印刷します。印刷する背景は、アイロンプ
リントシートまたはプリントできる布地のどち
らを使用するかによって異なります。

a 印刷する PDF ファイルを開き、拡大や縮小
をせずに印刷する設定にします。

b 背景画像を印刷します。

* アイロンプリントシートに印刷するときは、
「Emb001r.pdf」（左右反転した画像）を印刷しま

す。印刷できる布地に印刷するときは、
「Emb001n.pdf」（反転していない画像）を印刷し

ます。

a 背景画像

c 刺しゅう位置合わせシート
（Emb001n.pdf）を普通紙に印刷します。

a 刺しゅう位置合わせシート

d アイロンプリントシートをお使いの場合、
布地に転写します。

お願い
• 背景と刺しゅう位置合わせシートは原寸で印
刷してください。サイズを変えて印刷すると、
刺しゅう模様と背景の大きさが合わないこと
があります。また、内蔵カメラが刺しゅう位
置あわせマークを検知できなくなります。印
刷設定が正しいか確認してください。

お願い
• アイロンプリントシートまたはプリントでき
る布地に印刷する前に、印刷テストをして、
印刷設定をご確認ください。

• アイロンプリントシートまたはプリントでき
る布地の印刷について詳しくは、それぞれの
説明書を参照してください。

• プリンターによっては、アイロンプリント
シートを用紙に選択すると、自動的に画像を
反転します。詳しくは、お使いのプリンター
の説明書を参照してください。

お願い
• 刺しゅう位置合わせシートの PDF を印刷する
ときは、フルカラー印刷で最高画質に設定し
てください。設定されていない場合、ミシン
の内蔵カメラは位置あわせマークを正しく検
知できないおそれがあります。設定をしても
位置合わせマークを検出できない場合は、
マット紙を使用してください。

お知らせ
• アイロンプリントシートの転写方法について
詳しくは、アイロンプリントシートの説明書
を参照してください。

• 必要に応じて、アイロンプリントシートを模
様の大きさに合わせて切り取ってから、転写
してください。
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刺しゅうする

a 背景がアイロン転写または印刷された布地
を刺しゅう枠に取り付けます。

b 布地の背景と位置合わせがしやすいよう

に、 マークが印刷された位置合わせシー

トを切ります。

* 画像の線や色が変わる境目で位置合わせシートと
背景を合わせると、位置合わせがしやすくなりま
す。位置合わせがしやすくなるように、位置合わ
せシートを切ります。

c 位置があうように、布の上に位置合わせ
シートを置いて、ずれないようにセロハン
テープで固定します。

a セロハンテープ

d 模様が選択されていることを確認して、

を押します。

 縫製画面が表示されます。

e P.49「刺しゅう位置合わせシールで縫製位
置を合わせる」の手順a からg を参照
して、刺しゅうの位置を合わせます。

f 刺しゅう位置合わせシートを取り除き、ス
タート／ストップスイッチを押して、刺
しゅうをします。

お願い
• 刺しゅうする前に、刺しゅう位置合わせシー
トが背景と合っていることを確認してくださ
い。

お願い
• この機能では位置合わせシールの代わりに、
布地に固定した位置合わせシートのマークで
位置を合わせます。「刺しゅう位置合わせシー
ルで縫製位置を合わせる」の手順c を行う
ときは、模様の中心を基準点にしてください。
手順d の刺しゅう位置合わせシールの貼り
付ける手順は、この機能ではスキップしてく
ださい。

お願い
• スタート／ストップスイッチを押して刺しゅ
うをする前に、手順c でテープで固定した
刺しゅう位置合わせシートを取り除いてくだ
さい。
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糸調子を整える

刺しゅうのときの糸調子は、上糸が布地の裏側
に少し見えるくらいに調整します。 

■ 正しい糸調子

布地の裏側に、少し上糸が見えるくらいに調節し
ます。糸調子が正しく調節されていないと、ぬい
目がきれいになりません。布地にしわがよった
り、糸が切れたりします。 

a 表

b 裏

以下の説明に従って、状況に合わせて糸調子を調
節してください。

■ 上糸が強すぎる場合

上糸が強すぎると、布地の表側に下糸が出ます。

a 表

b 裏

a を押します。

b を押して、上糸を弱くします。（押すご

とに糸調子の数値が小さくなります。）

c  を押します。

刺しゅうに関する設定の調整

お願い
• 糸調子を極端に弱く設定すると、途中でミシ
ンが停止することがありますが、故障ではあ
りません。糸調子を少し強めにしてぬい直し
てください。

お知らせ
• 電源スイッチを切ったり、模様を選び直した
りすると、糸調子は標準の設定に戻ります。 

お願い
• 下糸が正しくセットされていないと、上糸が
強くなることがあります。このようなときは、  
P. 20「下糸をセットする」を参照して、下糸
のセットを再度行ってください。
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■ 上糸が弱すぎる（上糸が裏に出る）

場合
上糸が弱すぎると、表側の刺しゅう糸がたるん
で、糸のしまりがゆるくなったり、表側に糸の
ループができたりします。

a 表

b 裏

a  を押します。

b を押して、上糸を弱くします。（押すご

とに糸調子の数値が大きくなります。）

c  を押します。

■ 上糸調子を全体的に調整する

刺しゅうをしているときに、上糸調子が全体的に
強すぎたり弱すぎたりする場合は、設定画面で調
整してください。
さらに、模様ごとに微調整が必要な場合は、
P. 103「糸調子を整える」を参照してください。

a を押して、 を押します。

b［Embroidery Tension（刺しゅうの糸調子
調整）］の数字を押して上糸調子を調整し
ます。

* 数値を上げると、上糸調子が強くなります。
* 数値を下げると、上糸調子が弱くなります。

c  を押します。

下糸張力調整用内かま（調整ネ
ジに着色なし）を調整する

ブラザー推奨以外の刺しゅう下糸で刺しゅうす
るときは、下糸張力調整用内かま（ネジに着色
なし）を使用します。このとき、試しぬいをし
て、必要に応じて、下糸調子を調整してくださ
い。詳しくは、P. 53「きれいに刺しゅうするた

めに」を参照してください。

下糸張力調整用内かま（ネジに着色なし）を使
用するとき、下糸の糸調子を調整する場合は、
ドライバー（小）でマイナスネジを回します。

a プラスネジは回さないでください。

b ドライバー（小）で調整します。

■ 正しい糸調子

上糸が布地の裏側に少し見えています。

a 表

b 裏

お願い
• 上糸が正しくセットされていないと、上糸が
弱くなることがあります。このようなときは、  
P. 22「上糸通し」を参照して、上糸のセット
を再度行ってください。

お願い
• 上糸の張力は刺しゅう設定画面の 8 ページで
調整することができます。設定画面で設定す
ると、すべての模様に適用されます。
刺しゅうのとき、上糸調子が全体的に強すぎ
たり弱すぎたりするときに、設定画面で調整
してください。上糸を強くするときは数字を
上げ、弱くするときは数字を下げてください。
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■ 下糸が弱すぎる場合

下糸が布地の表側に少し見えています。

a 表

b 裏

このようなときは、しめ過ぎないよう時計回りに
30 ～ 45 度程度マイナスネジを回して、糸調子を

強くします。

■ 下糸が強すぎる場合

表側の上糸が盛り上がり、ループになっていて、
下糸が裏側に見えません。

a 表

b 裏

このようなときは、ゆるめ過ぎないよう反時計回
りに 30 ～ 45 度程度マイナスネジを回して、糸調

子を弱くします。

自動糸切り機能

自動糸切り機能 は、刺しゅうが終わるとこ

ろで自動的に糸を切ります。この機能はあらか
じめ設定されています。設定を解除するときは、

を押してから を押します。

* ミシンの電源を切ったときは、標準設定

（ ）に戻ります。

a  を押します。

b を押して、自動糸切りを解除します。

 表示が、 に変わります。

* 1 色ぬい終わると、ミシンは糸を切らずに停止し

ます。

 注意
• 下糸張力調整用内かまを調整するとき

は、必ずボビンを取り出してください。

• 下糸張力調整用内かまのプラスネジは回
さないでください。内かまが破損し、使
用できなくなるおそれがあります。

• マイナスネジを回しにくい場合、無理に
回さないでください。ネジを回し過ぎた
り、回る方へ無理に回したりすると、破
損するおそれがあります。破損した場
合、適切な糸調子を維持できなくなる場
合があります。
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渡り糸切り機能

渡り糸切り機能 は、余分な渡り糸を自動的

に切ります。この機能はあらかじめ設定されて

います。設定を解除するときは、 を押してか

ら を押します。この機能は、刺しゅうの途

中で設定／設定解除できます。

* ミシンの電源を切っても設定は保存されます。

a 渡り糸

a を押します。

b を押して、渡り糸切りを解除します。

 表示が、  に変わります。

* ミシンは、次のぬい目に進む前に糸を切りませ
ん。

■ 渡り糸の長さを調整して糸切り機能

を選択する

糸切り機能 が設定されている場合、残して

おく渡り糸の長さを選ぶことができます。設定し
た長さより短い糸は切りません。この機能は、刺
しゅうの途中で設定／設定解除できます。
5 mm から 50 mm まで、5 mm きざみで設定を選

択できます。
* ミシンの電源を切っても設定は保存されます。

または を押して、渡り糸の長さを選択し

ます。

例：  を押して 25 mm を選ぶと、ミシンは次の

ぬい目に移動する前に、25 mm 以下の渡り糸を切

らずに残します。

お願い
• アルファベットのように、短い渡り糸を自動
糸切り機能を設定して刺しゅうするときは、
ボールポイント針（刺しゅう用）を使用して
ください。他の針を使用すると、糸切れが発
生するおそれがあります。

お願い
• 糸切りの多い模様の場合は、布地の裏面に残
る糸の量を減らすために、渡り糸の長さ調節
を長めに設定することをお勧めします。

• 渡り糸の長さに選ぶ数値が大きければ大きい
ほど、糸を切る回数が減ります。この場合、
布地にはより多くの渡り糸が残ることになり
ます。
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刺しゅうの速度を調節する

a を押して、 を押します。

b［Max Embroidery Speed（刺しゅうの最高
速度）］の数字を押して刺しゅうの速度を
調整します。 

* 刺しゅうの最高速度は 8 段階あります。

c  を押します。

刺しゅうの糸番号、糸色名を表
示する

糸色名または糸番号を表示できます。

a を押して、 を押します。

b［Thread color（糸色）］で糸色名または糸
番号を表示させます。

* [#123] に設定すると、お好みの糸ブランドの糸番

号を表示できます。

c [#123] に設定した場合は、糸ブランドを選
択します。

d  を押します。

刺しゅうの枠表示を変える

a を押して、 を押します。

b［Embroidery Frame Display（刺しゅうの
枠表示）］で、  を押して刺しゅうの枠表
示モードを変更します。 

a 中心マークと格子線の表示を変更します。

c  を押します。

お知らせ
• spm は 1 分間あたりの針数を示します。 

• 薄地、厚地、重い布地に刺しゅうするときは、
速度を遅くします。 

• 刺しゅうをしている途中でも刺しゅう速度を
変えることができます。

• 速度の設定は、電源を切っても保存されます。

• メタリックなどの特殊な糸を使用するときは、
速度を 600 spm に設定してください。

お知らせ
• 画面に表示される色が、実際の糸こまの色と
異なる場合があります。

• 刺しゅうデータがソフトウェアで作成された
ときの糸ブランドを保持して模様を取り込む、

［Original（オリジナル）］が標準設定されてい
ます。

お知らせ
• 糸ブランドの設定は、次に模様が読み込まれ
るときに反映されます。

a
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模様と針を合わせる

例：模様の左下と針を合わせます。

a 次のように、刺しゅうを始める位置に印を
つけます。 

b を押します。

c  を押して、 を押します。

a このキーを押すと、文字をつなげて刺しゅうする

ことができます。（P. 109）

b ぬい始めの位置

 針が模様の左下に移動します（刺しゅう枠が、針

が正しい位置になるように動きます）。

d を押して、 を押します。

e を使用して、針と布地の印を合わ

せ、刺しゅうを始めます。

お知らせ
• 内蔵カメラで位置合わせをすることもできま
す。詳しくは P. 47「内蔵カメラで縫製位置
を合わせる」を参照してください。

b

a
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文字をつなげて刺しゅうする

すべての文字が刺しゅう枠に収まらないときも、
文字を一列につなげて刺しゅうすることができ
ます。
例：「ABCDE」の後に「FG」をつなげる場合

a「ABCDE」の文字模様を選択します。

b  を押します。

c  を押します。

 ぬい始めが、模様の左下に設定されます。設定し

た位置に針が落ちるようにキャリッジが動きま
す。

d  を押します。

e  を押します。

f  を押して糸切り機能を解除し、  

を押します。

g スタート／ストップスイッチを押します。

お願い
• 文字模様を選ぶときの詳しい手順については、

P.74「文字模様を選ぶ」を参照してくださ
い。

お願い
• ぬい始めの位置設定を解除して、針落ち位置

を模様の中心に戻すときは、 を押してくだ

さい。

• ぬい始めの位置を変更する場合は、 を

押します。
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h 文字模様の刺しゅうが終わったあと、糸を
長めに残して切り、刺しゅう枠を取り外し
ます。布地を動かして、残りの文字模様

（「FG」）が刺しゅうできるように刺しゅう
枠をもう一度取り付けます。

a ぬい終わり位置

i 手順a のように、「FG」の文字模様を選択
します。

j  を押します。

k  を押します。

 ぬい始めが、模様の左下に設定されます。設定し

た位置に針が落ちるようにキャリッジが動きま
す。

l  を押します。

m を押してから を押し、先に刺

しゅうした模様のぬい終わり位置からぬい
始めるように、針を合わせます。

n スタート／ストップスイッチを押して、残
りの文字模様をぬい始めます。

お知らせ
• 内蔵カメラで位置合わせをすることもできま
す。詳しくは P. 47「内蔵カメラで縫製位置
を合わせる」を参照してください。
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刺しゅうデータに関する注意

このミシンで作成・記憶したデータ以外の刺しゅうデータを扱うときは、以下の点に注意してくださ
い。

■ 使用可能な刺しゅうデータの種類

• このミシンで扱える刺しゅうデータは、拡張子が「.pen」「.pes」「.phc」「.dst」「.phx」のファイルです。

当社正規のデータ作成ソフトウェアまたはミシンで作成された模様以外のデータを扱うと、本機が誤作
動するおそれがあります。上記拡張子のファイルをミシンに読み込んで、保存しなおしたときは「.phx」
ファイルとして保存されます。

■ 使用可能な USB デバイス／メディア

刺しゅうデータは、USB メディアに記憶し、呼び出すことができます。次の仕様を満たすメディアを使用

してください。
• USB フラッシュドライブ（USB フラッシュメモリー）

呼び出しのみが可能な刺しゅうデータ
• USB CD-ROM、CD-R、CD-RW ドライブ

次の USB メディアを USB メモリーカードリーダー／ライターとともに使うこともできます。

• SD メモリーカード

• コンパクトフラッシュ
• メモリースティック
• スマートメディア
• マルチメディアカード（MMC）

• XD ピクチャーカード

模様の記憶

 注意
• 当社正規の模様以外の刺しゅうデータを使用する際は、糸密度が細かすぎる場合や 3 回以上の重

ねぬいをする場合があり、糸切れや針折れが発生するおそれがあります。そのような場合は、当社
正規のデータ作成ソフトウェア（刺しゅう PRO など）で、刺しゅうデータを修正して使用してく

ださい。

お願い
• USB デバイス／メディアに保存されたデータのサイズによっては、本機での処理速度が異なります。

• 一部の USB メディアは、このミシンで使用できない場合があります。詳細は、ブラザーのホームペー
ジを参照してください。

• USB デバイス／メディアの挿入後、アクセスランプが点滅を始め、デバイス／メディアの認識に、5 ～
6 秒かかります。（この時間は USB デバイス／メディアによって異なります）。

お知らせ
• フォルダーを作成する場合は、パソコンを使用します。

• データのファイル名またはフォルダー名は半角英数字を使用してください。ファイル名の文字数によっ
ては、すべてのファイル名が表示されないことがあります。
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■ パソコンでデータを作成・保存するときの注意

• 刺しゅうデータのファイル名とフォルダ名は半角英数字を使用してください。他の文字を使用すると、
ファイルおよびフォルダーが表示されないことがあります。このときは名前を付け直してください。
ファイル名、フォルダー名には、アルファベット 26 文字（A ～ Z、a ～ z）、0 ～ 9 の数字、「-」もしく

は「_」を使用してください。

• 縦 408 mm × 横 272 mm より大きい刺しゅうデータを選ぶと、模様を 90 度回転するかどうかのメッセー

ジが表示されます。
模様を回転しても、縦 408 mm × 横 272 mm より大きくなるときは使用することができません。（模様は

縫製範囲の縦 408 mm × 横 272 mm 以内にしてください。）

• 針数、色数の制限を超えて記憶した .pes ファイルは使用できません。組み合わせ模様は、最大針数

850,000、最大色数 127 を超えることはありません（これらはおおよその数値で、模様全体の大きさに

よって異なります）。当社正規のデータ作成ソフトウェアで、制限内の模様に修正してご使用ください。
• USB デバイス／メディア内に作成されたフォルダーに格納された模様データは本機で読み込むことがで

きます。
• 刺しゅう機を取り付けていないときでも、刺しゅうデータを読み込むことができます。

■ Tajima（.dst）刺しゅうデータ

• .dst データは、模様を一覧する画面にファイル名で表示されます（実際のイメージは表示されません）。

ファイル名の文字数によっては、すべてのファイル名が表示されないことがあります。
• Tajima（.dst）データには、具体的な糸色の情報が含まれていないため、標準的な糸色で表示されます。

プレビューを確認し、必要に応じて糸色を変えます。
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刺しゅう模様を記憶させる

自分の名前など、よく使う文字の組み合わせや、
大きさや傾き、位置を変えた模様などを記憶さ
せることができます。ミシンには 10 MB までの

模様を記憶させることができます。

a 模様が縫製画面に表示されているときに、

を押します。

b  を押します。

*  を押すと、記憶せずに元の画面に戻りま

す。

［Saving...（記憶中 …）］のメッセージが表示され

ます。模様が記憶されると、自動的に元の画面に
戻ります。

■ 記憶できないときは

以下のメッセージが表示されたときは、記憶させ
る模様の使用メモリー量がミシンの残りのメモ
リー容量を越えています。P. 113「刺しゅう模様

を呼び出す」を参照してください。

刺しゅう模様を呼び出す 

a  を押します。

 現在記憶されている模様が表示されます。

b 呼び出したい模様のキーを押します。

お願い
•［Saving...（記憶中 …）］のメッセージが表示
されているときは、電源スイッチを切らない
でください。記憶しようとしている模様デー
タが消えるおそれがあります。 

お知らせ
• 記憶するのに数秒かかります。 

• 記憶した模様を呼び出すには、P. 113 を参照
してください。
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c  を押します。

* 模様を消去するときは、 を押します。詳しくは

P.117「複数模様の記憶／削除」を参照してくだ

さい。

 縫製画面が表示されます。

模様を市販の USB メディア／
SD カードに保存する

模様をミシンから USB メディア／ SD カードに

送るときは、USB メディア／ SD カードをミシ

ンの USB ポートコネクタ／ SD カードスロット

に差し込みます。

a 模様が縫製画面に表示されているときに、
を押します。

b USBメディア／SDカードをミシンのUSB
ポートコネクタ／ SD カードスロットに差
し込みます。

a SD カードスロット

b USB ポートコネクタ

c 記憶したいメディアのキーを押します。

*  を押すと、記憶せずに元の画面に戻りま

す。

［Saving...（記憶中 …）］のメッセージが表示され

ます。模様は「bPocket」フォルダーに保存され

ます。模様が記憶されると、自動的に元の画面に
戻ります。

お知らせ
• 一部の USB メディアは、このミシンで使用
できない場合があります。詳細は、ブラザー
のホームページを参照してください。

• USB メディアの種類によって、ミシンの
USB ポートコネクタに直接差し込むか、ミシ
ンの USB ポートコネクタに USB カードライ
ター／リーダーを差し込みます。

• USB メディア／ SD カードは、いつでも挿
入、取り外しができます。

お願い
• USB ポートコネクタには、USB メディア以
外のものを挿入しないでください。ミシンが
破損するおそれがあります。

• SD カードスロットには、SD カード以外のも
のを挿入しないでください。ミシンが破損す
るおそれがあります。

a

b
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USB メディア／ SD カードから
呼び出す

特定の模様を USB メディア／ SD カードから、

または USB メディア／ SD カードのフォルダー

から直接呼び出すことができます。模様がフォ
ルダーに格納されている場合は、模様を見つけ
るために各フォルダーを確認します。

a USBメディア／SDカードをミシンのUSB
ポートコネクタ／ SD カードスロットに差
し込みます。

a SD カードスロット

b USB ポートコネクタ

b  を押します。

c 呼び出したいメディアのキーを押します。

 刺しゅうデータと、最上位フォルダー内のフォル

ダーが表示されます。

お願い
•［Saving...（記憶中 …）］のメッセージ画面が
表示されている間は、USB メディア／ SD
カードを抜き差ししないでください。記憶中
の模様が欠損あるいは、消去されることがあ
ります。

お知らせ
• データの量によって、処理速度が異なります。

a

b
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d 複数の模様を分類するためのサブフォル

ダーが USB メディア／ SD カードにある

場合は、  を押します。

a フォルダー名

b USB メディア／ SD カード内の刺しゅう模様

c パス

* 現在のフォルダーのパスがリストの上に表示され
ます。
フォルダー内の刺しゅう模様とサブフォルダーが
表示されます。

d  を押すと、前のフォルダーに戻ります。

* フォルダーは、パソコンで作成してください。ミ
シンでフォルダーを作成することはできません。

e 呼び出したい模様のキーを押します。

 模様が選択されます。

*  を押すと、元の画面に戻ります。

f を押します。

a b

d c
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複数模様の記憶／削除

USB メディア／ SD カードなどから、全データ

または選択したデータをミシンに記憶すること
ができます。

a を押してから、対応するメディアの

キーを押します。

b を押します。

c サムネイルから模様を選択するか、 を

押します。

 選択した模様はサムネイルが青く表示されます。

刺しゅう模様を転送する

詳しくは、刺しゅう PRO（バージョン 11 以降）

の取扱説明書を参照してください。

a 縫製画面に転送したい模様を表示して、 

を押します。

b を押します。

 模様が無線 LAN 転送用のフォルダーに保存されま

す。

お知らせ
• 選択を解除するときは、もう一度サムネイル

を押すか、 を押します。

• 模様を削除するときは、 を押します。

• USB メディアまたは SD カードを選択する

と、 が表示されます。 を選択する

と、選択したすべてのファイルをミシンに記
憶します。

お知らせ
• パソコンとミシンが異なる無線ネットワーク
に接続されている場合、刺しゅう模様は転送
できません。同じ無線ネットワークに接続さ
れていることを確認してください。
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ミシンで刺しゅう模様を受け取
る

詳しくは、刺しゅう PRO（バージョン 11 以降）

の取扱説明書を参照してください。

a ミシンの模様タイプ選択画面で を押

し、 を押します。

b 呼びだしたい模様を一覧から選択します。

お知らせ
• パソコンとミシンが異なる無線ネットワーク
に接続されている場合、刺しゅう模様は転送
できません。同じ無線ネットワークに接続さ
れていることを確認してください。



編集の応用

119

編
集

の
応

用

3

アップリケピースを作る

内蔵模様や読み込んだ模様から、アップリケ
ピースを作ることができます。布地に直接刺
しゅうできないときや、衣類にアップリケを貼
りたいときに便利です。

■ アップリケピースを作る

ここでは、次の模様を使ってアップリケピースを
つくります。

a 模様を選択し、必要に応じて編集します。

編集の応用

お願い
• アップリケピースをつくるときは、フェルト
やデニムの使用をお勧めします。薄い布地な
ど、模様や布地によっては、ぬい縮みするこ
とがあります。

• きれいに仕上げるため、刺しゅう用接着芯の
使用をお勧めします。

• 模様の大きさに合った刺しゅう枠を選んでく
ださい。使用可能な枠が画面に表示されます。

• アップリケピースを作るときは、別売のボー
ダー枠を使用しないでください。模様の糸密
度や布地によっては、模様がぬい縮みするこ
とがあります。

お願い
• 模様の組み合わせや編集を終えてから、アッ
プリケ設定をしてください。アップリケ設定
をした後に模様を編集すると、アップリケぬ
いと模様がずれることがあります。

• アップリケ設定をすると輪郭線が追加される
ため、模様が大きくなります。次の図のよう
に、はじめに模様の大きさと位置を調整して
ください。

a 縫製範囲

b 1 cm 程度

c 模様の大きさ

a

b

c
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b を押してから を押します。

c 模様からアップリケピースの輪郭線までの
距離を設定します。

 アップリケピースの作成ステップが、刺しゅうの

順番に追加されます。

d を押します。

e アップリケピースとして使用する布（フェ
ルトやデニム）の裏に、接着芯を貼りま
す。お知らせ

• このとき、模様とアップリケピースの輪郭線
はグループ化されています。

お知らせ
• 刺しゅうの順番に、アップリケの切り取り線
／布地にアップリケを配置する位置／アップ
リケぬいの 3 つのステップが追加されます。

a アップリケの切り取り線

b 布地にアップリケを配置する位置

c アップリケぬい（輪郭線）

お願い
• 模様が大きいときや複雑なとき、組み合わせ
模様が近い位置にないときは、アップリケ
ピースを作ることはできません。選択した模
様が縫製範囲に収まっていても、輪郭線が追
加されることで、アップリケの模様全体が縫
製範囲を超える場合があります。エラーメッ
セージが表示されたときは、別の模様を選択
するか、編集を行ってください。

お願い
• きれいに仕上げるため、刺しゅう用接着芯を
使用してください。

a

b

c
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f アップリケ布を刺しゅう枠に張り、ミシン
にセットして、刺しゅうをスタートしま
す。

g 模様の刺しゅうが終わったら、切り取り線
に使用する上糸を通して、切り取り線

（APPLIQUE MATERIAL）をぬいます。

a アップリケの切り取り線

h アップリケ布を刺しゅう枠から外し、ぬい
目の上をていねいに切り取ります。その
後、糸をきれいに取り除きます。

i 2 枚の水溶性シートを、粘着面を内側にし
て貼り合わせ、刺しゅう枠に張ります。

j 手順 l で輪郭線をぬうときに使用する上
糸を通して、模様の配置線（APPLIQUE 
POSITION）をぬいます。

a 模様の配置線

k のりまたはスプレーのりを薄くつけ、アッ
プリケピースを配置線に合わせて貼り付け
ます。

お知らせ
• アップリケの切り取り線には、布地に近い糸
色を使用することをお勧めします。

お願い
• 模様の糸密度や布地によっては、模様がぬい
縮みしたり、位置がずれることがあります。
切り取り線より少し外側を切ることをお勧め
します。 

• 上下対称、左右対称の模様をぬうときは、切
り取る前に、チャコペンで模様の向きがわか
るように印をつけてください。

• 必ずぬい目の上をていねいに切り取ってくだ
さい。ぬい目よりも内側を切るとアップリケ
をぬうときに布地に糸がかからなくなります。

a

お願い
• 水溶性シートを使うと、アップリケの輪郭線
をぬった後に接着芯を切り取る必要がありま
せん。ぬい縮みを少なくするために、水溶性
シートの使用をお勧めします。

• 縫製中に水溶性シートが破れるおそれがあり
ますので、2 枚貼り合わせて使用してくださ
い。

お願い
• 貼り付ける前に、アップリケピースが配置線
と合っていることを確認してください。

a
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l 手順 j から使用している輪郭線用の上糸
で、輪郭線（APPLIQUE）をぬいます。

a アップリケの輪郭線

m ぬい終わったら、水溶性シートを刺しゅう
枠から外します。

n アップリケの輪郭線の外側の余分な水溶性
シートをはさみで切ります。

o アップリケピースを水に浸し、水溶性シー
トを溶かします。

p アップリケピースを乾かし、必要に応じて
アイロンをかけます。

■ 輪郭に枠模様を使う

お好みの枠模様をアップリケの輪郭として追加す
ることができます。枠模様の選択については、
P. 45「枠模様を選ぶ」を参照してください。

a 模様を選択し、必要に応じて編集します。

b お好みの枠模様を選択し、アップリケ模様
に追加します。

c を押して、アップリケ模様の大き

さに合うようにフレーム枠を編集します。

お知らせ
• アップリケの輪郭線はサテンぬいでぬわれま
す。

• このとき、刺しゅう押えや針、針板にのりが
付着することがあります。アップリケ縫製後
にのりをふき取ってください。

お願い
• アイロンで強い力をかけないでください。ぬ
い目が損傷するおそれがあります。
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d を押して、アップリケピースの設定を

します。

e  を押して、グループ化を解除します。

f  で枠模様を選択し、  を押して、

 を押します。

 枠模様が消去されます。

g  を押します。

h P. 120 の「アップリケピースを作る」、手
順 e 以降の操作を行い、アップリケピー
スを完成します。

アップリケを使う

このミシンでは、アップリケが含まれている模様
を刺しゅうすることができます。刺しゅう色替え

順表示で、  ( アップリケピース )、 
 ( アップリケノイチ )、  ( アップ

リケ）と表示された場合は、以下の手順に従って
ください。

用意するもの

• アップリケピース用の布地

• アップリケ土台用の布地

• 刺しゅう用接着芯

• 手芸用のり

• 刺しゅう糸

1. アップリケピースを作る


2. 土台の布地にアップリケの位置をぬう


3. アップリケピースを土台用の布地に貼
り付ける



4. 残りのパーツをぬいあげる
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■ 1. アップリケピースを作る

a アップリケ模様を選択して縫製画面に進み
ます。

b アップリケ布地の裏に刺しゅう用接着芯を
貼ります。

布地を刺しゅう枠に張り、刺しゅう機にセットしま
す。

a アップリケ（綿、フェルトなど）

b 接着芯

c 刺しゅう糸をセットし、押えレバーを下
げ、スタート／ストップスイッチを押し、
アップリケピースの切り取り線をぬいま
す。

 アップリケピースの切り取り線をぬってミシンが

止まります。

a アップリケピースの切り取り線

b アップリケピースの布地

d アップリケピースの布地を刺しゅう枠から
取り外し、ぬい目の上をていねいに切り取
ります。

お願い

• 刺しゅう色順番表示で、  ( アップリ

ケピース )、  ( アップリケノイチ )、

 ( アップリケ ) が表示されるときは、

使用する糸色名・糸番号は表示されません。
アップリケ模様に合った糸色を選択してくだ
さい。

お願い
• 切り取り線よりも内側を切ると、布地に正し
くぬいつけられなくなります。必ず切り取り
線の上をていねいに切り取ってください。

• アップリケピースを切り取った後、糸はきれ
いに取り除いてください。
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■ 2. 土台の布地にアップリケの位置を

ぬう

a アップリケの土台になる布地の裏側に刺
しゅう用接着芯を貼ります。

布地を刺しゅう枠に張り、刺しゅう機にセットしま
す。

b 刺しゅう糸をセットし、押えレバーを下
げ、スタート／ストップスイッチを押し、
アップリケの位置をぬいます。

 アップリケの位置をぬってミシンが止まります。

a アップリケの位置

b 土台の布地

c 刺しゅう枠を刺しゅう機から取り外しま
す。

■ 3. アップリケピースを土台用の布地

に貼り付ける

a アップリケピースの裏側に手芸用のりを薄
く付け、 「2. 土台の布地にアップリケの位
置をぬう」の　b でぬったアップリケの
位置線に合わせてしっかり貼り付けます。

b アップリケピースを貼り付けたら、刺しゅ
う枠をミシンにセットします。

刺しゅう糸をセットし、押えレバーを下げ、スター
ト／ストップスイッチを押し、アップリケを刺しゅ
うします。

お願い
• 土台用の布は、模様をすべてぬい終わるまで
刺しゅう枠から外さないでください。

お願い
• アップリケピースを土台布にしっかり貼り付
けていないと、刺しゅうのあいだにピースが
浮き上がり、模様とピースがずれるおそれが
あります。

• 手芸用のりでアップリケピースを土台布に
しっかり固定できない場合は、しつけ糸で仮
止めぬいをしてピースを固定してください。

• アップリケピースに薄い布地を使用するとき
は、アイロン接着シートで布地の補強と位置
合わせをしてください。アップリケしたい場
所にアイロンで接着できます。

• 土台用の布にアップリケピースを接着すると
きは、刺しゅう枠から布地を外さないでくだ
さい。
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 アップリケピースを土台の布地に刺しゅうされ

て、ミシンがストップします。

■ 4. 残りのパーツを刺しゅうする

a 刺しゅう色順番表示に従って刺しゅう糸を
交換し、残りのパーツを刺しゅうします。

枠模様を使ってアップリケをす
る（1）

大きさと形が同じ枠模様を使用して、アップリ
ケを作ることができます。直線ぬいで 1 つの模

様をぬい、サテンぬいでもう 1 つの模様をぬい

ます。 

a 直線ぬいの枠模様を選択します。アップリ
ケ布に模様を刺しゅうをしてから、ぬい目
の外側をていねいに切り取ります。

b a と同じ模様を土台布に刺しゅうします。

お知らせ

• 選択した模様によっては、  ( アップ

リケピース )、  ( アップリケノイチ ) 、

 (アップリケ ) の3つの手順すべてが

表示されないものがあります。  (
アップリケ ) が糸色で表示されるときは、そ
の糸色で刺しゅうします。

お知らせ
• 刺しゅう押えや針、針板にのりが付くことが
ありますので、アップリケ模様の刺しゅうが
終わったら、のりをきれいに拭き取ってくだ
さい。

• きれいに仕上げるために、糸替えごとに余分
な糸は切ってください。
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c a で作ったアップリケ布の裏側に、薄くの
りまたは布用スプレーのりを付けます。土
台布のぬい目に合わせて、アップリケを貼
り付けます。

d 同じ形のサテンぬいの枠模様を選択しま
す。c のアップリケ布と土台布の上に刺
しゅうをして、アップリケを作ります。

枠模様を使ってアップリケをす
る（2）

もう１つのアップリケの作り方です。この方法
では布地を張り替える必要がありません。直線
ぬいで 1 つの模様をぬい、サテンぬいでもう 1
つの模様をぬいます。 

a 直線ぬいの枠模様を選択し、土台布に刺
しゅうします。

b aの刺しゅうの上にアップリケ布を置きま
す。

* このとき、ぬい目がアップリケ布からはみでない
ようにしてください。 

c アップリケ布の上からもう一度同じ枠模様
を刺しゅうします。

お願い
• 枠模様を選ぶときに、大きさやぬい位置を変
えた場合は、サイズと位置を書き留めてくだ
さい。 

a アップリケ布 
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d 刺しゅう機から刺しゅう枠を外し、ぬい目
の外側を切り取ります。

e 同じ形のサテンぬいの枠模様を選択しま
す。

f 刺しゅう枠を刺しゅう機にセットし、サテ
ンぬいの模様を刺しゅうしてアップリケを
作ります。

スティップリングやエコーキル
トを自動的に作る

My Design Center（マイデザインセンター）を

使わずに、本機に内蔵の模様や刺しゅうデータ
の周りにスティップリングやエコーキルト模様
を作ることができます。

a 周りにスティップリングを施したい模様を
選択します。

b 編集ウィンドウで  を押します。

 選択した模様の周囲にスティップリングが自動で

作成されます。
複数の模様を選択するときは、P. 86「複数の模様

を選択する」を参照してください。

お願い
• 布地は刺しゅう枠にはめたまま切ってくださ
い。また、布地に無理な力をかけないでくだ
さい。枠に張った布地がたるむことがありま
す。 

お願い
• 模様の大きさや位置を変えないでください。

• 枠模様を選ぶときに、大きさやぬい位置を変
えた場合は、サイズと位置を書き留めてくだ
さい。 

a アップリケ布 

お知らせ
• この機能で、キルト綿を布にはさんだ状態で
模様とスティップリングをぬうと、刺しゅう
模様とスティップリングがずれる場合があり
ます。模様を刺しゅうしてから、マイデザイ
ンセンターでスティップリング模様を追加す
る方法もあります。詳しくは P. 180「刺しゅ
う模様の周りに飾りぬいをする（キルト機
能）」を参照してください。
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c スティップリングの設定をした後、 を
押します。

a 刺しゅう枠のサイズが選択されると、選択した枠

のサイズに合わせて、スティップリングの範囲が
広がります。選択した枠のサイズより模様が大き
い場合、枠のサイズを示す範囲は灰色の表示にな
ります。

b 模様の輪郭からスティップリングまでの距離を設
定します。

c スティップリングの間隔を設定します。

* エコーキルトを作るときは、スティップリング設

定画面で を押します。

キルトサッシ模様を刺しゅうす
る

刺しゅう枠より大きいキルトサッシ模様は分割
して刺しゅうすることができます。
あらかじめ刺しゅうしたいキルトサッシの大き
さを測っておきます。

a  を押します。

b キルトサッシ模様を選択して、 を押
します。

a

b

c
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c 幅の数値を入力してから を押し、同

様に高さとキルトサッシ模様の帯幅をそれ

ぞれ指定します。3 つの数値を入力した

ら、 を押します。

a 幅

b 高さ

c キルトサッシ模様の帯幅

* 数値を消去するときは、 を押します。

 指定値を反映した模様が表示されます。

d 分割模様を確認して、 を押します。

a 糸色を変えることができます。

 分割模様のデータがミシンに記憶されます。

e 続けて模様を刺しゅうするときは、 

を押します。

f 刺しゅう方法を選択し、 を押します。

a 内蔵カメラで位置合わせをして刺しゅうするとき

は、模様全体が表示されたキーを押します。

b 目視で位置合わせをして刺しゅうするときは、刺
しゅうしたい個所が表示されたキーを押します。

* 本書は aの方法を紹介しています。b の方法は

P. 132「分割模様を刺しゅうする」を参照してく

ださい。

g  を押します。

h 最初の模様が縫製範囲に収まるように布地
を刺しゅう枠に張り、刺しゅう枠をミシン
に取り付け、スキャンします。背景スキャ
ンについては、P. 93「布地を表示して縫
製位置を合わせる」を参照してください。

お知らせ
• 分割模様のデータを USB などの外部メディ
アに記憶することはできません。

c

b

a

a

ba
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i 模様の移動や回転をして、背景に合わせま
す。

• 模様の移動については、P. 63「模様を移動す
る」を参照してください。

• 模様の回転については、P. 63「模様を回転さ
せる」を参照してください。

j 最初の模様を刺しゅうします。

k 最初の模様がぬい終わると、次のメッセー

ジが表示されます。  を押します。

 布地を枠に張り直し、2 番目の刺しゅうに移りま

す。

l  を押します。

m  を押します。

n「3つの模様をつなげる」のP. 136手順mか
ら P. 138 手順s に従って残りを刺しゅう
します。
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分割模様を刺しゅうする

刺しゅう PRO バージョン 7 以降で作成した分割

模様を刺しゅうすることができます。大型の刺
しゅう模様の場合は、刺しゅう枠よりも大きな
刺しゅうデザインが複数のセクションに分割さ
れ、それぞれのセクションを刺しゅうした後に
それを組み合わせて 1 つの模様を作ることにな

ります。

分割模様の作成および、より詳しい刺しゅうに
ついては、刺しゅう PRO に付属している取扱説

明書を参照してください。

以下の手順は、USB メディア／ SD カードから

下図の分割模様を呼び出し、刺しゅうする方法
を説明しています。

■ 手動で模様をつなぐ

a 作成した分割模様が保存されたメディアを
ミシンに接続し、刺しゅうしたい分割模様
を選択します。

* 模様の呼び出しについて詳しくは、P.115「USB
メディア／ SD カードから呼び出す」を参照して

ください。

 分割模様を選択するための画面が表示されます。

b 刺しゅうする模様 を選択します。

* 模様はアルファベット順に選択します。
* 模様がすべて表示されていないときは、必要に応

じて、バーをスクロールしてください。

c 必要に応じて、 を押して模様を編集

します。  を押して、縫製画面を表示

します。

お願い
• カメラを使って模様をつなげて分割模様を刺
しゅうするときは、模様全体が表示された
キーを押してください。詳しくは、P. 133

「カメラを使って模様をつなぐ」を参照してく
ださい。

お知らせ

• 縫製画面で を押すと、模様を左または右

方向に回転させることができます。
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d スタート／ストップスイッチを押して、
パーツの刺しゅうを始めます。

e 刺しゅうが終わると、次の画面が表示され
ます。  を押します。

 分割模様のパーツを選択するための画面が表示さ

れます。

f 手順b からe を繰り返し、模様の残りの
模様を組み合わせていきます。

■ カメラを使って模様をつなぐ

a 分割模様を呼び出します。

b 全体表示の模様を選択し、  を押しま
す。

 内蔵カメラで分割模様をつなげます。

c 1 番目の模様を刺しゅうします。

d P. 134「3 つの模様をつなげる」の手順m
からq に従って、残りの模様を刺しゅう
します。
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糸印の代わりに内蔵カメラを使用して、縫製画面で刺しゅう模様をつなぐことができます。
刺しゅう模様の大きさに合わせて、適切な刺しゅう枠を選んでください。このとき、模様から刺しゅ
う枠の縫製範囲まで 3 cm 程度空くようにしてください。この機能で模様つなぎをする場合、別売の

刺しゅう枠縦 20 mm × 横 60 mm は使用できません。

3 つの模様をつなげる

例：

a 模様 A

b 模様 B

c 模様 C

a はじめに模様Aを選択し、 を押します。

b 上糸と下糸をミシンにセットします。

c この例では、刺しゅう枠（L）縦 180 mm × 
横 130 mm に布地を張り、枠をミシンに
セットします。

d  を押して、縫製画面を表示します。

e  を押します。

f  を押します。

  が画面に表示され、  が に変わりま

す。

カメラを使って模様をつなげる

お知らせ

• 縫製中に  を押すことができます。

• 模様つなぎ中は、ミシンに模様を記憶するこ
とはできません。
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g 刺しゅう押えを下げて、1 番目の模様を刺
しゅうします。

h 1 番目の模様がぬい終わると、次のメッ
セージが表示されます。  を押します。

i 次のメッセージが表示されたら、 を押
します。

j 2番目の模様Bを選択し、 を押します。

k を押し、模様のつなぎ方を選択しま

す。

 模様つなぎ設定画面が表示されます。

お知らせ
• この画面で 2 番目の模様を編集することがで
きます。
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l 2 番目の模様の位置を選択します。位置を

設定したら、 を押します。

a つなぐ位置

b 1 番目の模様 A

c 2 番目の模様 B

* 2 番目の模様の位置は、以下のキーを使って調整

できます。

 メッセージが表示され、 を押すと、キャリッ

ジが移動します。

m 刺しゅう位置合わせシールを、2 つ用意し
ます。内蔵カメラが位置合わせマークを検
出できるように、画面の指示に従って、刺
しゅう位置合わせシールを 2 つ布地に貼り
ます。

n 画面を見ながら、1 つ目の位置合わせシー

ルを赤い線の中に収まるよう、シールの四

隅を両手で押え付けて布地に貼ります。画

面で見て、シールの大きな円が上側になる

ようにします。 を押します。

 内蔵カメラが、1 つ目の位置合わせシールの検出

を開始します。

2 番目の模様を 1 番目の模様の周囲のいずれかの位

置に配置します。キーを押すたびに、2 番目の模様

は時計回りに移動します。

2 番目の模様を 1 番目の模様の周囲のいずれかの位

置に配置します。キーを押すたびに、2 番目の模様

は 1 番目の模様の周囲を反時計回りに移動します。

2 番目の模様を時計回りに 90 度回転します。

2 番目の模様を移動します。

お願い
• 2 番目の模様は、自動的に 1 番目の模様に結
合されます。2 番目の模様の位置を手動で変

更したいときは、 を使って調整してく

ださい。

• 2 番目の模様の位置は、指または付属のデュ
アルタッチペンでも移動できます。

• 模様をつなぐ位置を変更するとき、1 番目の

模様の角や各辺の中心に合わせる場合、 、

または を使用してください。

a

b

c

お願い
• 位置合わせシールは、付属のものを使用して
ください。または、お買い上げの販売店で専
用シール （取扱説明書（実用編）の「別売
品」を参照）を購入してください。上記以外
のシールを使用すると、カメラがシールを検
出できないことがあります。

• 刺しゅう位置合わせシールは、粘着力が強い
ので、模様つなぎに最適です。上記以外の
シールを使用すると、はがれる場合がありま
す。シールがはがれると、模様をつなぐこと
ができません。
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o 画面を見ながら、2 つ目の位置合わせシー
ルを赤い線の中に収まるよう、シールの四
隅を両手で押え付けて布地に貼り、 を
押します。

 内蔵カメラが、2 つ目の位置合わせシールの検出

を開始します。

p 2 つの位置合わせシールが検出されると、
次のメッセージが表示されます。

a 縫製範囲

2 つの位置合わせシールがはがれないよう

に注意して、ミシンから刺しゅう枠を取り
外し、布地を張り直します。その際、次に
刺しゅうする模様と 2 つの位置合わせシー

ルが、刺しゅう枠の縫製範囲に収まってい
ることを確認します。刺しゅう枠をミシン

にセットして、 を押します。

a 次に刺しゅうする模様の位置

b シールの大きい円の中心

 内蔵カメラが 2 つの位置合わせシールの検出を開

始します。

お願い
• 1 つ目の位置合わせシールをはがして、2 つ
目の位置合わせに使用しないでください。

• 位置合わせシールは、常に新しいものを使用
してください。一度使用したシールは、はが
れやすくなります。検出中にシールがはがれ
ると、模様をつなぐことができません。

• 位置合わせシールを布地へ貼るときは、指先
で四隅をしっかりと押え付けてください。
シールがしっかり貼られていない場合、カメ
ラが誤検出する可能性があります。

• 次のメッセージが表示された場合は、位置合
わせシールを正しい位置へ貼り直してくださ
い。その際、大きな円が上側にあることを確
認してください。

a

a

b
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q 2 つの位置合わせシールが検出されたら、
を押し、シールをはがします。

r 刺しゅう押えを下げて、2 番目の模様を刺
しゅうします。

 刺しゅうが終わると、次の画面が表示されます。

3 番目の模様を選び、 を押します。

s 次のメッセージが表示されたら、 を押
します。

t 3番目の模様Cを選択し、 を押します。

お願い
• 以下のいずれかのメッセージが表示された場
合は、布地を張り直してください。画面の指
示に従って、次に刺しゅうする模様と 2 つの
位置合わせシールを縫製範囲に収めます。 

を押して、位置合わせシールの検出を

開始します。

• 次に刺しゅうする模様と位置合わせシールの
大きな円の中心が縫製範囲に収まらない場合、
位置合わせを中断します。画面の指示に従っ
て、位置合わせシールを再配置してください。
シールの再配置については、P. 140「位置合
わせシールの位置を変更する」を参照してく
ださい。

• 検出中にシールがはがれると、模様をつなぐ
ことができません。その場合は、作業をはじ
めからやり直してください。

• 位置合わせを終了するときは、 を押しま

す。
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u を押し、模様のつなぎ方を選択しま

す。

 模様つなぎ設定画面が表示されます。

v 画面を確認しながら、3 番目の模様をつな
ぐ位置を選びます。

この例では、 を 2 回押してから、 を押しま

す。位置を設定したら、 を押します。

a つなぐ位置

b 2 番目の模様 B

c 3 番目の模様 C

 メッセージが表示され、 を押すと、キャリッ

ジが移動します。

次の模様の位置合わせは、P. 136 手順n から

P. 138 手順q に従って残りを刺しゅうします。

w 刺しゅう押えを下げて、3 番目の模様を刺
しゅうします。

 刺しゅうが終わると、次の画面が表示されます。

を押して、模様つなぎ機能を終了します。

 刺しゅうが終わると、画面右下に表示されていた

が消えます。

3 つの模様をつなぐことができました。

お知らせ
• この画面で 3 番目の模様を編集することがで
きます。

a

b

c
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位置合わせシールの位置を変更
する

つなげたい模様や位置合わせシールが縫製範囲
にうまく収まらない場合は、P. 137 の手順o

の後に表示される画面指示に従って、シールを
移動してください。
例として、刺しゅう枠（M）縦 100 mm × 横 100 
mm を使用して下記のように模様をつなぐ場合

は、シールを移動するための指示画面が表示さ
れます。

a 模様 A

b 模様 B

a P.134「3 つの模様をつなげる」の手順a
からo に従って、刺しゅう枠（M）縦
100 mm × 横 100 mm を使用して、1 番目
の模様を刺しゅうして 2 番目の模様をつな
げます。

b 2 番目の模様や布地に貼られた位置合わせ

シールが縫製範囲を超えそうな場合、

P. 137 の手順p で次のメッセージが表示

されます。画面に表示されるように、刺

しゅう枠を張り替えて、 を押します。

a 縫製範囲

a ぬい終わった一番目の模様

b 次に刺しゅうする模様

a

a

b



カメラを使って模様をつなげる

141

編
集

の
応

用

3

c シールが検出されたら、 を押し、シー
ルをはがします。

d 2 番目の模様や位置合わせシールのマーク
が縫製範囲に収まるようにするために、画
面の指示に従って、もう一度位置合わせ
シールを貼ります。1 つ目のシールを貼
り、 を押します。

 カメラが 1 つ目の位置合わせシールの検出を開始

します。

e 2 つ目のシールを貼り、 を押します。

 カメラが 2 つ目の位置合わせシールの検出を開始

します。

お願い
• 次のメッセージが表示されたら、画面の指示

に従って、布地を張り直して を押して

ください。
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f 2 つの位置合わせシールが検出されると、
次のメッセージが表示されます。位置合わ
せシールがはがれないように注意して、画
面に表示された例のように布地を張り直し
ます。

a 縫製範囲

a 次に刺しゅうする模様の位置

g を押した後、P. 138 の手順q 以降の

作業を続けます。

レジューム機能

模様つなぎ機能を使用中にミシンの電源を切っ
た場合、再度電源を入れたときにミシンが自動
的に中断された作業を再開します。再開する工
程は、電源が切られたときの作業段階によって、
以下のように分けられます。

例：2 つ模様をつなぐとき

a

a

1 番目の模様を選択します。模様つなぎキー を押します。

1 番目の模様の刺しゅうを開始します。



1 番目の模様の刺しゅう完了 (A)
この枠内の工程途中でミシン本体の電源を切った場合、再度電源

を入れるとミシンは (A) の工程から再開します。



2 番目の模様を選択します。



 を押します。



模様をつなぐ位置を設定します。


カメラによる位置合わせシール（2 箇所）の検出を開始します。



位置合わせシールの検出完了 (B)
この枠内の工程途中でミシン本体の電源を切った場合、再度電源

を入れるとミシンは (B) の工程から再開します。



布地を張り替えます。


カメラによる位置合わせシール（2 箇所）の検出を開始します。


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位置合わせシール（2 箇所）の検出完了



2 番目の模様の刺しゅうを開始します。



2 番目の模様の刺しゅうを完了します。
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マイデザインセンター
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146

My Design Center（マイデザインセンター）で、以下の機能を使用することができます。

• 手描き機能 - 液晶画面に模様を描いて、刺しゅう模様を作成します。

• スキャン機能 - 内蔵カメラで対象をスキャンして刺しゅう模様を作成できるほか、USB メディアや SD
カードからデータを取り込んで刺しゅう模様を作成することができます。

また、作成した刺しゅう模様と内蔵模様を組み合わせることもできます。

My Design Center（マイデザインセンター）は、ホーム画面の  を押すか、刺しゅう模様選択画

面で  を押して起動します。

MY DESIGN CENTER（マイデザインセンター）

 注意
• 指または付属のデュアルタッチペンで画面をタッチしてください。シャープペンシルやドライバー

など、先がとがったものや硬いもので押さないでください。また、画面を強く押さないでくださ
い。故障の原因となります。

• 周囲の温度や環境によっては、画面全体または一部が暗く、もしくは明るく見えることがありま
す。故障ではありません。画面が見にくいときは、明るさを調整してください。
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* ドローエリア

ドロー画面について

a

u

h

c d

o

f

g

j
i

l
k

t s r q

m

 * e

n

p

b

お知らせ
• ドローできる領域は、刺しゅう枠の縫製範囲内と同じ 408 mm × 272 mm です。作成した模様が、予想
より大きい場合があります。その場合は、デザインを刺しゅうデータに変換したあと、模様のサイズ調
整を行ってください。
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■ キーのはたらき

No. 表示 キーの名称 はたらき 参照

ページ

a 拡大キー 模様を拡大表示します。 150

b ハンドキー 拡大画面で表示領域を動かすことができます。 —

c スキャンキー スキャンする下絵や線、イラストを選択します。 160、 164、 
167

d 呼び出しキー ミシン本体や USB メディア、SD カード、パソコンから My Design 
Center（マイデザインセンター）で作成した模様データを呼び出しま

す。

—

e ペンツールキー 線を描いて、線の色を設定します。線の種類やステッチの種類、色な

どを好みに合わせて選択できます。

 を押すと、ドローエリアに配置された模様の線から、色とス

テッチの種類を抽出します。抽出した色は、カラーバーや Line 
Property（線プロパティ）画面に「選択中の色」として示されます。

149

f ブラシツールキー ブラシで塗ったり、塗りつぶすブラシの色を設定します。ブラシの種

類やタタミぬいの種類、色などを好みに合わせて選択できます。ブラ

シで描いた線や塗りつぶした面を、タタミぬいの刺しゅうデータに変

換します。

 を押すと、ドローエリアに配置された模様の面から、色とタタ

ミぬいの種類を抽出します。抽出した色は、カラーバーや Region 
Property（面プロパティ）画面に「選択中の色」として示されます。

151

g 消しゴムキー 描いた線や図形を消します。消しゴムの大きさや形を選択できます。 153

h スタンプキー スタンプ図形を選択します。 152

i 大きさキー 選択部分の大きさを変更します。 153、171

j 回転キー 選択部分を回転します。 153

k 反転キー 模様が左右に反転します。 154

l 複製キー 選択部分を複製します。複製直後に拡大や縮小、回転、移動などがで

きます。

154

m 切り取りキー 選択部分を切り取ります。 154

n 貼りつけキー 複製キーで複製された選択範囲、または切り取りキーで切り取られた

範囲を貼りつけます。

154

o 次へキー キーを押すと、ステッチ設定画面に変わります。 —

p 記憶キー 作成した模様データを記憶します。 —

q 選択キー 指やデュアルタッチペンで移動またはコピー、消去、サイズ変更、回

転させる線や図形を選択します。

153

r やり直しキー 取り消した最後の動作をやり直します。 —

s 戻るキー 最後の操作を取り消して、直前の状態に戻ります。キーを押すたびに

操作が 1 つずつ取り消されます。

—

t 全削除キー 線や図形データをすべて削除して、起動時の白紙の状態にします。取

り込んだ下絵も削除されます。

—

u キャンセルキー キーを押すと My Design Center（マイデザインセンター）を終了しま

す。すべての線や図形データが消去されます。

—
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模様を作る前に

画面上の模様は、実際の大きさより小さく表示
されます。［Embroidery Frame Display（刺しゅ

うの枠表示）］の設定で、実際の模様サイズを確
認することができます。
設定画面の［Embroidery Frame Display（刺

しゅうの枠表示）］では、刺しゅう枠とグリッド
を個別に設定することができます。使用可能な
刺しゅう枠とグリッドの種類について詳しくは、
P. 107「刺しゅうの枠表示を変える」を参照し

てください。

a  を押します。

b［Embroidery Frame Display（刺しゅうの
枠表示）］でグリッド表示を選択します。

a 刺しゅう枠の種類

b グリッドの種類

* 10 mm または 25 mm のグリッドが選択できます。

線を描く

a を押して、線を描きます。

■ 線やステッチの種類、色を設定する

線やステッチの種類、色はいつでも設定や変更が
できます。また、線を引く前にこれらを設定する
こともできます。

a を押して、線やステッチの種類、色を

設定します。

a

b

お知らせ

•  を押すと、線と区別するために、面部分

の表示が薄くなります。
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 設定画面が表示されます。
 

a 線の種類

b ステッチの種類

c 線の色選択：線を描くペンの色を、カラーパレッ
トから選択します。

線の種類

ステッチの種類

b  を押すと、ドロー画面に戻ります。

 選択したステッチの種類と色を確認できます。

a カラーバー

b ステッチの種類

c を押してから線を選択すると、線がカ

ラーバーの色に変わります。

 繋がっている線も選択した色に変わります。

手書き線を描きます。

手書き線を描きます。線は自動的に始点と終

点を結びます。

直線を引きます。

選択した位置毎に直線の向きが変わります。

始点の近くに終点を作ると、閉じた図形が作

られます。

サテンぬい

走りぬい

3 重ぬい

キャンドルウィックステッチ

チェーンステッチ

E ステッチ

V ステッチ

モチーフぬい

モチーフ模様を選択してください。

モチーフ模様の選択画面を表示して、 

を押すと、模様を選択できます。

作成する領域の線をぬわないようにします。

領域を作成すると、灰色の線で区別されます。

a

c

b

お知らせ

• 線をうまく選択できないときは、  を押

して拡大表示してください。イメージの拡大
表示について詳しくは、 P. 73「画面に模様を
拡大表示する」を参照してください。

• を押してから、ドローエリア内の模様の

色を選択すると、他の模様に線の色を適用で
きます。

a  を使い、線の色を選択します。

b  を押してから線の色を変えたい模様を

選択すると、色が変わります。

a

b

a

b
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模様を塗る

a を押してブラシで塗ります。

■ ブラシの種類とステッチの種類、塗

りつぶしの色を設定する

a を押して、ブラシの種類と塗りつぶし

のステッチの種類、色を設定します。

 設定画面が表示されます。

a ブラシの種類

b ステッチの種類

c 塗りつぶしの色の選択： ブラシの色を、カラーパ
レットから選択します。

ブラシの種類

ブラシのサイズを選択するときは、  または 

を押します。

ステッチの種類

ステッチで模様をぬりつぶしたくない時は、 

を選択します。

b  を押すと、ドロー画面に戻ります。

 選択したステッチの種類と色を確認できます。

a カラーバー

b ステッチの種類

* スティップリングや飾り模様ぬいを選択中は、ス
テッチが表示されます。

c を押してからブラシの線を選択して、

色とステッチの種類を変更します。設定し
た色やステッチの種類は、ペンやブラシで
作った閉じた線にも適用できます。

c

a

b

角ブラシ

丸ブラシ

タタミぬい

スティップリング

飾り模様ぬいを選択します。

模様の選択画面を表示して、  を押す

と、模様を選択できます。

b

a
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スタンプキーの使い方

a を押します。

b スタンプの種類と図形を選択します。

a スタンプ図形

b スタンプの種類

c 保存した刺しゅう模様の輪郭

d 刺しゅう枠の刺しゅう範囲

スタンプ図形

スタンプの種類（基本図形のみ）

* 輪郭（ ）、タタミぬい（ ）、輪郭とタタ

ミぬい（ ）は基本図形の中から選択できま

す。

保存した刺しゅう模様の輪郭

刺しゅう枠の刺しゅう範囲

*  を押すと、ドロー画面に戻ります。

お知らせ
• 塗りつぶす領域をうまく選択できないときは、 

 を押して拡大表示してください。

• を押してから、ドローエリア内の模様の

色を選択すると、他の模様に塗りつぶし色を
適用できます。

a  を使い、塗りつぶしの色を選択しま

す。

b  を押してから塗りつぶしの色を変えた

い模様を選択すると、色が変わります。

a

b

基本図形

閉じた図形

開いた図形

輪郭

タタミぬい

輪郭とタタミぬい

刺しゅう模様の輪郭をスタンプ図形として登

録できます。スタンプ図形として登録できる

のは 20 個までです。登録した図形が 20 個以

上になると、古い図形から削除されます。ス

タンプ図形の登録方法について、詳しくは、

P. 180「刺しゅう模様の周りに飾りぬいをする

（キルト機能）」を参照してください。

刺しゅう枠に合わせて模様を配置するため、

刺しゅう可能な範囲を選択します。

c

b

da
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c  を押してスタンプを選択します。

 ドロー画面が表示されます。

* 模様を作成した直後に、  または  を押し

て、図形のサイズ変更や回転、移動することがで
きます。

消しゴムキーの使い方

a  を押します。

b 消しゴムの形を選択します。

* 消しゴムのサイズを選択するときは、 または 

 を押します。

c キーの状態で、消去したい範囲や線に

沿ってドラッグします。

選択キーの使い方

模様の一部を選択して移動または編集できます。
一部のキーは、模様を選択しているときのみ、
有効になります。

a  を押します。

b 編集範囲の選択方法を選びます。

a 描いた四角の中にある模様が選択されます。

b 描いた多角形の中にある模様が選択されます。

a b
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c 編集したい範囲を選択し、 を押しま

す。
* 編集する範囲を選択したいときは、デュアルタッ

チペンを液晶画面上でドラッグすると編集する範
囲が赤い枠で囲まれます。

d 使用可能なキーで模様を編集します。（そ
れぞれのキーについて詳しくは、P. 148

「キーのはたらき」を参照してください。）

e を押して、ステッチを設定します。
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刺しゅう模様を作成する前に、線状のぬい目やタタミぬい、スティップリングなどの面状のぬい目に
さまざまなぬい方を設定します。また、P. 151「模様を塗る」で選択したぬい方に対して、詳細な設

定をすることもできます。
設定した後、  を押して刺しゅうを始めます。

それぞれの模様にぬい方を設定
する

ステッチ設定画面で模様を選択して、線や面の
ぬい方を設定します。複数の模様が選択されて
いる場合、指定したぬい方が、選択しているす
べての模様に適用されます。

ドロー画面でデザインを作成したら、 を押

してステッチ設定画面を表示します（P. 147）。

■ 線ぬいの設定

a 選択した線のステッチの種類や色を表示します。
設定は変更することができます。

b 変更したい線を選択します。

c 選択した線のぬい方設定を表示します。設定は変
更することができます。

線のぬい方を設定する
線ぬい部分に適用したいステッチを、サテンぬい

（ ）、走りぬい（ ）、3 重ぬい（ ）、

キャンドルウィックステッチ（ ）、チェーン

ステッチ（ ）、E ステッチ（ ）、V ステッ

チ（ ）、モチーフぬい（ ）から選びます。

サテンぬい 

走りぬい /3 重ぬい

* どちらも以下のぬい方設定ができます。

キャンドルウィックステッチ 

チェーンステッチ 

E ステッチ 

ステッチ設定画面

a

c

b

［Zigzag 

width（サテン幅）］

線ぬい部分に使うサテンぬいの幅を指定しま

す。

［Density（糸

密度）］

模様の線ぬい部分に使うサテンぬいの糸密度

を指定します。

［Run Pitch
（走りピッチ）］

直線ぬいの長さを指定します。

［Size（サイ

ズ）］

模様の大きさを拡大・縮小します。

［Spacing

（間隔）］

キャンドルウィックステッチの間隔を指定し

ます。

［Size（サイ

ズ）］

模様の大きさを拡大・縮小します。

［Thickness

（重なり）］

同じ部分を繰り返しぬう回数を指定します。

［Stitch 

Width（ステッチ

幅）］

模様の大きさを拡大・縮小します。

［Spacing

（間隔）］

E ステッチの間隔を指定します。

［Thickness

（重なり）］

同じ部分を繰り返しぬう回数を指定します。

［Flip（反転）］ 線の飾りを内側か外側にするかを指定しま

す。
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V ステッチ 

モチーフぬい 

■ 面ぬいの設定

a 選択した面のステッチの種類や色を表示します。

設定は変更することができます。

b 変更したい面を選択します。

c 選択した面のぬい方設定を表示します。設定は変

更することができます。

タタミぬい設定 

スティップリング設定 

飾り模様ぬい設定 

a  を使って、線ぬいまたは面ぬい部分

を選択します。

   を押すごとに、選択部分が強調表示され

ます。

b 変更する設定を選択した後、表示された
ポップアップ画面で設定を変更します。

（ここでは例として、タタミぬいのぬい角
度を変更します。）

 設定画面が表示されます。

［Stitch 

Width（ステッチ

幅）］

模様の大きさを拡大・縮小します。

［Spacing

（間隔）］

V ステッチの間隔を指定します。

［Thickness

（重なり）］

同じ部分を繰り返しぬう回数を指定します。

［Flip（反転）］ 線の飾りを内側か外側にするかを指定しま

す。

［Size（サイ

ズ）］

模様の大きさを拡大・縮小します。

［Spacing

（間隔）］

モチーフぬいの間隔を指定します。

［Flip（反

転）］

線の飾りを内側か外側にするかを指定しま

す。

［Direction（ぬ

い角度）］

ぬい角度を指定します。［Manual（手動）］

を選択すると、タタミぬいのぬい角度を変更

できます。

［Density（糸

密度）］

タタミぬいの糸密度を指定します。

［Pull 

compensation（縮

み補正）］

ぬい目をやや短くしたり長くしたりして、模

様のぬい縮み補正を指定します。試しぬいの

後に模様のぬい縮み具合を確認してから、設

定を変更します。

［Under 

sewing（下打ち）］

布を安定させるために、必要に応じて下打ち

の有無を選択します。

a

c

b

［Run Pitch

（走りピッチ）］

スティップリングのぬい目の長さを指定しま

す。

［Spacing（間

隔）］

スティップリングをする時のステッチの間隔

を指定します。

［Distance（距

離）］

模様の輪郭との間隔を指定します。

［Stitch（ぬ

い目）］

ぬいの種類を指定します。

［Size（サイ

ズ）］

模様の大きさを拡大・縮小します。

［Direction（ぬ

い角度）］

模様の回転角度を指定します。

［Outline（アウ

トライン）］

［ON］または［OFF］を選択して、輪郭を刺

しゅうデータに変換するか指定します。

［ON］を選択すると、渡り糸の数を減らすこ

とができます。

［Random shift

（ゆらぎ）］

線をランダムに揺らします。

［Position 

Offset（位置のオフ

セット）］

模様の基点位置を指定します。
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c  を押して、  を使ってぬい角度を

変更します。

d  を押して設定します。

* 同様に、ほかの設定も変更します。

一括でぬい方を設定する

同じぬい種類の複数の模様に対して、一括でぬ
い方を設定できます。

a   で設定を変更する模様を選択して、 

を押します。

a  を押すと、糸色など様々な情報を確認するこ

とができます。

 同じぬい種類が一括で選択されます。

a
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b P. 155「それぞれの模様にぬい方を設定す
る」の手順b からd を参照して、設定
を変更します。

c を押して を押し、編集画面を表
示します。

a 模様を拡大して確認するときは、 を押しま

す。

b  を押して、刺しゅうデータを保存します。

b

a
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スキャン枠を使用する

a お好みのイラストなどを準備します。

b スキャンする紙をスキャン枠に配置し、マ
グネットで固定します。

* スキャンする対象が隠れていないことを確認し
て、紙の周りの 6 カ所をマグネットで固定しま

す。

MY DESIGN CENTER（マイデザインセンター）でス
キャンする

 注意
• スキャン中に刺しゅう押えがスキャン枠

に当たると、けがをするおそれがあるた
め、次の点に注意してください：厚みが
ある紙や布、しわや折り目がある紙や布
は、スキャン枠と刺しゅう押えが近くな
りすぎるため、スキャン中に巻き込むお
それがあります。

お知らせ
• スキャンする時、スキャン枠に配置できる紙
は 1 枚のみです。

お願い
• スキャン枠に紙を置いた時にホワイトバラン
スエリアが隠れていないことを確認してくだ
さい。正しくスキャンできないおそれがあり
ます。この時、スキャン可能エリアにスキャ
ン対象が収まるように配置してください。ス
キャン対象がスキャン可能エリアから出てい
るとスキャンされません。

a ホワイトバランスエリア

b スキャン可能エリア

• ホワイトバランスエリアやスキャン可能エリ
アに傷や汚れが無いことを確認してください。
正しくスキャンできないおそれがあります。

• スキャン対象を固定するときは、スキャン枠
に付属しているマグネットを使用してくださ
い。付属のマグネット以外を使用すると、ス
キャン中にマグネットがミシン本体にくっつ
いて正しくスキャンができないなどの問題が
生じるおそれがあります。

• 紙がしっかりと固定されるようにマグネット
を配置してください。紙が歪んでいるとうま
くスキャンできないおそれがあります。

• スキャン枠が汚れている場合は、水かぬるま
湯を含ませた、やわらかい布を固く絞ってふ
いてください。ふいた後は、乾いたやわらか
い布で水分をふき取ってください。

お知らせ
• スキャン対象が描かれた紙が小さすぎてマグ
ネットで固定できない場合は、大きめの紙に
コピーしてからスキャン枠に置いてください。

a

b
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c 刺しゅう機をミシンに取り付け、ミシンの
電源を入れます。

* P. 13「刺しゅう機を取り付ける」を参照してくだ

さい。

d 押え上下スイッチを押して、刺しゅう押え
を上げ、針上下スイッチを押して、針を上
げます。

* 押えレバーを使うと、刺しゅう押えは充分な高さ
まで上がりません。

e 刺しゅう機にスキャン枠を取り付けた後
は、枠固定レバーを手前に倒しスキャン枠
を固定します。

* P. 34「刺しゅう枠をセットする」を参照してくだ

さい。

■ 刺しゅう枠でスキャンする

刺しゅう枠を使って、線画やイラストをスキャン
することもできます。刺しゅう枠より大きい布地
を刺しゅう枠に張ります。スキャンした紙を布地
に置き、テープで固定します。

a 布地

b テープ

スキャンして取り込んだ下絵を
なぞる

下絵スキャン機能でお好みの写真やイラストな
どを簡単に取り込んで、刺しゅうデータを作成
することができます。

a  を押します。

b  を押します。

 画像表示画面が表示されます。

お願い
• 針から糸が抜けたり、刺しゅう枠に引っかか
らないように、上糸を通していない状態にし
てください。

 注意
• 刺しゅう押えと針はしっかりと上げてく

ださい。刺しゅう押えと針が下がったま
までスキャンが始まると、スキャン枠が
ミシンに当たり、破損する場合がありま
す。

お願い
• 刺しゅう押え＜ Ｗ ＞以外の押えは取り付けな
いでください。押えがスキャンされることが
あります。
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c スキャン枠にマグネットで画像を固定して
から、ミシンにスキャン枠を取り付けま
す。P. 159「スキャン枠を使用する」を参
照してください。

d  を押します。

 次のメッセージが表示されたあと、 を押しま

す。

 スキャンを開始します。

* を押すと、スキャンを中止して手順 d の

画面に戻ります。

e スキャンが終わると、ドローエリアに下絵
が薄く表示されます。

f を押して、付属のデュアルタッチペン

を使って下絵を線でなぞります。

* 線について、詳しくは P. 149「線を描く」を参照

してください。

a 背景の濃淡の調整

*  または  を押して、下絵の濃淡を調整しま

す。

 を押すたびに背景が薄く、線が濃く表示され

ます。  を押すたびに背景が濃く、線が薄く表示

されます。

お知らせ
• スキャンを開始すると、スキャン品質を向上
させるためにミシンの針もとライトが明るく
なることがあります。スキャンが終わると、
元の明るさに戻ります。

お知らせ
• 最後にスキャンした画像はミシンのメモリー
に記憶されます。画像を呼び出すには、

を押します（P. 162）。

a
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g 編集が終わったら、  を押してぬい方
を指定します。

h を押して、編集画面を表示します。

下絵を取り込む

刺しゅうデータを作るための、お好みの画像
データを準備します。パソコンに保存した .jpg
や .bmp、.png ファイルを、USB メディアまた

は SD カードに保存します。 
また、最後にスキャンした 1 画像をミシンのメ

モリーから呼び出すことができます。

a  を押します。

b  を押します。

 画像表示画面が表示されます。

c データが保存されているデバイスを選択し
ます。

d データを選択して、 を押します。

お知らせ
• .jpg ファイルと .png ファイルは 4 MB まで、 

.bmp ファイルは 6 MB までのファイルを取り
込むことができます。いずれの形式の場合も、
取り込み可能な画素数は 3480 × 2450 ピクセ
ルまでです。
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e ドローエリアに選択した画像が薄く表示さ
れます。

* a で下絵の濃淡を調整します。  を押すたびに

背景が薄く、模様の線が濃く表示されます。  を

押すたびに背景が濃く、模様の線が薄く表示され
ます。

a
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線画から刺しゅう模様を作成できます。付属の
スキャン枠を使って線画をスキャンしたり、
USB メディアまたは SD カードから画像を取り

込んで刺しゅう模様を作成できます。

ラインスキャンに適した線画

• 約 1 ㎜の太さの線ではっきりと描かれているも
の。

• 線の明暗がはっきりしているもの。

• 線が短すぎたり密集しすぎていると、正しくス
キャンできません。

スキャン枠でラインスキャンす
る線画を取り込む

a  を押します。

b  を押します。

* 画像を取り込み済みの場合は手順d に進みます。
* 画像を取り込んでいない場合は手順c に進みま

す。

ラインスキャン

お願い
• カラーイラストから刺しゅう模様を作成する
方法について、詳しくは P. 167「イラストス
キャン」を参照してください。

• 線画が思うようにスキャンできなかったとき
は、My Design Center（マイデザインセン
ター）で模様を編集できます。P. 147「ド
ロー画面について」を参照してください。

• 線の太さを認識せずに線画をスキャンします。
線の太さを変更する場合は、設定画面で指定
します。P. 155「ステッチ設定画面」を参照
してください。

• 線画は黒い線でスキャンされます。線の色を
変更する場合は、My Design Center（マイデ
ザインセンター）で変更してください。
P. 149「線を描く」を参照してください。
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c を押します。

* USB メディアや SD カードから画像を取り込むに

は、 または 、 を押します。詳しく

は、P. 162「下絵を取り込む」を参照してくださ

い。
* 画像をスキャンする時、スキャン枠がミシンに取

り付けられていることを確認してください。
P. 159「スキャン枠を使用する」を参照してくだ

さい。

 次のメッセージが表示されたあと、 を押しま

す。

 スキャンを開始します。

* を押すと、スキャンを中止して手順 c の

画面に戻ります。

d スキャンが終わったら、必要に応じて
［Gray-Scale Detection level（白黒 2 階調
化レベル）］を調整します。

［Gray-Scale Detection level（白黒 2 階調化レベル）］

で画像のしきい値を調整できます。

a 線の色とステッチの種類を変更します。

* 設定を調整するべきか分からないときは、設定を
変更せずにこのまま進み、結果を確認します。

* を押すと、スキャンを中止して手順c の

画面に戻ります。

e を動かして、模様にする画像を囲みま

す。

f  を押します。

 変換した画像の確認画面が表示されます。

お知らせ
• スキャンした背景画像を線画データに変換す
ることもできます。このとき、ふたたび線画
をスキャンする必要はありません。

• スキャンを開始すると、スキャン品質を向上
させるためにミシンの針もとライトが明るく
なることがあります。スキャンが終わると、
元の明るさに戻ります。

• 取り込み可能なファイルの詳細は、P. 162
「下絵を取り込む」を参照してください。

お知らせ
• 最後にスキャンした画像はミシンのメモリー
に記憶されます。画像を呼び出すには、

を押します（P. 162）。

a
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g 変換した画像の確認画面で、必要に応じて
［Gray-Scale Detection level（白黒 2 階調
化レベル）］、線の色、ステッチの種類を再
び調整します。

* 設定を調整するべきか分からないときは、設定を
変更せずにこのまま進み、結果を確認します。

* を押すと、画像を拡大することができます。

* を押すと、変換される前の画像が表示さ

れます。変換前後の画像を比較して、必要に応じ
て設定を変更します。

*  を押すと、ひとつ前の画面に戻ります。

 上記の設定を変更すると、キーが  から

 に変わります。 を押して、希望の仕

上がりになることを確認します。

h  を押します。

 ドロー画面が表示されます。

i 必要に応じて、スキャンした画像を編集し
ます。

* 選択した画像がステッチに変換された後、ドロー
画面の背景として表示されます。a で背景の濃淡

を調整します。  を押すたびに背景が薄く、線が

濃く表示されます。  を押すたびに背景が濃く、

線が薄く表示されます。

お願い
• 小さな点や不要な線が表示された場合は、消
しゴムキーで消去してください。

a
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カラーイラストから刺しゅう模様を作成できま
す。付属のスキャン枠を使ってイラストをス
キャンしたり、USB メディアまたは SD カード

から画像を取り込んで刺しゅう模様を作成でき
ます。

イラストスキャンに適したイラスト

• ぼかしやグラデーションなどを含まない、はっ
きりと描かれたもの。

• 5 ㎜四方を超えるもの。

• 単純な形状のもの。

スキャン枠でイラストスキャン
するイラストを取り込む

a  を押します。

b  を押します。

* 画像を取り込み済みの場合は手順d に進みます。

* 画像を取り込んでいない場合は手順c に進みま
す。

c を押します。

* USB メディアや SD カードから画像を取り込むに

は、 または 、 を押します。

 

 次のメッセージが表示されたあと、 を押しま

す。

 スキャンを開始します。

* を押すと、スキャンを中止して手順 c の

画面に戻ります。

イラストスキャン

お知らせ
• スキャンを開始すると、スキャン品質を向上
させるためにミシンの針もとライトが明るく
なることがあります。スキャンが終わると、
元の明るさに戻ります。

お知らせ
• 最後にスキャンした画像はミシンのメモリー
に記憶されます。画像を呼び出すには、

を押します（P. 162）。
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d スキャンが終ったら、スキャン画像確認画
面で、必要に応じて設定を変更します。

お好みの模様に簡単に変換できるよう、画像を調整
します。

* を押すと、スキャンを中止して手順 c の

画面に戻ります。

e を動かして、模様にする画像を囲みま

す。

f  を押します。

 変換した画像の確認画面が表示されます。

g 変換した画像の確認画面が表示された後、
必要に応じて手順 dのように調整します。

* を押すと、画像を拡大することができます。

* を押すと、変換される前の画像が表示さ

れます。変換前後の画像を比較して、必要に応じ
て設定を変更します。

*  を押すと、ひとつ前の画面に戻ります。

 上記の設定を変更すると、キーが  から

 に変わります。 を押して、希望の仕

上がりになることを確認します。

h  を押します。

 ドロー画面が表示されます。

a ［Max. Number of 
Colors（最大色数）］

画像内の色数を指定した色数以下に

して、輪郭を抽出します。

b ［Remove Background
（背景を取り除く）］

背景の色を色数に含めるかどうかを

選択します。

c ［Line（線）］ 輪郭を線として認識するかどうかを

選択します。太い線は、面として検

出することもできます。

線として検出した場合、線の太さや

色を指定できます。

お知らせ

• を押すと、輪郭を検出できます。
指定できる線の太さは、1.0 mm から 5.0 mm
です。

• を押すと、輪郭の色を選択できます。色

選択画面で色を直接タッチするか、  を

使って  を動かして選択します。

c

b

a
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i 必要に応じて、スキャンした画像を編集し
ます。

* 選択した画像がステッチに変換された後、ドロー
画面の背景として表示されます。a で、背景の濃

淡を調整します。  を押すたびに背景が薄く、イ

ラストが濃く表示されます。  を押すたびに背景

が濃く、イラストが薄く表示されます。

a
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My Design Center（マイデザイ
ンセンター）で基本的なス
ティップリングをする

スティップリング模様を作る基本操作を説明し
ます。
例：

a  を押します。

* 刺しゅう模様選択画面で、  を押しても始め

ることができます。

b  を押します。

c 四角形を選択して、 を押します。

d を押します。

スティップリング
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e ハートの図形を選択して、 を押しま
す。

f を押します。

g ハートの図形が四角形に収まるまで を

押してから、 を押します。

h を押して、 を押します。

i を押して、ステッチの色を設定しま

す。色を設定したら、  を押します。
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j スティップリングを施したい領域を選択し
ます。

a この領域を選択します。

k を押します。

l お好みの仕上がりになるようにスティップ

リングを調整し、 を押します。

* 詳しくは P. 155「それぞれの模様にぬい方を設定

する」を参照してください。

m P. 38「模様の編集」の手順に従って、希
望通りの模様に編集します。

スキャンした線画からスティッ
プリング模様を作る

スティップリングを使って、模様を作成します。

例：

a スキャン枠に下絵を配置します。

b  を押します。

* 刺しゅう模様選択画面で、  を押しても始め

ることができます。

a
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c  を押します。

d  を押します。

* 下絵を取り込み済みの場合は手順f に進みます。
* 下絵を取り込んでいない場合は手順e に進みま

す。

e スキャン枠をミシンに取り付けた後、

を押します。

 次のメッセージが表示されたあと、 を押しま

す。

 スキャンを開始します。

* を押すと、スキャンを中止して手順 e の

画面に戻ります。

お知らせ
• スキャンを開始すると、スキャン品質を向上
させるためにミシンの針もとライトが明るく
なることがあります。スキャンが終わると、
元の明るさに戻ります。

• 取り込み可能なファイルの詳細は、P. 162
「下絵を取り込む」を参照してください。
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f スキャンが終わったら  を動かして模様

にする画像を囲み、  を押します。

g 変換した画像の確認画面が表示された後、

必要に応じて画像を調整し、 を押しま

す。

 ドロー画面が表示されます。

h 模様の輪郭のぬい方を設定するために、

を押してから を押します。

i を押してから、 を押します。

輪郭をぬわない設定になります。
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j 模様の輪郭を選択します。

a 模様の輪郭

k 周囲にスティップリングを施すステッチの

色を選択するために、  を押します。

l  を押してからステッチの色を選択し、 

を押します。

m 周囲にスティップリングを施すステッチの
線を選択します。

a ステッチの線

a

a
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n ステッチの色と種類を設定するために、

 を押してから  を押します。

o を押して、ステッチの色を設定しま

す。色を設定したら、  を押します。

p スティップリングを施したい領域を選択し
ます。

a スティップリングを施す領域

q P. 170「My Design Center（マイデザイン
センター）で基本的なスティップリングを
する」の手順 k 以降に従ってください。

a
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布をスキャンしてスティップリ
ングする

布の柄とスティップリング模様を組み合わせま
す。

a 刺しゅう枠に布地を張ります。

b  を押します。

* 刺しゅう模様選択画面で、  を押しても始め

ることができます。

c  を押します。

d  を押します。

 画像表示画面が表示されます。

e 刺しゅう枠をミシンに取り付けた後、

を押します。 

 次のメッセージが表示されたあと、 を押しま

す。

 スキャンを開始します。

* を押すと、スキャンを中止して手順 e の

画面に戻ります。

お知らせ
• 液晶画面の説明ではスキャン枠を使ってス
キャンするように示していますが、この例で
は刺しゅう枠を使ってスキャンします。

• スキャンを開始すると、スキャン品質を向上
させるためにミシンの針もとライトが明るく
なることがあります。スキャンが終わると、
元の明るさに戻ります。

• 取り込み可能なファイルの詳細は、P. 162
「下絵を取り込む」を参照してください。
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f  を押します。

g 円形を選択して、 を押します。

h 円形を拡大または縮小するために、 を

押します。

i 円形が布の模様に一致するまで を押

し、 を押します。

*  を使用して、円形を布の柄の位置と揃え

ます。
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j ステッチの色と種類を設定するために、

 を押してから  を押します。

k を押して、ステッチの色を設定しま

す。色を設定したら、  を押します。

l スティップリングを施したい領域を選択し
ます。

m 模様の輪郭のぬい方を設定するために、

を押してから を押します。
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n を押してから、 を押します。輪郭

をぬわない設定になります。

o 模様の輪郭を選択します。

a 模様の輪郭

p P. 170「My Design Center（マイデザイン
センター）で基本的なスティップリングを
する」の手順 k 以降に従ってください。

 初めにスキャンした布に刺しゅうします。

刺しゅう模様の周りに飾りぬい
をする（キルト機能）

刺しゅう模様の周りにスティップリングを施し
てキルト作品を作ることができます。

a 布ではさんだキルト綿を刺しゅう枠にはめ
て、ミシンに刺しゅう枠を取り付けます。

b ホーム画面で を押して、周りに飾りぬ

いを施す模様を選択し、編集画面で  

を押します。

 模様の輪郭が表示されます。

c を押します。

 メッセージが表示されて、模様の輪郭が My 
Design Center（マイデザインセンター）のスタン

プ図形に登録されます。  を押します。

お知らせ
• きれいに刺しゅうするために、縫製速度を遅
くしてください。

a
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d  を押して縫製画面に進み、模様を刺

しゅうします。

e ホーム画面で  を押して、My Design 

Center（マイデザインセンター）を起動し

ます。

f を押して、刺しゅうされた布をスキャ

ンします。詳しい手順については、P. 162
「下絵を取り込む」を参照してください。

g 、  の順に押し、手順 c で登録した

スタンプ図形を呼び出し、スキャンした模
様の上に配置します。

h を押してから、スタンプ図形または長

方形を選択して、縫製する領域を決定しま
す。

a スタンプ図形または長方形

i を押して、飾りぬいに使う柄と色を選

択します。

お願い
• 領域を手で描く場合、閉じた形になるように
描いてください。領域が閉じていないと、領
域を正しく飾りぬいができません。

a
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j を押してから、スタンプ図形の外側の

ステッチする領域を塗りつぶします。

a 塗りつぶす領域

k 手順h で縫製する領域にスタンプ図形を

選択したときは、 を押して、 を押し

ます。 を押して、外枠の線を選択しま

す。

a スタンプ図形の外枠の線

l を押します。

m ステッチ設定画面でぬい方を設定して、

を押します。

n 刺しゅう模様の周りをスティップリングし
ます。

a

a
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ミシンが思いどおりに動かないときは、修理を依頼する前に次の項目およびブラザーのサポートサイ
ト（ http://s.brother/cpdad/ ）の Q&A を確認してください。

それでも改善されない場合は、お買い上げの販売店、または「お客様相談室（ミシン 119 番）」にご

相談ください。

こんなときは

ミシンに何か問題が起こった場合は、次の項目を確認してください。それでも解決できない場合は、

お買い上げの販売店または「お客様相談室（ミシン 119 番）」にご相談ください。   

   を押すと、刺しゅうしていて困ったときに解決方法をご覧いただけま

す。  を押すと、元の画面に戻ります。

■ ぬう前の準備

困ったとき

症状 原因 対処 参照ページ

糸通しができない。 針が正しい位置にない。 針上下スイッチを押して針を上げます。 —

針の取り付け方がまちがっている。 針を正しく取り付け直します。 11

針が曲がっていたり、針先がつぶれている。 新しい針に交換します。 11

上糸の通し方がまちがっている。 上糸を通す順序を確認して、通し直します。 22

糸通しフックが曲がっていて針穴に通ってい

ない。

お買い上げの販売店または「お客様相談室

（ミシン 119 番）」にご相談ください。
—

糸通し装置が動かない、または元の位置に戻

らない。

お買い上げの販売店または「お客様相談室

（ミシン 119 番）」にご相談ください。
—

9 番の針を使っている。 糸通し装置に対応しない針です。手で糸を針

穴に通してください。
25

押えレバーで刺しゅ

う押えを下げること

ができない。

押え上下スイッチを使って、刺しゅう押えが

上げられている。

押え上下スイッチを押して、刺しゅう押えを

下げます。 —

下糸がボビンにきれ

いに巻けない。

下糸巻き案内に糸がしっかりかかっていない。 下糸巻き案内に糸を正しくかけます。 16

ボビンの回転が遅い。
下糸巻き画面で キーを押して、下糸巻き

の回転スピードを速くします。
17

引き出した糸を正しくボビンに巻き付けてい

ない。

引き出した糸は、時計回りに 5 ～ 6 回ボビン

に巻き付けます。
16

空のボビンがピンに正しくセットされていな

い。

空のボビンをピンに正しくセットし、カチッ

と音がするまでボビンをゆっくりと巻きます。
15

下糸巻き中、ボビン

受け座の下に下糸が

巻かれた

はじめて下糸を巻くときに、糸案内に糸が

通っているのを確認したが、下糸が正しく巻

かれなかった。

ボビン受け座の下にからまった糸を取り除き、

糸を巻き直します。

下糸巻きを行うときは、ミシン上部のガイド

イラストに従ってください。

15

下糸を引き出すこと

ができない

針が曲がっている。 新しい針に交換します。 11

下糸のセットのしかたがまちがっている。 下糸を正しくセットし直します。 20

ミシンの操作ができ

ない。
すべてのキーと操作スイッチが でロッ

クされている。

を押して、すべてのキーと操作スイッ

チのロックを解除します。
9、11

液晶画面に何も表示

しない。

電源スイッチが入っていない。 電源スイッチを入れます。 —

電源プラグがコンセントに差し込まれていな

い。

電源プラグをコンセントに差し込みます。 —

液晶画面が見にくい。 画面の明るさ設定が合っていない。 設定画面で［Screen Display Brightness（画面

の明るさ）］を調整します。
—
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■ 刺しゅう中

液晶画面を押しても、

反応しない。

画面がロックされている。 次のいずれかのキーを押して、画面ロックを

解除します。  
—

液晶画面がくもる。 液晶画面が結露している。 しばらくすると、結露や曇りはなくなります。 —

刺しゅう機が動かな

い。

刺しゅう機が正しくセットされていない。 刺しゅう機を正しくセットし直します。 13

初期設定を行う前に刺しゅう枠を取り付けた。 刺しゅう機を取り外し、正しく初期設定を行

います。
13

プロジェクターのポ

インターが正しい位

置を指さない。

厚手の伸縮性のある布地をぬうときは、布地

の凸部で正しい位置を示すことができません。

布地の厚みに合わせて、手動で刺しゅうの位

置合わせをしてください。
47

布地の表面がでこぼこしていると、正しく位

置を認識できません。

プロジェクターのポインターの表示は、参考

程度に使用してください。
—

症状 原因 対処 参照ページ

ミシンの操作ができ

ない。

スタート／ストップスイッチを押していない。 スタート／ストップスイッチを押します。 —

模様が選ばれていない。 模様を選びます。 36

刺しゅう押えが下がっていない。 刺しゅう押えを下げます。 —

針が折れる。 針の取り付け方がまちがっている。 針を正しく取り付け直します。 11

針のとめネジがゆるんでいる。 針のとめネジをしっかりしめます。 12

針が曲がっていたり、針先がつぶれている。 新しい針に交換します。 11

布地に合った針・糸を使っていない。 取扱説明書（実用編）の「布地と糸の種類に

よる針の使い分け」を参照してください。
—

模様に合った刺しゅう押えを使用していない。 指定の刺しゅう押えを取り付けます。 10

上糸調子が強すぎる。 糸調子を調節します。 103

縫製中に、布地を不当に引っ張っている。 縫製中、布地を引っ張らないようにします。 —

糸こま押えが正しくセットされていない。 糸こま押えの付け方を確認して、付け直しま

す。
22

針板の穴の周辺にキズがある。 針板を交換するか、お買い上げの販売店また

は「お客様相談室（ミシン 119 番）」にご相談

ください。

—

刺しゅう押えの穴の周辺にキズがある。 刺しゅう押えを交換するか、お買い上げの販

売店または「お客様相談室（ミシン 119 番）」

にご相談ください。

9

内かまにキズがある。 内かまを交換するか、お買い上げの販売店ま

たは「お客様相談室（ミシン 119 番）」にご相

談ください。

—

品質の悪い針を使っている。 新しい針に交換します。 11

本機純正のボビンを使用していない。 本機純正ボビンを使用してください。 20

上糸の通し方がまちがっている。 上糸を通す順序を確認して、通し直します。 22

下糸のセットのしかたがまちがっている。 下糸を正しくセットし直します。 20

刺しゅう押えの取り付けがまちがっている。 刺しゅう押えを正しく取り付けます。 9

押えホルダーのネジがゆるんでいる。 押えホルダーのネジを確実にしめます。 10

布地が厚すぎる。 プーリーを手で回して針が布地に通ることを

確認してください。
—

刺しゅうをするときに、布地に刺しゅう用接

着芯を貼っていない。

接着芯を布地に貼ります。 28

下糸が正しく巻かれていない。 下糸を正しく巻きます。 15

症状 原因 対処 参照ページ
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上糸が切れる。 上糸の通し方がまちがっている（糸こま押え

が正しくセットされていない、糸こま押えの

大きさが合っていない、糸が針棒糸かけから

外れているなど）。

糸を正しく通します。

22

糸にこぶや結び目がある。 糸のこぶや結び目を取り除きます。 —

針に比べて糸が太すぎる。 取扱説明書（実用編）の「布地と糸の種類に

よる針の使い分け」を参照してください。
—

上糸調子が強すぎる。 糸調子を調節します。 103

糸がからまっている。 かまなどにからんだ糸をはさみなどで切って

取り除きます。
—

針が曲がっていたり、針先がつぶれている。 新しい針に交換します。 11

針の取り付け方がまちがっている。 針を正しく取り付け直します。 11

針板の穴の周辺にキズがある。 針板を交換するか、お買い上げの販売店また

は「お客様相談室（ミシン 119 番）」にご相談

ください。

—

刺しゅう押えの穴の周辺にキズがある。 刺しゅう押えを交換するか、お買い上げの販

売店または「お客様相談室（ミシン 119 番）」

にご相談ください。

9

内かまにキズがある。 内かまを交換するか、お買い上げの販売店ま

たは「お客様相談室（ミシン 119 番）」にご相

談ください。

—

布地に合った針・糸を使っていない。 取扱説明書（実用編）の「布地と糸の種類に

よる針の使い分け」を参照してください。
—

縫製中に、糸が結ばれたりからんだりしてい

る。

上糸と下糸を通し直します。 20、22

本機純正のボビンを使用していない。 本機純正ボビンを使用してください。 20

布裏で糸がからまる。 上糸の通し方がまちがっている。 上糸を通す順序を確認して、通し直します。

糸を通す際に刺しゅう押えを上げて、上糸調

子を適切に調整してください。

22

布地に合った針・糸を使っていない。 取扱説明書（実用編）の「布地と糸の種類に

よる針の使い分け」を参照してください。
—

上糸がつる。 下糸のセットのしかたがまちがっている。 下糸を正しくセットし直します。 20

下糸が切れる。 下糸のセットのしかたがまちがっている。 下糸を正しくセットし直します。 20

下糸が正しく巻かれていない。 下糸を正しく巻きます。 15

ボビンにキズがあり、回転がなめらかでない。 ボビンを交換します。 20

糸がからまっている。 かまなどにからんだ糸をはさみなどで切って

取り除きます。
—

本機純正のボビンを使用していない。 本機純正ボビンを使用してください。 20

布地にしわがよる。 上糸の通し方、または下糸のセットのしかた

がまちがっている。

糸を通す順序を確認して、通し直します。 20、22

糸こま押えが正しくセットされていない。 糸こま押えの付け方を確認して、付け直しま

す。
22

布地に合った針・糸を使っていない。 取扱説明書（実用編）の「布地と糸の種類に

よる針の使い分け」を参照してください。
—

針が曲がっていたり、針先がつぶれている。 新しい針に交換します。 11

糸調子が合っていない。 糸調子を調節します。 103

症状 原因 対処 参照ページ
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ぬい目が飛ぶ 糸の通し方がまちがっている。 糸を通す順序を確認して、通し直します。 22

布地に合った針・糸を使っていない。 取扱説明書（実用編）の「布地と糸の種類に

よる針の使い分け」を参照してください。
—

針が曲がっていたり、針先がつぶれている。 新しい針に交換します。 11

針の取り付け方がまちがっている。 針を正しく取り付け直します。 11

品質の悪い針を使っている。 新しい針に交換します。 11

針板の下にゴミがたまっている。 ブラシでゴミを取り除きます。 —

刺しゅう中のぬい音

が高い

かまの部分に糸くずが巻きこまれている。 かまの掃除をします。 —

上糸の通し方がまちがっている。 上糸を通す順序を確認して、通し直します。 22

本機純正のボビンを使用していない。 本機純正ボビンを使用してください。 20

内かまに針が刺さった穴やスリキズがある。 内かまを交換するか、お買い上げの販売店ま

たは「お客様相談室（ミシン 119 番）」にご相

談ください。

—

布地を送らない。 針が曲がっていたり、針先がつぶれている。 新しい針に交換します。 11

糸がからまっている。 かまなどにからんだ糸をはさみなどで切って

取り除きます。
—

布地が逆方向に送ら

れる。

送り機構が故障した。 お買い上げの販売店または「お客様相談室

（ミシン 119 番）」にご相談ください。
—

針が針板に当たる。 針のとめネジがゆるんでいる。 針のとめネジをしっかりしめます。針が曲

がっていたり、針先がつぶれている場合は、

新しい針に交換してください。

11

針が曲がっていたり、針先がつぶれている。 新しい針に交換します。 11

布地がミシンに入り

込んでとれない。

糸が針板の下でからんでいる。 布地を持ち上げて布地の下の糸を切ったあと、

かまの掃除をします。
—

折れた針がミシンの

中に落ちた。

— ミシンの電源を切ってから、針板を外します。

ミシンの中に落ちた針が見える場合は、ピン

セットなどで取り出します。針を取り出した

ら、針板を元に戻します。

電源を入れる前に、プーリーを手でゆっくり

手前に回してなめらかに回るか確認してくだ

さい。プーリーがなめらかに回らない場合や

ミシンの中に落ちた針を取り出せない場合は、

お買い上げの販売店または「お客様相談室

（ミシン 119 番）」にご相談ください。

—

プーリーを回したと

きに重い。

糸が内かまにからんでいる。 かまにからんだ糸を取り除きます。内かまを

正しい位置に取り付け直します。
—

刺しゅう位置合わせ

シールを検知しない。

外からの日光やライトがミシンに入っている。 外からの光を遮断してください。

—スキャンした画像が

とても明るいまたは

とてもぼんやりして

いる。

症状 原因 対処 参照ページ
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糸調子が合っていな

い。

上糸の通し方がまちがっている。 上糸を通す順序を確認して、通し直します。 22

下糸のセットのしかたがまちがっている。 下糸をセットし直します。（針板が取り外され

ているときは、取り付けてください。）
20

布地に合った針・糸を使っていない。 取扱説明書（実用編）の「布地と糸の種類に

よる針の使い分け」を参照してください。
—

糸調子が合っていない。 糸調子を調節します。 103

下糸が正しく巻かれていない。 下糸を正しく巻きます。 15

針が曲がっていたり、針先がつぶれている。 新しい針に交換します。 11

本機純正のボビンを使用していない。 本機純正ボビンを使用してください。 20

刺しゅう模様がくず

れる。

糸がからまっている。 かまなどにからんだ糸をはさみなどで切って

取り除きます。
—

糸調子が合っていない。 糸調子を調節します。 103

刺しゅう枠に布地がきちんと張られていない

（布地の張り方がゆるいなど）。

布地の張り方がゆるいと、模様くずれやぬい

縮みの原因となります。刺しゅう枠に布地を

正しく張ります。

30

刺しゅう用接着芯を貼っていない。 特に伸びる布地、薄地、目の粗い布地、ぬい

縮みしやすい布地には、必ず刺しゅう用接着

芯を貼ります。適切な接着芯については、お

買い上げの販売店または「お客様相談室（ミ

シン 119 番）」にご相談ください。

28

刺しゅう時に、キャリッジや刺しゅう枠がミ

シンの周辺に置いてある物に当たっている。

刺しゅう枠が物にぶつかると模様くずれの原

因となります。刺しゅう枠が動く範囲には物

を置かないようにします。

53

刺しゅう枠からはみでた布地をフリーアーム

側に置いていて、刺しゅう枠がつかえて動か

ない。

刺しゅう枠からはみ出た布地がフリーアーム

の反対側になるようにして枠を張り替え、模

様を 180 度回転して刺しゅうをします。

30

重い衣類に刺しゅうして、刺しゅう機の動き

が悪くなった。

アームヘッドと水平になるように厚い本など

を置いたり、重い側を軽く持ち上げるように

してぬいます。

—

テーブルから刺しゅうする布地が垂れ下がっ

ている。

布地が垂れ下がった状態で刺しゅうをすると、

刺しゅう機の動きが悪くなります。テーブル

から布地が垂れ下がらないようにします。

53

布地がひっかかっている、またははさみ込ま

れている。

ミシンを止めて布地を正しい位置に直します。 —

刺しゅうの途中に刺しゅう枠を外した（下糸

交換など）。刺しゅう枠をセットするときに刺

しゅう押えをぶつけたり、動かしたりしたか、

刺しゅう機を動かした。

刺しゅうの途中で刺しゅう押えに物がぶつ

かったり、刺しゅう機が動いたりすると模様

くずれの原因となります。刺しゅうの途中で

刺しゅう枠を外したり、セットしたりすると

きには注意してください。

56

刺しゅう用接着芯が、刺しゅう枠よりも小さ

いなど、正しく貼られていない。

刺しゅう用接着芯を布地に正しく貼ります。 28

刺しゅうした布地の

表側に糸のループが

できる。

糸調子が正しく調節されていない。 糸調子を調節します。 103

布地、糸、模様の組み合わせによって、上糸

が浮いてしまう。

刺しゅう専用針板カバーを使用します。 32

内かまと下糸の組み合わせが正しくない。 正しい組み合わせになるように、内かま、あ

るいは下糸を交換してください。
53

 注意
• このミシンには、糸切れ確認装置が付いています。上糸が通されていない状態でスタート／ストッ

プスイッチを押しても、ミシンは正常に作動しません。

• 使用中に停電が発生した場合：
電源スイッチを切って、電源プラグを抜いてください。 
再度電源スイッチを入れる場合は、本書の手順に従って正しく行ってください。 
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ミシンが正しくセットされていない状態でスタート／ストップスイッチや返しぬいスイッチ、止めぬ
いスイッチを押したときや、誤った操作をしたときは、ミシンが止まります。アラーム音が鳴り、画
面にエラーメッセージが表示されます。エラーメッセージが表示されたときは、メッセージの内容に
従って対処してください。 
以下に、エラーメッセージについて記載します。必要に応じて参照してください（表示中のエラー

メッセージは を押すか、正しい操作をすると消えます）。 

エラーメッセージ

 注意
• 必ず糸をかけ直してください。糸をかけ直さずに " スタート／ストップスイッチ " を押すと、糸調

子不良や針折れの原因となり、けがをするおそれがあります。 

糸がらみなどで、モーター

がロックしたときに表示さ

れます。 

（安全装置が働きました。糸がからん

でいませんか？針が曲がっていませ

んか？）

刺しゅう機の初期設定をす

るときに表示されます。

（刺しゅうキャリッジが動きます。

刺しゅうキャリッジの近くから物を

離し、手を近づけないようにしてく

ださい。）

ミシンの電源を入れたまま

針板を取り外したとき、直

線針板を取り付けた状態

で、ミシンの電源を入れ

て、刺しゅうモードを選択

したときに表示されます。

（針板を着脱するときは、電源を切っ

てください。）

ミシンの定期点検が必要な

ときに表示されます。

（定期点検の時期になりました。）

USB メディアに 100 個以

上のカメラ画像もしくは設

定画面の画像データを保存

しようとしたときに表示さ

れます。この場合は、USB
メディアから画像を削除す

るか、別の USB メディア

を使用してください。（書き込みに失敗しました。）

刺しゅう機を取り付けた状

態で返しぬいスイッチ、止

めぬいスイッチを押したと

きに表示されます。

（刺しゅう機が付いているときに、こ

のキーは使用できません。）

ミシンに刺しゅう枠を取り

付けて刺しゅうができるよ

うにした状態で、フットコ

ントローラーを踏むと表示

されます。

（刺しゅう機が付いているときに、

フットコントローラーは使用できま

せん。フットコントローラーをはず

してください。）

記憶容量の制限を超える模

様を読み込んだり、たくさ

んの模様を編集したりした

ときに表示されます。 

（この模様はデータ容量の制限を超え

ています。）
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針が下がった状態で液晶画

面上のキーを押したときに

表示されます。 

（針が下がっているときに、このキー

は使用できません。針を上げて、

キーを押してください。）

刺しゅうモードで、文字模

様の組み合わせが刺しゅう

枠より大きいときに表示さ

れます。 

（枠をはみ出します。）

刺しゅうモードで、文字模

様の組み合わせが刺しゅう

枠より大きいときに表示さ

れます。模様を 90 度回転

させると、引き続き模様を

組み合わせることができま

す。 

（枠をはみ出します。これ以上組み合

わせるときは、模様を回転して、追

加入力してください。）

刺しゅうモードで、刺しゅ

う枠を取り付けた状態で刺

しゅう機の初期設定をしよ

うとしたときに表示されま

す。 

（刺しゅう枠またはスキャン枠をはず

してください。）

模様を刺しゅうできる状態

で、刺しゅう枠を取り付け

ていないときにスタート／

ストップスイッチを押すと

表示されます。 

（刺しゅう枠をセットしてください。）

刺しゅうモードで、模様が

赤い枠の中に収まりきって

いない状態で編集機能を使

おうとすると表示されま

す。 

（赤い枠がはみ出しているときは操作

できません。位置を動かしてから操

作してください。）

著作権で保護された模様を

USB メディアに保存しよう

としたときに表示されま

す。著作権法上、違法にコ

ピー・編集した模様は USB
メディアやパソコンに保存

できません。このメッセー

ジが表示された場合は、ミ

シンのメモリーに模様を保

存してください。 

（特別な模様が含まれているため、外

部メモリーには保存できません。本

体メモリーに保存してください。）

刺しゅうモードで、刺しゅ

う枠を取り付けているとき

に、選んだ模様が刺しゅう

枠に収まりきらない場合に

表示されます。 
また、内蔵カメラで刺しゅ

う模様の位置合わせをして

いるときに、位置調整した

模様が取り付けられいる刺

しゅう枠の縫製範囲に収

まっていないときに表示さ

れます。

（大きい枠に取り替えてください。）

糸色を変更して

を押したとき

に表示されます。

（色の変更が元に戻ります。よろしい

ですか？）

縫製中にミシンの電源を

切った後で、もう一度電源

を入れたときに表示されま

す。 を押すと、電源

を切ったときの状態（模様

の位置と縫製済みの針数）

に戻ります。P.57「刺しゅ

うの途中で糸が切れたとき

は」の手順に従って、針位

置を合わせて、模様の続き

を刺しゅうしてください。

（レジューム記憶を呼び出します

か？）

刺しゅうモードで、刺しゅ

う機を取り付けていない状

態でスタート／ストップス

イッチを押したときに表示

されます。

（刺しゅう機がついていないのでぬえ

ません。電源スイッチを切ってから

刺しゅう機を取り付けてください。）

刺しゅう用下糸を交換する

ときに表示されます。

（刺しゅう枠をはずして、下糸を交換

してください。刺しゅう枠を前の位

置に戻します。よろしいですか？）
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刺しゅうの縫製画面上で、

連続模様（ボーダー模様）

を回転させたときに表示さ

れます。

（ボーダー模様の組み合わせが解除さ

れます。よろしいですか？）

刺しゅう枠が正しく取り付

けられていない状態で、ス

タート／ストップスイッチ

を押したときに表示されま

す。

（刺しゅう枠を奥までスライドさせて

ください。枠固定レバーを倒してく

ださい。）

ミシンが位置合わせマーク

を認識できなかったときに

表示されます。

- 選択範囲の中に位置合わ

せマークがあることを確

認してください。それで

も解決しない場合は、

P. 51 を参照して位置合

わせマークを設定し直し

てください。

- プリントされた位置合わ

せマークを認識できませ

んでした。拡大や縮小は

しないで印刷し、位置合

わせマークを配置し直し

てください。（P. 101）

（位置合わせマークを認識する事がで

きませんでした。）

ミシンが位置合わせマーク

を認識したときに表示され

ます。刺しゅう位置合わせ

シールをはがして を

押し、操作を続けてくださ

い。 を押すと、刺しゅ

う位置合わせシールをより

簡単に取り外すことができ

ます。（P. 51）

（位置合わせマークをはがして下さ

い。）

内蔵カメラで刺しゅう位置

合わせをしているときに、

刺しゅう位置合わせシール

が端に寄りすぎていたり、

模様が刺しゅう枠の外に出

ていたりした場合に表示さ

れます。刺しゅう位置合わ

せシールの位置を修正して

から、位置合わせをやり直

してください。P. 49 を参

照してください。

（縫製エリアから模様がはみ出しま

す。位置を変更してスキャンし直し

て下さい。）

上糸が切れているか、正し

く通っていない状態で、ス

タート／ストップスイッ

チ、返しぬいスイッチまた

は止めぬいスイッチを押し

たときに表示されます。 

（上糸を確かめ、もう一度かけ直して

ください。）

押えレバーが上がっていて

針が下がっている状態で、

押え上下スイッチを押した

ときに表示されます。

（押えレバーを下げてください。）

刺しゅうモードで模様を編

集中に、スタート／ストッ

プスイッチを押したときに

表示されます。 

（模様の編集を完了してください。）

ぬい模様や刺しゅう模様が

選択されていない状態で、

スタート／ストップスイッ

チ、返しぬいスイッチまた

は止めぬいスイッチを押し

たときに表示されます。 

（模様を選んでください。）

下糸が少なくなったときに

表示されます。 

（下糸が少なくなりました。

* 止めぬいスイッチを押すと、止め

ぬいができます。

* 枠移動キーを押すと、糸切りし

て、枠を脱着用の位置に移動しま

す。のちほど、前の位置に自動で

戻ります。）

記憶容量がいっぱいで、ぬ

い模様や刺しゅう模様を記

憶できないときに表示され

ます。 

（容量が不足しているためデータを保

存できません。他の模様を消去する

か、メディアを交換してください。）
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模様を削除しようとしたと

きや、 を押して模様の選

択をキャンセルしようとし

たときに表示されます。 

（模様の選択をキャンセルします。よ

ろしいですか？）

下糸巻き中に、糸がらみな

どでモーターがロックした

ときに表示されます。 

（下糸巻きの安全装置が働きました。

糸がからんでいませんか？）

選択した模様のデータが壊

れている可能性があるとき

に表示されます。

（模様のデータが読めません。データ

が壊れている可能性があります。）

刺しゅう機を取り付け、針

が下がっている状態で電源

を入れたときに表示されま

す。 

（押え上下スイッチで押えを上げてく

ださい。）

使用できないメディアを使

おうとしたときに表示され

ます。

（この USB メディアは使用できませ

ん。）

呼び出したい模様が保存さ

れた USB メディアを取り

外した後で、USB メディア

内に保存されていた模様を

選択しようとしたときに表

示されます。

（USB メディアが交換されました。

読み込んでいる最中に交換しないで

ください。）

USB メディアでエラーが発

生したときに表示されま

す。

（USB メディアエラー）

押えが上がっている状態

で、スタート／ストップス

イッチなどのスイッチを押

したときに表示されます。

（押え上下スイッチで押えを下げてく

ださい。）

上糸が正しく通されていな

い可能性があるときに表示

されます。

（上糸がうまくかかっていない可能性

があります。始めから上糸をかけ直

してください。）

ファイルサイズが本機の

データ容量を超えていると

きに表示されます。 
ファイルのサイズと形式を

確認してください。

（ファイルサイズが大きすぎます。規

定サイズ以内のファイルを使用して

下さい。）

本機が対応していない形式

のファイルを読み込もうと

したときに表示されます。

対応するファイル形式の一

覧を確認してください。

（このファイルは使用できません。）

画像を削除しようとしたと

きに表示されます。

（選択した画像を削除しますが、よろ

しいですか？）

実用模様ぬい以外で

を押し

たときや、実用模様／文

字・飾り模様ぬい以外で

を押し

たときに表示されます。
（このキーは使えません。）
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■ アラーム音

操作が正しく行われなかった場合、アラーム音で
エラーの発生をお知らせします。操作が正しく行
われた場合は、操作を確認する電子音が鳴りま
す。

 

デュアルフィード押えが取

り付けられている状態で刺

しゅうをしようとすると表

示されます。刺しゅうモー

ドに入る前に、デュアル

フィード押えを取り外して

ください。

（デュアルフィードモジュールを外し

てください。）

My Design Center（マイデ

ザインセンター）で模様を

編集中に、ミシンの電源を

切って、もう一度電源を入

れて My Design Center（マ

イデザインセンター）を起

動したときに表示されま

す。 を押すと、電源

を切る前の状態に戻りま

す。

（レジューム記憶を呼び出しますか？

（マイデザインセンター））

お知らせ
• 電子音を鳴らないようにしたり音量を変えた

りする場合は、 を押して設定画面の 4 ペー

ジを表示し、［Machine Speaker Volume（ミ
シンスピーカーボリューム）］の設定を変更し
てください。詳しくは、取扱説明書（実用編）
を参照してください。 
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必ず最新のソフトウェアをインストールしてください。
最新バージョンでは、様々な機能向上を行っています。

Brother SupportCenterは、ブラザー製品のサポート情報を提供するモバイルア
プリです。



修理を依頼するときや部品を購入するときは、お買い上げの販売店、または「お客様相談室（ミ
シン119番）」にお問い合わせください。

■ 保証書について
● ご購入の際、保証書にお買い上げ日、販売店名などが記入してあるかご確認の上、販売店
で受け取ってください。保証書の内容をよくお読みいただき、大切に保管してください。

● 当社はこのミシンの補修用性能部品を、製造打ち切り後最低８年間保有しています。性
能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

● 修理については、お買い上げの販売店、または下記の「お客様相談室（ミシン119番）」に
ご相談ください。

■ お客様相談室（ミシン119番）
本製品の使い方やアフターサービスについてご不明の場合は
お買い上げの販売店または「お客様相談室（ミシン119番）」までお問い合わせください。

〒467-8577　愛知県名古屋市瑞穂区苗代町15-1

お客様相談室（ミシン119番） Tel：050-3786-1134
 　　050（ゼロ ゴー ゼロ）で始まる電話番号です。
 Fax：052-824-3031
受付時間: 月曜日～金曜日　9:00～12:00　13:00～17:30
休業日: 土曜日、日曜日、祝日およびブラザー販売株式会社の休日

● 「お客様相談室（ミシン119番）」は、ブラザー販売株式会社が運営しています。
● 機能および操作方法が機種によって異なるため、お問い合わせの際に「機種名」と「機
械番号」をご連絡いただきますと、スムーズにお答えすることができます。

 ミシン背面の定格ハリマーク（銀色シール）の下記部分をご確認ください。

● ブラザー製品についてのご意見、ご要望は、お買い上げの販売店、または上記「お客様
相談室（ミシン119番）」にご連絡ください。

● 上記の電話番号、住所および受付時間は、都合により変更する場合がありますので、ご了
承ください。

■ ホームページ
ブラザーのホームページでは、製品に関する様々な情報を掲載しております。
http://www.brother.co.jp/

ブラザーのサポートサイトでは、製品に関するサポート情報を掲載しております。
http://s.brother/cpdad/

機種名

機械番号

愛知県名古屋市瑞穂区苗代町15-1　〒467-8561

D01MPR-001

882-W30


